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事
業
用
自
動
車
の
交
通
事

故
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
︑

国
土
交
通
省
の
﹁
事
業
用
自

動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０

２
５
﹂
に
基
づ
き
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
に
お
け
る
目
標

を
定
め
︑
業
界
が
一
丸
と
な

っ
て
そ
の
目
標
達
成
に
向
け

創
意
工
夫
し
た
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
ま
す
︒

　

そ
う
し
た
中
︑
令
和
６
年

５
月
６
日
︑
群
馬
県
の
国
道

に
お
い
て
︑
飲
酒
運
転
に
よ

る
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
中
央

分
離
帯
を
乗
り
越
え
︑
対
向

の
乗
用
車
と
衝
突
す
る
事
故

に
よ
り
幼
い
子
供
な
ど
３
名

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
︒

ま
た
︑
同
月
14
日
に
は
︑
埼

玉
県
の
首
都
高
速
道
路
に
お

い
て
︑
渋
滞
最
後
尾
に
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
が
突
っ
込
み
︑

３
名
が
死
亡
す
る
痛
ま
し
い

追
突
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
は
︑

企
業
の
生
産
活
動
に
必
要
な

諸
資
材
か
ら
国
民
の
生
活
資

材
ま
で
幅
広
く
輸
送
し
︑
く

ら
し
と
経
済
を
支
え
る
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
と
し
て
︑
国
内
物

流
の
基
幹
的
役
割
を
果
た
し

て
お
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の

安
全
確
保
は
最
優
先
課
題
と

な
り
ま
す
︒

　

こ
の
た
め
︑
７
年
２
月
７

日
の
﹁
交
通
対
策
委
員
会
﹂

で
は
︑
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た

社
会
的
信
頼
性
を
一
気
に
損

な
う
よ
う
な
交
通
事
故
を
絶

対
に
起
こ
さ
な
い
と
い
う
強

い
決
意
を
も
ち
︑
業
界
を
挙

げ
て
安
全
対
策
を
徹
底
す
る

取
り
組
み
を
決
議
し
た
と
こ

ろ
で
す
︒

　

具
体
的
に
は
︑
各
季
の
交

通
安
全
運
動
期
間
中
の
４
月

10
日
と
９
月
30
日
を
﹁
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
の
交
通
事
故
ゼ

ロ
を
目
指
す
日
﹂と
設
定
し
︑

前
記
期
間
中
に
設
け
ら
れ
て

い
る
国
の
﹁
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
を
目
指
す
日
﹂
と
あ
わ
せ

た
事
故
防
止
活
動
を
幅
広
く

展
開
す
る
こ
と
と
し
て
︑
初

め
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま

し
た
︒

　

ま
た
︑
飲
酒
運
転
で
の
人

身
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
︑
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
を
対
象
と

し
て
﹁
飲
酒
運
転
し
な
い
﹂

こ
と
を
求
め
る
署
名
活
動
の

展
開
や
︑
事
故
防
止
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
で
の
﹁
生
命
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
展
﹂の
併
催
に
よ
り
︑

人
命
の
尊
さ
や
事
故
被
害
者

の
心
情
な
ど
を
広
く
共
有
す

る
活
動
も
全
国
展
開
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
と
し

て
再
発
防
止
対
策
を
積
極
的

に
推
進
し
︑
業
界
の
健
全
な

発
展
と
と
も
に
︑
社
会
に
貢

献
し
︑
社
会
と
共
生
で
き
る

事
業
に
成
長
し
て
い
く
こ
と

が
今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

原
点
に
立
ち
返
り
︑
輸
送
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
真
剣
に

取
り
組
む
決
意
で
す
︒

　

小
委
員
会
提
言
で
は
︑
全
国
の

ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
お
い
て
︑
独
自

の
交
通
事
故
防
止
大
会
や
決
起
大

会
（
集
会
）
の
開
催
お
よ
び
行
政

当
局
な
ど
と
連
携
し
︑
各
種
交
通

安
全
運
動
期
間
中
の
街
頭
啓
発
活

動
な
ど
が
盛
ん
に
実
施
さ
れ
て
い

る
一
方
で
︑
現
状
に
お
い
て
︑﹁
全

国
統
一
的
な
取
り
組
み
が
な
い
﹂

と
指
摘
︒
各
都
道
府
県
ト
協
が
推

進
す
る
事
故
防
止
対
策
の
集
約
と

情
報
共
有
化
を
行
い
︑
効
果
的
に

事
故
防
止
対
策
を
推
進
す
べ
き
と

提
言
し
た
︒
具
体
的
に
は
︑
国
が

全
国
運
動
と
し
て
展
開
し
て
い
る

﹁
春
・
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
﹂
の
実
施
項
目
の
一
つ

と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る﹁
交

通
事
故
死
０
（
ゼ
ロ
）
を
目

指
す
日
﹂
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す

る
形
で
︑
４
月
10
日
と
９
月

30
日
を
﹁
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

の
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
﹂
と
し
て
定
め
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
全
体
と
し
て
事

故
防
止
の
気
運
を
醸
成
す
る

こ
と
と
し
た
︒
な
お
︑
各
都

道
府
県
ト
協
で
は
︑
既
に
各

種
活
動
・
運
動
を
展
開
し
て

い
る
こ
と
か
ら
︑
そ
の
支
障

と
な
ら
な
い
よ
う
︑﹁
目
指

す
日
﹂
に
つ
い
て
は
全
ト
協

の
啓
発
活
動
と
位
置
付
け
︑

気
運
醸
成
に
努
め
る
︒

　

物
流
の
危
機
と
い
わ
れ
る

﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂

か
ら
１
年
が
経
過
し
た
今
︑

労
働
時
間
の
削
減
︑
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件

改
善
や
︑
悪
し
き
商
慣
行
の

見
直
し
な
ど
へ
の
取
り
組
み

は
︑
国
を
挙
げ
て
推
進
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
︒
し
か
し
︑

そ
の
一
方
で
︑
重
大
事
故
お

よ
び
飲
酒
事
案
が
後
を
絶
た

ず
︑
国
民
的
理
解
を
得
て
い

る
﹁
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
﹂︑﹁
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
事
業
﹂

と
し
て
の
社
会
的
信
頼
が
揺

る
ぎ
か
ね
な
い
重
大
な
局
面

に
あ
る
︒
今
後
も
こ
の
よ
う

な
重
大
事
故
の
惹
起
が
続
け

ば
︑
せ
っ
か
く
国
民
的
理
解

を
得
て
い
る
﹁
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
事
業
﹂
と
し
て
の
評
価
を

失
う
だ
け
で
な
く
︑
現
在
業

界
で
活
躍
す
る
貴
重
な
人
材

の
流
出
や
︑
今
後
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
を
目
指
す
若
年
者

な
ど
の
就
業
意
欲
を
削
い
で

し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
が
安

全
・
安
心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
︑
公
共
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
と
い
う
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
の
本
来
の
目
的

に
沿
っ
た
業
界
体
質
の
改
善

へ
向
け
て
︑
業
界
一
丸
と
な
っ

た
新
た
な
決
意
が
今
こ
そ
必

要
で
あ
る
（
松
橋
謙
一
交
通

対
策
委
員
長
の
コ
メ
ン
ト
を

別
掲
）︒

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
、
令
和
７
年
度
か
ら

４
月
10
日
お
よ
び
９
月
30
日
を
「
事
業
用
ト
ラ
ッ

ク
の
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
と
定
め
、

全
ト
協
お
よ
び
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
一
丸

と
な
っ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
交
通
事
故

を
根
絶
す
べ
く
気
運
醸
成
に
向
け
た
取
り
組
み

を
強
化
す
る
。「
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

は
、
交
通
対
策
委
員
会
（
松
橋
謙
一
委
員
長
・

全
ト
協
副
会
長
）
に
設
置
し
た
、
事
業
用
ト
ラ

ッ
ク
の
重
大
事
故
お
よ
び
飲
酒
運
転
事
故
防
止
へ

の
対
応
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
交
通
対
策
小
委

員
会
（
森
本
勝
也
小
委
員
長
・
交
通
対
策
委
員

会
副
委
員
長
）
の
提
言
を
受
け
た
も
の
。

　
小
委
員
会
で
は
、
重
大
事
故
発
生
に
伴
う
再

発
防
止
策
の
周
知
徹
底
や
事
故
惹
起
・
飲
酒
事

案
発
生
事
業
者
の
社
内
体
制
見
直
し
等
改
善
好

事
例
の
収
集
と
活
用
、
そ
し
て
、
国
か
ら
提
供

さ
れ
る
事
故
事
例
の
活
用
策
な
ど
が
検
討
さ
れ

た
。
同
検
討
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
検
討
事
項

の
徹
底
と
と
も
に
、「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
交

通
事
故
防
止
の
気
運
醸
成
に
向
け
た
取
り
組
み

強
化
」
が
提
言
さ
れ
、
２
月
７
日
の
交
通
対
策

委
員
会
に
て
機
関
決
定
さ
れ
た
。

全
ト
協
で
は
、
今
後
、
全
国
統
一

的
に
さ
ら
な
る
交
通
事
故
防
止
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

松橋　謙一
交通対策委員長

事故ゼロを目指すためには こんな運転は厳禁です！
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答え合わせ

～自動車に働く自然の力編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		走行中の車は、クラッチを切ってもすぐには止まらない。　
（	○・×	）

❷		カーブを回ろうとするとき、自動車の後方に遠心力が働き、
自動車はカーブの外側に滑り出そうとする。（	○・×	）

❸		カーブなどで作用する遠心力はカーブの半径が大きいほど大
きくなる。（	○・×	）

❹		衝撃力の大きさは、速度と重量に応じて大きくなる。　　　
（	○・×	）

❺	車が衝突したときの衝撃力は、速度が２倍になれば３倍に
なる。（	○・×	）

（解答は11面）

　あなたは、　住宅が並ぶ片側１車線道路を走行していま
す。自車の前には自転車が走行しており、チラッと後ろを振
り返りました。この場面にはどのような危険がありますか。
また、危険を避けるためにはどのような運転をすればよいで
しょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 175回〕「住宅街の片側１車線」

（解説・１１面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
ポ
ス
タ

ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の

公
募
を
開
始締

切
=
５
月
31
日

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
10
月
９
日
の
﹁
ト
ラ
ッ

ク
の
日
﹂
を
広
く
一
般
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
目
的

に
︑
全
ト
協
お
よ
び
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
実
施
す

る
広
報
活
動
で
使
用
す
る
ポ

ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集

し
て
い
る
︒﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

産
業
が
我
が
国
の
経
済
と
国

民
生
活
を
支
え
て
い
る
こ
と

を
表
現
す
る
も
の
﹂
が
テ
ー

マ
で
︑
公
募
締
切
は
５
月
31

日
㈯
（
必
着
）︒

　

グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
は
︑
全

ト
協
広
報
委
員
会
で
選
考

後
︑
９
月
上
旬
に
全
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
で
発

表
さ
れ
︑
令
和
７
年
度
﹁
ト

ラ
ッ
ク
の
日
﹂
ポ
ス
タ
ー
デ

ザ
イ
ン
と
し
て
採
用
す
る
︒

コ
ン
テ
ス
ト
の
概
要
や
公
募

要
項
の
詳
細

に
つ
い
て
は
︑ 

全
ト
協
Ｈ
Ｐ

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
を
参
照
︒

運
送
事
業
者
、
荷
主
企
業
の

　
　
　
　
対
応
状
況
を
公
表

物
流
の
２
０
２
４
年
問
題

対
応
状
況
調
査
結
果

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑﹁
物
流
の
２
０
２

４
年
問
題
﹂
に
関
し
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
に
お
け
る

対
応
状
況
や
実
態
︑
ま
た
︑

荷
主
企
業
に
お
け
る
対
応
状

況
等
を
把
握
し
︑
今
後
の
施

策
や
要
望
活
動
等
に
反
映
す

新
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
ラ

ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
を
展
示

大
分
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

大
分
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
仲
浩
会
長
）は
３
月
20
日
︑

大
分
県
臼
杵
市
で
行
わ
れ
た

﹁
臼
杵
港
新
フ
ェ
リ
ー
タ
ー

ミ
ナ
ル
竣
工
式
典
・
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
﹂
で
︑
ラ

ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
17
台
を

展
示
し
た
（
写
真
）︒

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
︑
臼
杵
港

の
新
た
な
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
完
成
を
記
念
し
て
開

催
さ
れ
た
も
の
︒
大
分
県
ト

協
が
県
下
18
市
町
村
と
連
携

し
︑
県
の
地
域
振
興
に
貢
献

す
る
目
的
で
制
作
し
た
︑
各

市
町
村
の
名
勝
の
図
柄
入
り

ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
17
台

が
展
示
さ
れ
︑
イ
ベ
ン
ト
に

花
を
添
え
た
︒　

　

同
イ
ベ
ン
ト
に
出
席
し
た

大
分
県
ト
協
の
仲
会
長
は
︑　

﹁
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
で

全
国
に
大
分
県
の
魅
力
︑
物

流
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
︒

﹃
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹄

を
受
け
︑
フ
ェ
リ
ー
利
用
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
中
︑

臼
杵
港
新
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
開
港
に
よ
り
︑
物
流

効
率
化
が
期
待
で
き
る
﹂
と

述
べ
︑
新
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
完
成
を
祝
福
し
た
︒

福
祉
施
設
臨
時
休
業
・
時

間
短
縮

札
幌
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

札
幌
Ｔ
Ｓ
は
、
食
堂
リ
ニュー

ア
ル
の
た
め
、
食
堂
お
よ
び
休

憩
室
・
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
に
つい
て

臨
時
休
業
お
よ
び
運
営
時
間
の

臨
時
短
縮
を
す
る
。

　

４
月
21
日
㈪
、
22
日
㈫
：

食
堂
・
休
業
、
休
憩
室
、
コ
イ

ン
シ
ャ
ワ
ー
・
９
～
17
時
営
業

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

合
わ
せ
て
９
割
を
超
え
た
︒

﹁
令
和
６
年
４
~
９
月
の
６

か
月
間
で
︑
４
８
０
時
間
超

（
=
年
９
６
０
時
間
の
半
分

超
）の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
有
無
﹂

に
つ
い
て
は
︑﹁
４
８
０
時
間

超
は
１
人
も
い
な
い
﹂
と
す

る
回
答
が
72
・
６
％
︑﹁
４
８

０
時
間
超
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

い
る
﹂は
27
・
４
％
で
あ
っ
た
︒

﹁
改
正
改
善
基
準
告
示
の
遵

守
の
状
況
﹂
で
は
︑
約
７
割

が
﹁
守
れ
て
い
る
﹂
と
答
え
︑

﹁
守
れ
て
い
な
い
﹂
と
回
答

し
た
約
３
割
の
事
業
者
に

﹁
改
正
改
善
基
準
告
示
で
守

れ
て
い
な
い
基
準
（
複
数
回

る
た
め
︑﹁
物
流
の
２
０
２
４

年
問
題
対
応
状
況
調
査
﹂
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
に
よ

り
実
施
し
︑
そ
の
結
果
を
公

表
し
た
︒
調
査
は
運
送
事
業

者
お
よ
び
荷
主
企
業
の
双
方

に
対
し
て
実
施
︒
運
送
事
業

者
に
対
す
る
調
査
は
令
和
６

年
11
月
21
日
か
ら
７
年
１
月

15
日
ま
で
の
期
間
で
行
わ
れ
︑

回
答
数
は
２
千
９
７
３
事
業

者
だ
っ
た
︒
ま
た
︑
荷
主
企

業
を
対
象
と
し
た
調
査
は
︑

６
年
11
月
１
日
か
ら
同
月
14

日
ま
で
実
施
さ
れ
︑
回
答
数

は
３
千
６
０
１
事
業
者
だ
っ

た
︒

　

運
送
事
業
者
に
対
す
る
調

査
結
果
に
よ
る
と
︑﹁
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
（
年
９

６
０
時
間
）
の
遵
守
の
見
通

し
﹂
で
は
︑﹁
全
ド
ラ
イ
バ
ー

が
遵
守
で
き
る
見
通
し
﹂
が

64
・
４
％
で
最
も
多
く
︑
次

に
﹁
大
多
数
の
ド
ラ
イ
バ
ー

が
遵
守
で
き
る
見
通
し
﹂

（
25
・
８
％
）
で
︑
こ
れ
を

答
）﹂
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ

ろ
︑﹁
１
日
の
拘
束
時
間
﹂

が
59
・
３
％
と
最
も
多
く
︑

次
に
﹁
１
日
の
休
息
期
間
﹂

（
42
・
０
％
）︑﹁
１
か
月
の

拘
束
時
間
﹂（
38
・
４
％
）︑

﹁
運
転
時
間
﹂（
36
・
４
％
）︑

﹁
連
続
運
転
時
間
﹂（
29
・

５
％
）と
続
い
た
︒
さ
ら
に
︑

守
れ
て
い
な
い
約
３
割
の
事

業
者
に
﹁
改
善
基
準
告
示
を

守
れ
な
い
原
因
﹂（
複
数
回

答
）
を
聞
く
と
︑﹁
運
転
時

間
の
長
い
輸
送
を
行
っ
て
い

る
か
ら
﹂（
48
・
０
％
）
が

最
も
多
く
︑
次
に
﹁
荷
待
ち

時
間
が
長
い
︑
荷
待
ち
時
間

令
和
７
年
度
Ｓ
Ａ
Ｓ
対
策
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

受
講
申
し
込
み
受
付
中

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
令
和
７
年
度
﹁
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）

対
策
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
︑
Ｚ
ｏ

o
ｍ
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
開
催
す

る
︒

　

同
セ
ミ
ナ
ー
は
︑﹁
ス
テ
ッ

プ
１
:
こ
れ
か
ら
始
め
る
Ｓ

Ａ
Ｓ
対
策
﹂︑﹁
ス
テ
ッ
プ
２

:
医
療
機
関
の
か
か
り
方

か
ら
治
療
ま
で
﹂︑﹁
ス
テ
ッ

プ
３
:
効
果
的
な
Ｓ
Ａ
Ｓ

対
策
の
進
め
方
﹂
︱
︱
の
３

段
階
で
内
容
を
設
定
し
︑
前

期
・
後
期
に
分
け
て
開
催

（
表
）︒
開
催
時
間
は
い
ず

れ
も
14
時
~
15
時
（
ロ
グ
イ

ン
開
始
13
時
30
分
）
で
︑
定

員
は
各
１
０
０
人
︒
各
回
開

催
２
日
前
ま
で
申
し
込
み
を

受
け
付
け
る
︒

　

同
セ
ミ
ナ
ー
の
申
込
方
法

や
詳
細
等
に
つ
い
て
は
︑
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
会
員

の
皆
様
へ＞

労
働
対
策
﹂

内
﹁
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候

群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
対
策
セ
ミ
ナ

ー
﹂ 

ペ
ー
ジ（
二
次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

が
生
じ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
﹂

（
40
・
９
％
）︑﹁
荷
役
作
業

の
時
間
が
長
い
か
ら
﹂（
32
・

２
％
）と
い
う
理
由
が
続
い
た
︒

　

一
方
︑
荷
主
企
業
対
象
の

調
査
結
果
で
は
︑﹁
物
流
の
２

０
２
４
年
問
題
の
認
知
状
況
﹂

に
つ
い
て
の
問
い
に
︑﹁
物
流

の
２
０
２
４
年
問
題
を
知
っ
て

い
る
﹂
と
い
う
回
答
が
全
体

の
９
割
を
超
え
て
お
り
︑
そ

の
う
ち
﹁
内
容
を
理
解
し
て

い
る
﹂
も
約
８
割
と
な
っ
て
い

る
︒﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
に
よ
る
事
業
へ
の
影
響
と

対
応
状
況
﹂に
つ
い
て
は
︑﹁
影

響
が
生
じ
て
い
る
﹂
と
い
う

回
答
が
約
６
割
で
あ
り
︑﹁
対

応
が
概
ね
で
き
て
い
る
﹂
が

35
・
５
％
と
な
っ
て
い
た
︒

ま
た
︑﹁
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
に
よ
る
具
体
的
な
影
響

（
複
数
回
答
）﹂に
つ
い
て
は
︑

全
体
の
８
割
が
﹁
物
流
コ
ス

ト
の
増
加
﹂
と
回
答
し
︑﹁
リ

ー
ド
タ
イ
ム
の
延
伸
等
﹂
が

45
・
７
％
︑﹁
荷
物
が
運
べ
な

い
等
﹂
が
33
・
８
％
と
続
い

た
︒
さ
ら
に
﹁
物
流
の
適
正

化
・
生
産
性
向
上
に
向
け
た

荷
主
事
業
者
・
物
流
事
業
者

の
取
組
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
﹂
の
認
知
状
況
に
つ
い

て
は
︑﹁
公
表
を
知
っ
て
い
る
﹂

の
回
答
が
約
６
割
を
占
め
る

一
方
︑﹁
公
表
さ
れ
た
こ
と
を

知
ら
な
い
﹂
と
す
る
回
答
が

約
４
割
と
な
っ
て
い
た
︒

　

同
調
査
の
全
文
は
︑
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
二
次

元
コ
ー
ド
）
で

閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
る
︒

5
月
は
「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
美
化
月
間
」

ゴ
ミ
は
持
ち
帰
ろ
う
！
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

全
ト
協
と
都
道
府
県
ト
協

が
共
同
で
展
開

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑毎
年
５
月
に
つ
い
て
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
環
境
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
３
０
﹂
の
﹁
サ
ブ

目
標
３
﹂
の
一
環
と
し
て
︑

清
掃
や
落
書
き
消
し
な
ど
の

環
境
美
化
に
繋
が
る
活
動
を

行
う
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
美
化
月
間
﹂
に
設
定
し
︑

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒

　

令
和
７
年
度
の
全
ト
協
の

取
り
組
み
で
は
不
法
投
棄

（
ポ
イ
捨
て
）
対
策
と
し
て

﹁
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
ろ
う
！
﹂

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
企
画
し
︑

車
内
ゴ
ミ
の
事
業
所
へ
の
持

ち
帰
り
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
意

識
づ
け
す
る
た
め
︑
啓
発
用

チ
ラ
シ
（
写
真
）
を
全
国
の

ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
配
布
す
る

と
と
も
に
︑
次
号
の
﹁
広
報

と
ら
っ
く
﹂
に
同
封
す
る
︒

ま
た
︑啓
発
用
チ
ラ
シ
で
は
︑

﹁
車
内
の
ゴ
ミ
を
持
ち
帰
っ

た
か
﹂
に
つ
い
て
︑
業
務
後

点
呼
時
に
運
行
管
理
者
が
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
一
声
か

け
て
︑
意
識
を
高
め
る
活
動

を
促
し
て
い
る
︒

　全日本トラック協会では６月10日㈫から、令和７年度
中央近代化基金「補完融資」の推薦申込公募受付を開
始する。
　同融資は、物流施設の整備等で、事業規模が１億円以
上の大規模プロジェクトに対し、利子補給を行うことによ
り、長期低金利の融資を推進し、トラック運送事業者の
近代化・合理化を図るものである。
　また、７月１日㈫からは、７年度中央近代化基金「燃料
費対策特別融資」の推薦申込公募受付を開始する。
　同融資は、軽油等燃料費対策および環境・省エネに対
する重要性に鑑み、ポスト新長期規制適合車または平成
28年排出ガス規制適合車で、かつ平成27年度燃費基準
を達成した車両の導入、および自家用燃料供給施設の
整備に必要な設備資金に対し、利子補給を行うものであ
る。
　申し込みに必要な書類や融資条件の詳細等について
は、全ト協ホームページに掲載の公募要綱を参照。問い
合わせは、都道府県トラック協会または全ト協経営改善
事業部（電話03-3354-1056）まで。

第49回  令和7年度　補完融資第49回  令和7年度　補完融資

❖公募推薦総枠
　30億円
❖公募期間
　令和7年6月10日㈫から11月28日㈮まで
（ただし、公募枠の30億円に達し次第、申
   し込みの受付を締め切る）
❖融資推薦対象者
　都道府県トラック協会（以下「都道府県ト協」）に加入
している貨物自動車運送事業法第3条または第35条の
許可を受けた運送事業者、その共同体およびその持株会
社（傘下の貨物自動車運送事業者に係る資金調達を行う
ものに限る）（以下「事業者」）であって、株式会社商工
組合中央金庫（以下「商工中金」）または商工中金の代

理店の取引資格があるもの（予定を含む）
❖対象事業
① トラックターミナル・配送センター等の物流施設の整

備に要する資金
・ 近代化・合理化のための事務機器等の設置購入に要

する資金を含む
・「補修・改修」に要する資金を含む

②人材確保および生産性向上のための設備
・ 福利厚生施設の整備に要する資金（男女別施設〔ト

イレ・更衣室・休憩室等〕を含む）
・ 荷役機械購入に要する資金（テールゲートリフターの

設置を含む）
　※車両購入および改造は除く

❖融資限度
　事業規模が1億円以上の大規模プロジェクトで、申込会
員の令和7年度以降の投資額の30％以内で未払金額の
範囲内とする
　ただし、上限金額は5億円とし、投資額の30％が5
千万円未満の場合は5千万円とする
❖利子補給率
　年0.6%
❖都道府県ト協から全ト協宛て融資推薦期限
　（全ト協必着日）
 第1回 令和7年   7月 31日（木）
 第2回 8月 29日（金）
 第3回 9月 30日（火）
 第4回 10月 31日（金）
 第5回 11月 28日（金）
❖融資推薦適否決定通知予定日
 第1回 令和7年   8月 15日（金）
 第2回 9月 12日（金）
 第3回 10月 15日（水）
 第4回 11月 14日（金）
 第5回 12月 12日（金）

第49回  令和７年度　燃料費対策特別融資第49回  令和７年度　燃料費対策特別融資

❖公募推薦総枠
　40億円
❖公募期間
　令和7年7月1日㈫から9月30日㈫まで
（ただし、公募額の40億円に達し次第、申
   し込みの受付を締め切る）
❖融資推薦対象者
　都道府県ト協に加入している貨物自動車運送事業法第3
条または第35条の許可を受けた運送事業者、その共同体お
よびその持株会社（傘下の貨物自動車運送事業者に係る資
金調達を行うものに限る）であって、商工中金または商工中
金の代理店の取引資格があるもの（予定を含む）
❖対象資金
① ポスト新長期規制適合車または平成28年排出ガス規

制適合車で、平成27年度燃費基準を達成した車両の
導入に必要な設備資金

② 自家用燃料供給施設整備に必要な設備資金
❖融資限度
　2千万円（都道府県ト協の限度額とは別枠とする）
❖利子補給率
　年0.6％
❖都道府県ト協から全ト協宛て融資推薦期限
　（全ト協必着日）
 第1回 令和7年   7月 31日（木）
 第2回 8月 29日（金）
 第3回 10月   3日（金）
❖融資推薦適否決定通知予定日
 第1回 令和7年   8月 15日（金）
 第2回 9月 16日（火）
 第3回 10月 17日（金）

令和 7 年度 SAS 対策セミナー開催日程
ステップ１ ステップ２ ステップ３

前期 5 月 22 日㈭ 7 月 17 日㈭ 9 月 18 日㈭

後期 11 月 12 日㈬ 8 年 1 月 21 日㈬ 8 年 3 月 11 日㈬

多くの来場者が足を止め、ラッピングトラックを鑑賞した（3月20日、大分県臼杵市）

全日本トラック協会と都道府県トラック協会では、
５月を「トラック運送業界の美化月間」とし、
ゴミの不法投棄 (ポイ捨て) 対策として
「ゴミは持ち帰ろう！」キャンペーンを実施します。

業
務
後
点
呼
時
に
ひ
と
声
！

（公社）全日本トラック協会／都道府県トラック協会

各事業所においては、業務後点呼の際にドライバーにひと声かけて
車内ゴミの不法投棄 (ポイ捨て) 防止に取り組みましょう。

(公社)全日本トラック協会
「ゴミのポイ捨て対策」

ウェブサイト   

5月ト
ラッ

ク運送業界

美 化 月 間

　

車内のゴミは
持ち帰りましたか？
車内のゴミは
持ち帰りましたか？

ゴミは持ち帰ろう！ゴミは持ち帰ろう！
キャンペーン

令和7年度令和7年度  中央近代化基金融資推薦申込公募中央近代化基金融資推薦申込公募全ト協

6月10日〜11月28日

7月1日〜9月30日

令和６年度グランプリ作品
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　

１
９
９
４
年

春
に
タ
イ
ヤ
メ

ー
カ
ー
へ
入
社

し
て
か
ら
30
年

以
上
︑
私
は
国
産
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
４
社
が

毎
春
発
行
す
る
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
の
商
品
カ

タ
ロ
グ
を
読
み
続
け
て
い
ま
す
︒

　

タ
イ
ヤ
の
品
種
は
用
途
別
に
分
か
れ
て
お

り
︑
例
え
ば
夏
用
タ
イ
ヤ
の
品
種
で
は
︑
高

速
走
行
用
の
﹁
リ
ブ
タ
イ
ヤ
﹂︑
雨
天
走
行
や

雪
道
に
強
い
﹁
ミ
ッ
ク
ス
タ
イ
ヤ
﹂︑
一
般
道

路
向
け
の
摩
耗
性
能
が
高
い
﹁
リ
ブ
ラ
グ
タ

イ
ヤ
﹂
の
３
種
類
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
︒
そ
れ

ぞ
れ
品
種
の
中
で
数
年
お
き
に
既
存
品
が
廃

番
と
な
り
︑
さ
ら
に
性
能
を
進
化
さ
せ
た
新

商
品
が
登
場
す
る
わ
け
で
す
が
︑
30
年
ほ
ど

　

ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
の
場
合
︑
新
車
用
タ
イ
ヤ
を

使
い
切
っ
た
時
︑
様
々
な
性
能
が
付
加
さ
れ
た

市
販
用
タ
イ
ヤ
に
切
り
替
え
る
の
が
通
例
で
す

が
︑
そ
の
当
時
︑
新
車
用
の
Ｒ
１
７
３
に
関
し
て

は
︑
リ
ピ
ー
ト
で
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ

り
ま
し
た
︒
Ｒ
１
７
３
は
新
車
用
タ
イ
ヤ
に
し
て

は
重
量
が
あ
り
︑接
地
面
の
形
状
（
ト
レ
ッ
ド
）

も
雨
天
走
行
に
強
か
っ
た
た
め
で
し
ょ
う
︒
つ
ま

り
︑﹁
タ
イ
ヤ
の
持
ち
が
よ
く
︑
雨
に
強
い
リ
ブ

タ
イ
ヤ
﹂
だ
っ
た
の
で
す
︒

　

私
は
そ
の
後
︑タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
を
退
社
し
︑

ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
店
の
作
業
従
事
者
に
な
り
ま

す
︒
初
め
て
Ｒ
１
７
３
を
機
械
で
組
み
替
え
交

換
し
た
際
は
︑
市
販
用
タ
イ
ヤ
と
同
じ
重
量
感

が
あ
り
︑
組
ん
だ
時
に
生
じ
る
ゴ
ム
の
跳
ね
返

り
が
強
く
︑﹁
こ
れ
は
丈
夫
な
タ
イ
ヤ
だ
﹂
と
痛

経
っ
た
今
も
ト
ラ
ッ
ク
ユ
ー
ザ
ー
に
選
ば
れ
続
け

て
い
る
リ
ブ
タ
イ
ヤ
が
あ
り
ま
す
︒

　

そ
の
商
品
名
は
︑
１
９
９
０
年
代
後
半
に
発

売
さ
れ
た
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
﹁
Ｒ
１
７
３
﹂︒
ト
ラ

ッ
ク
用
タ
イ
ヤ
の
名
称
は﹁
英
字
＋
３
桁
の
数
字
﹂

で
で
き
て
お
り
︑
頭
文
字
の
Ｒ
は
縦
溝
の
リ
ブ
タ

イ
ヤ（
Ｒ
Ｉ
Ｂ
）を
指
し
ま
す
︒
30
年
ほ
ど
前
︑

こ
の
Ｒ
１
７
３
は
︑﹁
新
車
用
リ
ブ
タ
イ
ヤ
﹂
で

し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
に
採
用
さ
れ
る
新
車
用
リ
ブ
タ
イ

ヤ
と
い
え
ば
︑
新
車
時
の
最
大
積
載
量
を
稼
ぐ

た
め
の
超
軽
量
タ
イ
ヤ
で
︑
市
販
用
リ
ブ
タ
イ

ヤ
の
70
％
程
度
の
重
量
し
か
あ
り
ま
せ
ん
︒
大

型
ト
ラ
ッ
ク
の
場
合
︑
タ
イ
ヤ
10
本
で
約
２
０
０

㎏
の
軽
量
化
が
図
れ
る
た
め
︑
今
も
各
タ
イ
ヤ

メ
ー
カ
ー
が
製
造
し
て
い
ま
す
︒

感
し
た
も
の
で
す
︒

　

私
が
Ｒ
１
７
３
に
出
会
っ
て
か
ら
︑
実
に
約
30

年
が
経
過
し
ま
し
た
︒
今
春
の
カ
タ
ロ
グ
を
見

て
み
る
と
︑
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
は
今
な
お
Ｒ

１
７
３
が
含
ま
れ
て
お
り
︑
私
は
そ
こ
で
驚
く
べ

き
事
実
を
発
見
し
ま
し
た
︒
現
在
の
Ｒ
１
７
３

は
︑
新
車
用
タ
イ
ヤ
か
ら
﹁
市
販
用
タ
イ
ヤ
﹂

に
な
り
︑
す
べ
て
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
対
応
で
き

る
タ
イ
ヤ
サ
イ
ズ
を
保
有
し
て
い
る
の

で
す
︒

　

Ｒ
１
７
３
の
よ
う
な
燃
費
性
能
の
高

い
リ
ブ
タ
イ
ヤ
は
︑
夏
場
の
高
温
下
で

の
走
行
に
も
強
く
︑
高
速
走
行
で
も
バ

ー
ス
ト
が
起
き
に
く
い
上
︑
さ
ら
に
偏

摩
耗
も
少
な
い
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま

す
︒

　

今
年
の
暑
さ
も
尋
常
で
は
な
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
︑
安
全
面
を
考
え

る
と
︑﹁
夏
場
は
リ
ブ
タ
イ
ヤ
︑
冬
場

は
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
﹂
と
い
う
組

み
合
わ
せ
が
有
効
な
選
択
か
も
し
れ
ま

せ
ん
︒
20
世
紀
生
ま
れ
の
Ｒ
１
７
３
の

出
番
は
︑
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
で
す
︒

 

第
162
回 

「
30
年
以
上
活
躍
す
る
高
速
走
行
用
リ
ブ
タ
イ
ヤ
」

事
業
に
あ
た
っ
て
い
る
と
こ

ろ
︒
今
般
︑
国
交
省
よ
り
当

該
特
例
の
取
扱
い
が
８
年
３

月
31
日
ま
で
延
長
と
な
る
通

達
が
発
出
さ
れ
た
（
令
和
６

年
５
月
14
日
付
通
達
の
一
部

改
正
）︒

　

こ
れ
に
よ
り
︑﹁
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
の
事
業
用
自

動
車
の
運
転
者
の
勤
務
時
間

及
び
乗
務
時
間
に
係
る
基
準
﹂

（
平
成
13
年
国
交
省
告
示
第

１
３
６
５
号
）
に
基
づ
き
︑

運
転
者
を
１
４
４
時
間
以
内

に
一
度
︑
所
属
営
業
所
に
戻

す
必
要
が
あ
る
が
︑
特
例
に

よ
る
要
件
等
を
満
た
せ
ば
こ

の
規
制
の
適
用
が
さ
れ
な
い

取
扱
い
と
な
る
︒

 

報
告
書
案
に
今
後
の
政
策

方
向
性
を
提
示

第
４
回
「
物
流
拠
点
の
今
後

の
あ
り
方
検
討
会
」

　

国
土
交
通
省
は
３
月
26

日
︑
第
４
回
﹁
物
流
拠
点
の

今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る
検

討
会
﹂（
座
長
:
大
島
弘
明

・
流
通
経
済
大
学
流
通
情
報

学
部
教
授
）
を
開
催
し
︑﹁
物

流
拠
点
の
今
後
の
あ
り
方
に

関
す
る
検
討
会
﹂
報
告
書

（
案
︑
二
次

元
コ
ー
ド
）
に

つ
い
て
審
議
︑

了
承
し
︑
近

く
﹁
最
終
報
告
書
﹂
と
し
て

取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
︒

　

報
告
書
案
で
は
︑
今
後
の

物
流
拠
点
整
備
に
関
し
て
︑

①
物
流
拠
点
の
整
備
に
係
る

国
の
方
針
策
定
︑
②
今
後
物

流
拠
点
が
担
う
べ
き
と
考
え

ら
れ
る
役
割
と
そ
れ
を
備
え

る
物
流
拠
点
の
整
備
促
進
︑

③
公
共
性
の
高
い
物
流
拠
点

の
整
備
・
再
構
築
の
推
進
︱

︱
の
３
点
に
特
に
取
り
組
む

べ
き
と
述
べ
︑﹁
国
が
一
定
の

方
針
を
示
す
べ
き
﹂
と
指
摘

し
た
︒

 

第
15
回
国
際
海
コ
ン
陸
上

運
送
安
全
対
策
会
議

令
和
６
年
度
事
故
発
生

状
況
や
取
組
状
況
報
告

　

国
土
交
通
省
は
３
月
27

日
︑
第
15
回
﹁
国
際
海
上
コ

ン
テ
ナ
の
陸
上
運
送
に
係
る

安
全
対
策
会
議
﹂を
開
催
し
︑

①
国
際
海
コ
ン
の
横
転
事
故

等
の
発
生
状
況
︑
②
国
際
海

コ
ン
の
陸
上
運
送
の
安
全
確

保
に
係
る
調
査
結
果
・
優
良

事
例
︑
③
令
和
６
年
度
の
取

り
組
み
︑
④
サ
イ
バ
ー
ポ
ー

ト
に
関
す
る
取
り
組
み
︱
︱

に
つ
い
て
審
議
し
た
︒
同
会

議
は
︑
国
際
海
コ
ン
の
特
殊

性
を
踏
ま
え
た
安
全
対
策
を

推
進
す
る
た
め
︑
関
係
者
間

に
お
け
る
事
故
防
止
に
関
す

る
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を

行
い
︑
実
効
性
の
あ
る
事
故

防
止
策
に
つ
い
て
議
論
す
る

も
の
︒

　

議
事
で
は
︑
①
の
横
転
事

故
等
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
︑

５
年
に
は
︑
輸
入
コ
ン
テ
ナ

６
件
（
対
前
年
比
３
件
減
）︑

輸
出
コ
ン
テ
ナ
４
件
（
同
３

件
増
）
で
︑
死
者
２
人
（
同

２
人
増
）︑
重
傷
者
１
人
（
同

２
人
減
）
と
い
う
結
果
を
報

告
︒
ま
た
︑
平
成
18
年
~
令

和
６
年
に
発
生
し
た
１
９
３

件
の
事
故
を
原
因
別
に
み
る

と
︑
速
度
超
過
や
ハ
ン
ド
ル

操
作
な
ど
の
運
転
者
起
因
が

１
５
３
件（
79
％
）︑次
い
で
︑

積
載
状
態
に
起
因
す
る
も
の

が
14
件
（
７
％
）︑
積
載
状

態
と
運
転
者
に
起
因
す
る
も

の
が
11
件
（
６
％
）︑
そ
の
他

（
パ
ン
ク
︑路
面
凍
結
な
ど
）

が
15
件
（
８
％
）
だ
っ
た
︒

一
方
︑
②
に
つ
い
て
は
︑﹁
国

際
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
陸
上
に

お
け
る
安
全
輸
送
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
﹂
お
よ
び
﹁
国
際
海
上

コ
ン
テ
ナ
の
陸
上
に
お
け
る

安
全
輸
送
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
の

周
知
状
況
や
安
全
対
策
取
組

状
況
に
つ
い
て
︑
６
年
10
~

12
月
に
調
査
を
実
施
︒
そ
れ

に
よ
る
と
︑﹁
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

等
を
知
っ
て
い
る
﹂
の
は
﹁
荷

主
﹂
で
約
３
割
︑
事
業
者
で

約
９
割
︑
運
転
者
で
約
７
割

と
い
う
結
果
だ
っ
た
︒
ま
た

６
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
︑

連
絡
会
議
の
開
催
や
各
ト
ラ

ッ
ク
協
会
海
上
コ
ン
テ
ナ
部

会
安
全
輸
送
講
習
会
の
開

催
︑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
周
知

状
況
の
調
査
︑
事
故
原
因
分

析
︑
重
大
事
故
事
例
の
マ
ン

ガ
に
よ
る
啓
発
な
ど
実
施
し

た
こ
と
を
報
告
し
た
︒

 

Ｓ
Ａ
Ｓ
の
恐
れ
を
見
逃
し
重

大
事
故

再
発
防
止
対
策
を
周
知
徹
底
へ

　

国
土
交
通
省
は
３
月
21

日
︑
事
業
用
自
動
車
事
故
調

査
報
告
書
を
公
表
し
︑
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
て

同
報
告
書
を
会
員
事
業
者
の

運
行
管
理
者
や
運
転
者
へ
の

指
導
教
育
に
活
用
し
︑
よ
り

一
層
の
安
全
運
行
に
努
め
る

よ
う
通
達
し
た
︒
こ
れ
を
受

け
た
全
ト
協
は
３
月
27
日
︑

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に

対
し
て
会
員
事
業
者
へ
の
周

知
徹
底
を
通
知
し
た
︒

　

こ
の
度
公
表
さ
れ
た
︑
事

業
用
自
動
車
事
故
調
査
報
告

書
に
掲
載
さ
れ
た
事
故
は
︑

①
大
型
乗
合
バ
ス
の
横
転
事

故
（
愛
知
県
名
古
屋
市
︑
特

別
重
要
調
査
対
象
事
故
）︑

②
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
追
突
事

故
（
神
奈
川
県
厚
木
市
︑
重

要
調
査
対
象
事
故
）
の
２
件

（
②
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
追

突
事
故
を﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄

３
月
25
日
号
３
面
で
既
報
）︒

こ
の
う
ち
︑
①
の
大
型
乗
合

バ
ス
横
転
事
故
は
︑
乗
合
バ

ス
の
運
転
者
が
︑
運
行
中
に

意
識
レ
ベ
ル
が
低
下
し
た
た

め
︑
高
速
道
路
の
分
岐
帯
に

衝
突
し
横
転
︑
炎
上
し
た
も

の
︒
事
故
原
因
と
し
て
︑
適

性
診
断
で
﹁
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
お
そ

れ
が
非
常
に
高
い
﹂
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
︑

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
受

診
さ
せ
る
な
ど
の
適
切
な
対

応
を
取
ら
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒
こ

の
こ
と
か
ら
︑
同
種
事
故
の

防
止
の
た
め
︑
周
知
対
象
と

し
て
通
達
し
た
︒

　

な
お
︑
同
報
告
書
全
文
は

国
交
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

か
ら
閲
覧
可

能
︒パ

レ
ッ
ト
や
ト
ラ
ッ
ク
予
約

シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
加
速

令
和
６
年
度

「
食
品
等
流
通
調
査
」

　

農
林
水
産
省
は
３
月
31

日
︑
令
和
６
年
度
﹁
食
品
等

流
通
調
査
報
告
書
﹂
を
公
表

し
た
︒

　

農
水
省
で
は
︑﹁
食
品
等

の
流
通
の
合
理
化
及
び
取
引

の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
﹂

に
基
づ
き
︑
食
品
等
の
取
引

の
適
正
化
を
図
る
た
め
︑
食

品
等
の
取
引
の
状
況
そ
の
他

食
品
等
の
流
通
に
関
す
る
調

査
（
食
品
等
流
通
調
査
）
を

実
施
し
て
い
る
︒
６
年
度
の

同
調
査
で
は
︑
原
材
料
価
格

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
高

騰
︑
人
手
不
足
の
影
響
︑﹁
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂
な

ど
と
い
っ
た
現
下
の
課
題
を

踏
ま
え
︑
①
食
品
等
の
流
通

に
お
け
る
労
務
費
︑
原
材
料

費
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
︑

物
流
費
の
上
昇
分
の
転
嫁
状

況
や
課
題
︑
②
物
流
の
２
０

２
４
年
問
題
へ
の
取
り
組
み

状
況
や
課
題
︑
③
食
品
の
流

通
に
お
け
る
商
慣
習
の
現
状

と
課
題
︑
デ
ジ
タ
ル
化
に
関

す
る
状
況
︱
︱
等
を
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
︒

　

調
査
結
果
の
概
要
は
次
の

通
り
︒

　

物
流
に
関
す
る
調
査
で

は
︑
パ
レ
ッ
ト
導
入
の
進
展

や
効
果
を
評
価
す
る
声
が
聞

か
れ
た
一
方
で
︑
導
入
コ
ス

ト
や
積
替
作
業
の
負
担
を
指

摘
す
る
声
も
聞
か
れ
た
︒
ま

た
︑
ト
ラ
ッ
ク
予
約
シ
ス
テ

ム
の
導
入
は
着
実
に
進
展
し

て
お
り
︑﹁
３
~
４
時
間
の
荷

待
ち
が
30
分
未
満
に
短
縮
さ

れ
た
﹂と
の
声
も
聞
か
れ
た
︒

さ
ら
に
︑
物
流
効
率
化
に
つ

い
て
は
︑共
同
配
送
に
加
え
︑

本
年
度
は
配
送
頻
度
の
低
減

に
よ
る
積
載
効
率
向
上
の
取

り
組
み
が
数
多
く
聞
か
れ
た
︒

　

調
査
結
果
で
は
︑
一
過
性

で
は
な
く
構
造
的
な
課
題
で

あ
る
物
流
問
題
に
︑
関
係
者

一
体
と
な
っ
て
中
長
期
的
視

点
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
て

い
る
︒

　

農
水
省
で
は
︑
調
査
結
果

に
基
づ
き
︑
関
係
団
体
（
生

産
・
製
造
か
ら
流
通
・
小
売

ま
で
合
計
２
５
３
団
体
）
に

対
し
︑
協
力
要
請
お
よ
び
注

意
喚
起
（
通
知
）
を
発
出
し

て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
調
査
結
果
は
農

水
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

か
ら
閲
覧
可

能
︒

 

﹁
優
秀
取
組
事
例
集
﹂
を

公
開「

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動

コ
ン
ク
ー
ル
」

　
（
公
財
）
交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー

・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
で
は
︑

﹃
２
０
２
４
年
度
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル　

優

秀
取
組
事
例
集
﹄
を
同
コ
ン

ク
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ

Ｐ
）
で
公
開
し
て
い
る
︒

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
︑
優
れ

た
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
を
行

っ
て
い
る
事
業
者
な
ど
を
表

彰
し
︑
そ
の
取
り
組
み
・
製

品
を
紹
介
す
る
こ
と
で
︑
さ

ら
な
る
普
及
を
図
る
た
め
に

行
わ
れ
て
い
る
も
の
︒
燃
費

の
改
善
状
況
だ
け
を
審
査
す

る
も
の
で
は
な
く
︑
事
業
者

の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
に
つ
い

て
︑
取
り
組
み
内
容
を
幅
広

い
観
点
か
ら
審
査
し
て
い
る
︒

　

同
事
例
集
で
は
︑
上
位
入

賞
事
業
者
の
取
り
組
み
事
例

の
ほ
か
︑
特
徴
的
な
事
例
を

ま
と
め
て
い
る
︒

　

同
事
例
集

は
︑
同
コ
ン

ク
ー
ル
Ｈ
Ｐ

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
︒

　

国
土
交
通
省
は
３
月
31

日
︑
環
境
省
の
令
和
６
年
度

補
正
予
算
﹁
商
用
車
等
の
電

動
化
促
進
事
業
﹂（
国
交
省

・
経
済
産
業
省
連
携
事
業
）

の
う
ち
︑ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
︑

執
行
団
体
で
あ
る
（
一
財
）

環
境
優
良
車
普
及
機
構
（
Ｌ

Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
が
︑
同
日
か
ら
補

助
金
の
交
付
申
請
の
公
募
を

開
始
し
た
と
発
表
し
た
︒

　

同
事
業
は
︑
環
境
省
を
中

心
に
国
交
省
と
経
産
省
が
連

携
し
︑
商
用
車
等
の
電
動
化

の
た
め
の
車
両
お
よ
び
充
電

設
備
等
の
導
入
に
対
し
て
補

助
を
行
う
こ
と
に
よ
り
︑
車

両
の
価
格
低
減
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
加
速
を
図
り
︑
自

動
車
等
の
運
行
に
由
来
す
る

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
な
ど

を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
︒

　

具
体
的
に
は
︑
省
エ
ネ
法

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合

理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法

律
）
に
基
づ
く
﹁
非
化
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
目
標
﹂
を
踏

ま
え
た
中
長
期
計
画
作
成
義

務
化
に
伴
い
︑
野
心
的
な
導

入
目
標
を
作
成
し
た
事
業
者

や
︑
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
に
伴
う
影
響
を
受
け
る
事

業
者
等
に
対
し
て
︑
電
動
化

（
Ｂ
Ｅ
Ｖ
:
電
気
自
動
車
︑

Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
:
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
︑
Ｆ
Ｃ
Ｖ
:

燃
料
電
池
自
動
車
）
さ
れ
た

商
用
ト
ラ
ッ
ク
お
よ
び
︑ 

車

両
と
一
体
的
に
導
入
さ
れ
る

充
電
設
備
の
導
入
費
を
集
中

的
に
支
援
す
る
︒

　

公
募
に
関
す
る
詳
細
は
︑

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー

ド
）を
参
照
︒

 

先
行
実
施
期
間
を

７
年
12
月
末
ま
で
延
長

事
業
者
間
遠
隔
点
呼
と

業
務
前
自
動
点
呼

　

国
土
交
通
省
は
３
月
25

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
て
︑
通
達
﹁
事
業
者

間
遠
隔
点
呼
及
び
業
務
前
自

動
点
呼
の
先
行
実
施
に
関
す

る
取
扱
い
に
つ
い
て
﹂
を
発

出
し
︑
令
和
７
年
３
月
31
日

ま
で
と
さ
れ
て
い
た
先
行
実

施
期
間
を
︑
７
年
12
月
31
日

ま
で
と
し
て
取
り
扱
う
と
通

知
し
た
︒

　
﹁
自
動
車
運
送
事
業
に
お

け
る
運
行
管
理
の
高
度
化
に

向
け
た
事
業
者
間
の
遠
隔
点

呼
の
先
行
実
施
要
領
﹂（
令

和
６
年
７
月
10
日
付
国
自
貨

第
１
９
５
号
︑
国
自
安
第
27

号
︑
国
自
旅
第
１
２
０
号
）

お
よ
び
﹁
自
動
車
運
送
事
業

に
お
け
る
運
行
管
理
の
高
度

化
に
向
け
た
業
務
前
自
動
点

呼
の
先
行
実
施
要
領
﹂（
令

和
６
年
５
月
31
日
付
国
自
安

第
22
号
）
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
て
い
る
事
業
者
間
の
遠
隔

点
呼
お
よ
び
業
務
前
自
動
点

呼
に
つ
い
て
は
︑
先
行
実
施

要
領
に
基
づ
き
︑
７
年
３
月

31
日
ま
で
と
さ
れ
て
い
た
が
︑

同
日
時
点
で
先
行
実
施
要
領

に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い
る

事
業
者
に
つ
い
て
は
︑
当
該

実
施
期
間
を
７
年
12
月
31
日

ま
で
延
長
し
て
取
り
扱
う
︒

　

な
お
︑
全
ト
協
は
同
通
知

を
受
け
て
３
月
27
日
︑
各
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対

し
て
同
内
容
を
通
知
し
た
︒

 

移
動
等
に
関
す
る
取
扱
い

特
例
８
年
３
月
末
ま
で
延
長

能
登
半
島
地
震
被
災
地
域
で

の
復
興
事
業
関
係
車
両
等

　

国
土
交
通
省
は
３
月
31

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
て
︑﹁
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
者
が
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
の
被
災
地
域
に

お
い
て
事
業
を
行
う
た
め
の

車
両
の
移
動
等
に
関
す
る
取

扱
い
の
特
例
に
つ
い
て
﹂
を

通
達
︑
こ
れ
を
受
け
て
全
ト

協
は
同
日
︑
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
に
対
し
て
同
内
容

を
通
知
し
た
︒

　

現
在
︑
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
の
被
災
地
域
で
復
旧

・
復
興
の
た
め
事
業
を
行
う

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
に

お
い
て
は
︑
６
年
５
月
14
日

付
︑
国
交
省
通
達
﹁
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
者
が
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地

域
に
お
い
て
事
業
を
行
う
た

め
の
車
両
の
移
動
等
に
関
す

る
取
扱
い
の
特
例
に
つ
い
て
﹂

に
基
づ
き
︑
被
災
地
域
で
の

﹁
駐
車
許
可
﹂
の
申
請

要
件
な
ど
明
確
化

全
国
統
一
的
な

申
請
書
な
ど
で

事
業
者
の
負
担
軽
減

　

警
察
庁
は
３
月
31
日
︑
都

道
府
県
警
察
本
部
等
に
対
し

て
︑﹁
駐
車
許
可
及
び
駐
車

規
制
か
ら
の
除
外
措
置
の
運

用
の
見
直
し
に
つ
い
て
﹂
お

よ
び
﹁
駐
車
許
可
の
運
用
の

見
直
し
に
お
け
る
留
意
点
に

つ
い
て
﹂
並
び
に
﹁
駐
車
規

制
か
ら
の
除
外
措
置
の
運
用

の
見
直
し
に
お
け
る
留
意
点

に
つ
い
て
﹂
を
通
達
し
た
︒

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
直

﹁
全
国
労
働
衛
生
週

間
﹂
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
募
集

応
募
期
間
は

４
月
30
日
ま
で

　

厚
生
労
働
省
で
は
現
在
︑

今
年
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
第
76
回
﹁
全
国
労
働
衛
生

週
間
﹂
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
募

集
し
て
い
る
︒

　

同
週
間
は
︑
厚
労
省
と
中

 

﹁
一つ
星
﹂・﹁
二
つ
星
﹂
申

請
が
随
時
可
能
に

「
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
」

　
（
一
財
）日
本
海
事
協
会
は

３
月
26
日
︑﹁
働
き
や
す
い

職
場
認
証
制
度
﹂﹁
一
つ
星
﹂

・﹁
二
つ
星
﹂
の
２
０
２
５
年

度
以
降
の
申
請
に
つ
い
て
︑

４
月
１
日
以
降
︑
随
時
申
請

受
付
す
る
よ
う
に
受
付
方
法

を
変
更
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

日
本
海
事
協
会
で
は
︑
同

制
度
の
さ
ら
な
る
普
及
と
運

送
業
界
や
認
証
事
業
者
へ
の

貢
献
を
目
指
す
た
め
に
︑
申

請
可
能
な
期
間
が
決
ま
っ
て

面
す
る
﹁
物
流
の
２
０
２
４

年
問
題
﹂を
背
景
に
︑令
和
６

年
６
月
21
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た﹁
規
制
改
革
実
施
計
画
﹂

に
︑
社
会
的
に
重
要
な
イ
ン

フ
ラ
を
担
う
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
の
駐
車
需
要
に
対
応

す
る
た
め
︑
駐
車
規
制
の
在

り
方
に
関
す
る
内
容
が
盛
り

込
ま
れ
た
こ
と
を
受
け
た
措

置
︒
駐
車
許
可
お
よ
び
駐
車

規
制
か
ら
の
除
外
に
関
し
て

運
用
の
統
一
を
図
る
ほ
か
︑

関
係
手
続
き
等
の
合
理
化
お

よ
び
簡
素
化
を
推
進
す
る
︒

　

除
外
措
置
運
用
の
見
直
し

通
達
で
は
︑﹁
駐
車
に
係
る

用
務
の
態
様
に
よ
り
許
可
の

対
象
が
画
一
的
に
定
ま
る
も

の
で
は
な
い
﹂
と
し
て
︑
駐

車
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場

合
に
は
︑﹁
駐
車
せ
ざ
る
を

得
な
い
特
別
の
事
情
に
つ
い

て
適
切
な
審
査
を
行
い
︑
駐

車
許
可
の
対
象
を
特
定
の
用

務
に
限
定
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
す
る
と
と
も
に
︑
当

該
規
制
の
必
要
性
と
駐
車
の

必
要
性
を
具
体
的
に
比
較
衡

量
し
て
駐
車
許
可
の
可
否
を

判
断
す
る
よ
う
徹
底
さ
れ
た

い
﹂
と
し
て
︑
適
切
な
審
査

徹
底
を
求
め
た
︒

　

駐
車
許
可
運
用
見
直
し
の

留
意
点
通
達
で
は
︑
駐
車
許

可
の
要
件
と
し
て
︑﹁
駐
車

に
よ
り
交
通
に
危
険
を
生

じ
︑
ま
た
は
交
通
を
著
し
く

阻
害
す
る
時
間
帯
で
は
な
い

こ
と
﹂︑﹁
駐
車
に
係
る
用
務

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

必
要
な
時
間
を
超
え
て
駐
車

す
る
も
の
で
な
い
こ
と
﹂︑
用

務
と
し
て
︑﹁
公
共
交
通
機

関
等
の
当
該
車
両
以
外
の
交

通
手
段
に
よ
っ
た
の
で
は
︑

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と

が
著
し
く
困
難
と
認
め
ら
れ

る
用
務
で
あ
る
こ
と
﹂
と
し

た
ほ
か
︑
駐
車
可
能
な
場
所

の
有
無
で
は
︑﹁
重
量
若
し

く
は
長
大
な
貨
物
の
積
卸
し

（
中
略
）
の
た
め
に
用
務
先

の
直
近
に
駐
車
す
る
必
要
が

あ
る
車
両
に
あ
っ
て
は
︑
当

該
用
務
先
の
直
近
﹂︑﹁
そ
の

他
の
車
両
に
あ
っ
て
は
︑
当

該
用
務
先
か
ら
お
お
む
ね
１

０
０
㍍
以
内
﹂と
明
示
し
た
︒

　

ま
た
︑許
可
す
る
際
に
は
︑

申
請
時
間
に
﹁
登
下
校
時
間

帯
や
交
通
量
が
多
い
時
間

帯
﹂
と
い
っ
た
許
可
条
件
を

満
た
さ
な
い
時
間
帯
を
明
示

す
る
と
と
も
に
︑
許
可
で
き

な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
︑
そ

の
時
間
帯
を
除
い
た
時
間
帯

に
限
定
し
て
許
可
す
る
な
ど
︑

﹁
申
請
者
の
用
務
に
配
慮
し

た
代
替
措
置
が
な
い
か
検
討

す
る
こ
と
﹂
な
ど
を
指
示
し

て
い
る
︒

　

さ
ら
に
手

続
き
面
で
は
︑

許
可
申
請
書

を
全
国
統
一

様
式
と
し
た
ほ
か
︑
複
数
の

場
所
に
連
続
的
に
駐
車
す
る

こ
と
と
な
る
場
合
な
ど
一
度

の
申
請
で
複
数
場
所
の
駐
車

を
一
括
し
て
許
可
す
る
ほ
か
︑

申
請
す
る
駐
車
場
所
が
複
数

の
警
察
署
の
管
轄
区
域
内
に

ま
た
が
る
場
合
は
︑
申
請
の

受
理
や
駐
車
許
可
証
の
交
付

を
一
つ
の
警
察
署
で
一
括
し
て

行
う
こ
と
な
ど
も
指
示
し
た
︒

　

な
お
︑
今
年
７
月
１
日
ま

で
に
全
国
で
通
達
に
基
づ
く

運
用
を
開
始
す
る
方
針
︒

央
労
働
災
害
防
止
協
会
の
主

唱
に
よ
り
︑
労
働
者
の
健
康

管
理
や
職
場
環
境
の
改
善
等

の
労
働
衛
生
に
関
す
る
国
民

の
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
︑

職
場
で
の
自
主
的
な
活
動
を

促
し
て
労
働
者
の
健
康
の
確

保
等
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
︑
昭
和
25
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
︒
毎
年
10
月
１
日
~

７
日
を
本
週
間
と
し
て
実
施

い
た
こ
れ
ま
で
の
受
付
方
法

か
ら
大
き
く
変
更
す
る
︒

　

２
０
２
５
年
度
の
申
請
・

審
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
︑
別

掲
の
通
り
︒

す
る
ほ
か
︑
９
月
１
日
~
30

日
を
準
備
期
間
と
し
て
い
る
︒

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集
期
間
は
︑

４
月
30
日
ま
で
（
当
日
消
印

有
効
）︒
応
募
方
法
な
ど
の

詳
細
は
︑
厚

労
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

　

な
お
︑
詳
細
は
同
制
度
ポ

ー
タ
ル
サ
イ

ト
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を

参
照
︒

第4回「物流拠点の今後のあり方に関する検討
会」（3月26日、国土交通省）

A B C D E F
オ オ ヨ ロ コ ビ

（3月25日号） 答え合わせ

2025 年度「一つ星」「二つ星」
新規・継続の申請・審査スケジュール

・申請受付期間＝ 2025 年 4 月 1 日以降随時
①「一つ星」の新規申請を行う場合
　常時申請が可能。
② 同位の認証段階で継続申請を行う場合（2025

年 7 月 1 日以降に有効期間満了日を迎える事
業者に適用）
有効期間満了日翌日の半年前から満了日まで
を「更新期間」とし、認証の継続申請は同期
間内に申請を行う。なお、同期間の前に継続
申請を行うことも可能。

③ 上位の認証段階（「一つ星」から「二つ星」）
の申請を行う場合（同）
「一つ星」取得後、同認証有効期間開始日か
ら 1 年を経過してから有効期間満了日まで上
位の認証段階の申請を行うことが可能。

商
用
車
電
動
化
促
進
事
業
の　

　
　
　
　
　
　
　
　
公
募
開
始

令
和
６
年
度
補
正
予
算
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当
該
地
域
内
の
荷
主
間
の
調

整
に
よ
る
混
載
に
よ
り
積
載

効
率
の
向
上
が
期
待
で
き

る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
運
送
す

る
貨
物
の
特
性
等
に
応
じ
た

対
応
が
有
用
で
あ
る（
図
５
）︒

②
配
送
の
共
同
化

　

特
に
過
疎
地
域
な
ど
運
転

者
が
不
足
し
て
い
る
地
域
や
︑

輸
送
密
度
が
低
い
エ
リ
ア
に

お
い
て
は
︑
主
に
は
ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
同
士
が
協
議
・
連

携
し
て
配
送
の
共
同
化
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
り
︑
積
載

効
率
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
︒こ
の
際
︑

荷
主
︑
連
鎖
化
事
業
者
（
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
の

﹁
本
部
﹂）︑
貨
物
利
用
運
送

事
業
者
等
と
の
関
係
者
と
も

適
切
に
協
議
を
行
う
必
要
が

あ
る
︒
こ
の
取
り
組
み
に
よ

り
︑
地
域
に
お
け
る
物
流
の

持
続
性
確
保
に
も
繋
が
る
︒

配
送
の
共
同
化
を
行
う
際
に

は
︑
共
同
配
送
セ
ン
タ
ー
の

活
用
等
も
効
果
的
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
（
図
６
）︒

※
な
お
︑
法
に
お
け
る
努
力

義
務
を
実
施
す
る
こ
と
が
公

正
か
つ
自
由
な
取
引
環
境
を

損
な
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
た
め
︑
私
的

独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引

の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
22
年
法
律
第
54
号
）
を
遵

守
し
た
上
で
取
り
組
み
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
︒

③
復
荷
（
帰
り
荷
）
の
確
保

　

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
い
て
︑

復
荷
（
帰
り
荷
）
が
な
い
運

行
（
片
荷
）
は
実
車
率
の
低

下
に
繋
が
る
大
き
な
課
題
で

あ
り
︑
復
荷
を
確
保
す
る
こ

と
で
積
載
効
率
の
向
上
等
に

繋
が
る
︒

　

複
数
の
荷
主
企
業
の
荷
物

を
恒
常
的
に
往
復
マ
ッ
チ
ン

グ
さ
せ
る
こ
と
で
︑
よ
り
効

果
的
に
復
荷
の
確
保
が
可
能

と
な
る
︒
復
荷
の
確
保
に
あ

た
っ
て
は
︑
求
貨
求
車
シ
ス

テ
ム
の
活
用
（
図
７
）
の
方

法
が
考
え
ら
れ
る
︒

④
配
車
計
画
や
運
行
経
路
の

最
適
化

　

貨
物
量
に
応
じ
た
ト
ラ
ッ

ク
の
手
配
︑
積
合
せ
配
送
が

で
き
る
運
行
経
路
の
設
定
を

効
率
的
に
行
い
最
適
化
す
る

こ
と
に
よ
り
︑
積
載
率
の
向

上
や
効
率
的
な
輸
送
が
可
能

と
な
る
︒

　

こ
の
配
車
計
画
や
運
行
経

路
の
最
適
化
に
あ
た
っ
て
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
の
種
類
や
目
的
地

が
複
数
あ
る
場
合
に
は
複
雑

な
事
務
処
理
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
︑実
態
に
応
じ
て
︑

配
車
計
画
や
運
行
を
管
理
で

き
る
シ
ス
テ
ム
（
図
８
）
の

導
入
を
行
う
こ
と
が
有
効
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

⑤
運
送
ご
と
の
貨
物
の
総
量

の
増
加

　

輸
送
能
力
を
維
持
・
向
上

さ
せ
る
観
点
か
ら
は
︑
運
送

ご
と
の
貨
物
の
総
量
や
体
積

を
増
や
す
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
︒
こ
の
た
め
︑
貨
物
量
に

応
じ
て
︑
よ
り
大
型
の
車
両

の
導
入
・
活
用
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
︒

　

な
お
︑
大
型
車
両
の
導
入

に
あ
た
っ
て
は
︑車
両
制
限
令

（
昭
和
36
年
政
令
第
２
６
５

号
）
第
３
条
に
お
い
て
最
高

限
度
（
一
般
的
制
限
値
）
が

定
め
ら
れ
て
お
り
︑
こ
の
規

格
を
超
え
る
車
両
に
つ
い
て
︑

通
行
の
許
可
ま
た
は
通
行
可

能
経
路
の
確
認
を
受
け
る
必

要
が
あ
る
点
に
留
意
が
必
要

と
な
る
︒
物
流
効
率
化
の
観

点
か
ら
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
連
結

車
や
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
の
一
般
的
制
限
値
を
超

え
て
許
可
さ
れ
て
い
る
車
両

の
導
入
も
考
え
ら
れ
る
が
︑

通
行
可
能
な
経
路
が
限
ら
れ

た
り
︑
通
行
に
あ
た
っ
て
必

要
な
条
件
が
付
さ
れ
る
場
合

も
あ
る
た
め
︑
当
該
車
両
が

通
行
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
道
路
の
整
備
状
況
等
の
個

別
の
状
況
も
踏
ま
え
︑
適
切

な
車
両
の
導
入
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
︒

︻
⑶
実
効
性
の
確
保
等
︼

　

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者

等
は
︑
積
載
効
率
の
向
上
等

の
た
め
の
取
り
組
み
の
実
効

性
を
確
保
す
る
た
め
︑
次
の

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
︒

①
積
載
効
率
の
状
況
、
効
率

化
の
た
め
の
取
り
組
み
の
実

施
状
況
・
効
果
の
把
握
等

　

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者

等
に
お
け
る
物
流
効
率
化
の

取
り
組
み
の
実
効
性
を
担
保

す
る
た
め
︑
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者
等
は
︑
積
載
効
率

の
状
況
や
︑
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
お
よ
び
そ
の
効
果

を
適
切
に
把
握
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
︒

　

特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者
等
に
つ
い
て
は
︑
取
り

組
み
の
実
施
状
況
等
を
定
期

報
告
に
お
い
て
報
告
す
る
こ

と
と
な
る
が
︑
そ
れ
以
外
の

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
等

に
お
い
て
も
現
状
の
把
握
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
︒
ま
た
︑

こ
れ
ら
の
状
況
や
効
果
の
把

握
に
あ
た
っ
て
は
︑
デ
ジ
タ

ル
技
術
等
を
用
い
た
効
率
的

な
手
法
を
用
い
て
状
況
の
把

握
を
行
う
こ
と
や
︑
正
確
に

状
況
を
可
視
化
す
る
こ
と
に

よ
り
︑
正
確
か
つ
︑
少
な
い

負
担
で
積
載
効
率
等
の
状
況

を
把
握
し
︑
さ
ら
な
る
効
率

化
に
繋
げ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
︒

　

な
お
︑
法
に
お
い
て
は
︑

荷
主
に
対
し
て
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
荷
待
ち
時
間
お

よ
び
荷
役
等
時
間
を
短
縮
す

る
努
力
義
務
が
課
さ
れ
て
お

り
︑
荷
待
ち
時
間
・
荷
役
等

時
間
の
現
状
を
把
握
す
る
よ

う
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
荷
主

に
お
い
て
こ
れ
ら
の
時
間
を

把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
場

合
に
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
︑
荷
主
か
ら
情

報
提
供
を
求
め
ら
れ
た
場
合

に
は
︑
情
報
提
供
に
協
力
す

る
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ
る
︒

　

荷
待
ち
時
間
・
荷
役
等
時

間
の
把
握
に
あ
た
っ
て
は
︑

デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
等
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ

り
︑
効
率
的
に
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
る
︒
ト
ラ
ッ
ク
事

業
者
と
し
て
も
︑
こ
れ
ら
の

時
間
を
正
確
に
把
握
す
る
こ

と
に
よ
り
︑
荷
主
等
へ
の
荷

待
ち
時
間
・
荷
役
等
時
間
の

短
縮
を
提
案
す
る
根
拠
や
適

正
な
料
金
収
受
に
繋
が
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
︒

②
荷
主
へ
の
提
案

　

積
載
効
率
向
上
等
の
取
り

組
み
に
あ
た
っ
て
は
︑
荷
主

の
協
力
を
得
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
︒
こ
の
た
め
︑
取

引
先
の
荷
主
に
対
し
て
︑
共

同
輸
配
送
の
た
め
の
個
建
運

賃
の
導
入
や
︑
リ
ー
ド
タ
イ

ム
に
応
じ
た
運
賃
設
定
な
ど

の
提
案
を
行
う
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
︒

　

な
お
︑
令
和
６
年
３
月
に

国
交
省
よ
り
告
示
さ
れ
た
新

た
な
ト
ラ
ッ
ク
の
﹁
標
準
的

運
賃
﹂
に
お
い
て
は
︑
共
同

輸
配
送
を
念
頭
に
﹁
個
建
運

賃
﹂
の
設
定
を
行
う
と
と
も

に
︑
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
短
い

運
送
の
際
の
﹁
速
達
割
増
﹂︑

リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
長
く
設
定

し
た
場
合
の
割
引
等
を
導
入

し
て
い
る
︒
荷
主
へ
の
提
案

を
行
う
際
に
は
︑
こ
れ
ら
も

活
用
す
る
と
よ
い
︒

　

ま
た
︑
荷
役
等
の
効
率
化

の
た
め
に
は
︑
パ
レ
ッ
ト
や
ロ

ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
パ
レ
ッ
ト
（
カ

ゴ
車
）
等
の
輸
送
用
器
具
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
バ
ラ

積
み
・
バ
ラ
卸
し
を
避
け
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
︑
こ
れ

に
関
し
て
提
案
を
行
う
こ
と

も
有
効
で
あ
る
︒

　

な
お
︑
パ
レ
ッ
ト
の
活
用

に
関
し
て
は
︑
一
貫
パ
レ
チ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
施
設
内
で
の

保
管
か
ら
発
送
︑
着
地
で
の

荷
卸
し
ま
で
別
パ
レ
ッ
ト
へ
の

積
み
替
え
を
せ
ず
に
同
一
の

パ
レ
ッ
ト
を
用
い
る
こ
と
）
の

実
現
に
よ
り
︑
一
層
の
荷
役

等
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
︒

こ
れ
に
向
け
て
︑
標
準
仕
様

パ
レ
ッ
ト
（
平
面
サ
イ
ズ
縦
１

・
１
㍍
︑
横
１
・
１
㍍
の
パ

レ
ッ
ト
）
そ
の
他
の
標
準
化

さ
れ
た
規
格
に
適
合
す
る
パ

レ
ッ
ト
や
こ
れ
に
適
合
す
る

包
装
資
材
を
使
用
す
る
こ

と
︑
レ
ン
タ
ル
パ
レ
ッ
ト
を

活
用
す
る
こ
と
等
が
推
進
さ

れ
て
い
る
︒

　

標
準
仕
様
パ
レ
ッ
ト
の
平

面
サ
イ
ズ
以
外
の
規
格
お
よ

び
運
用
方
法
︑
具
体
的
に
事

業
者
が
取
り
組
む
べ
き
内
容

等
に
つ
い
て
は
︑
官
民
物
流

標
準
化
懇
談
会
﹁
パ
レ
ッ
ト

標
準
化
推
進
分
科
会
最
終
と

り
ま
と
め
﹂（
令
和
６
年
６

月
︑
二
次
元
コ
ー
ド
①
）
に

示
さ
れ
て
い
る
︒

③
物
流
デ
ー
タ
標
準
化
等
を

通
じ
た
物
資
の
流
通
に
関
す

る
多
様
な
主
体
と
の
連
携
の

円
滑
化

　

標
準
化
を
推
奨
す
る
デ
ー

タ
と
し
て
は
︑
貨
物
の
荷
姿

（
サ
イ
ズ
や
パ
レ
ッ
ト
化
の

有
無
等
）︑
数
量
︑
重
量
等

に
関
す
る
情
報
︑
貨
物
を
運

送
す
る
車
両
の
情
報
︑
貨
物

の
受
け
渡
し
を
行
う
施
設
の

情
報
（
法
人
番
号
や
事
業
所

別
の
コ
ー
ド
）
等
を
想
定
し

て
い
る
︒
な
お
︑
具
体
的
に

事
業
者
が
目
指
す
べ
き
デ
ー

タ
標
準
に
つ
い
て
は
︑
内
閣

府
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）

第
２
期
﹁
ス
マ
ー
ト
物
流
サ

ー
ビ
ス
﹂で
策
定
さ
れ
た
﹁
物

流
情
報
標
準
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド
②
）
に

示
さ
れ
て
い
る
︒

　

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
の
標
準

化
に
よ
り
︑
発
・
着
荷
主
や

そ
れ
ぞ
れ
の
取
引
先
企
業
︑

物
流
事
業
者
︑
利
用
運
送
事

業
者
等
の
多
様
な
主
体
と
の

連
携
が
円
滑
化
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
︒

︻
⑷
関
係
者
と
の
連
携
︼

　

物
流
効
率
化
を
効
果
的
に

行
う
た
め
に
は
︑
関
係
者
と

の
連
携
を
図
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
︑
そ
の
連
携
の
具
体

例
と
し
て
は
︑
次
の
も
の
が

考
え
ら
れ
る
︒

①
国
が
物
流
効
率
化
に
取
り

組
む
事
業
者
を
支
援
す
る
た

め
に
行
う
︑
調
査
・
助
言
・

援
助
に
関
す
る
情
報
提
供
や

技
術
開
発
の
推
進
・
普
及
な

ど
を
活
用
す
る
こ
と
︒

②
消
費
者
に
対
し
︑
再
配
達

削
減
の
重
要
性
や
︑
物
流
効

率
化
の
必
要
性
へ
の
理
解
の

増
進
を
図
る
こ
と
︒

③
関
係
団
体
に
お
い
て
︑
情

報
交
換
や
共
同
で
の
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
︒

④
取
引
先
の
荷
主
を
始
め
と

す
る
関
係
事
業
者
間
で
物
流

効
率
化
の
取
り
組
み
の
実
施

に
向
け
て
調
整
し
︑
必
要
に

応
じ
て
取
引
先
に
協
力
を
求

め
る
こ
と
︒
等

▽
関
係
事
業
者
間
の
連
携
の

例・
効
率
化
の
た
め
の
取
り
組

み
や
費
用
負
担
等
に
つ
い
て

必
要
に
応
じ
て
荷
主
や
貨
物

利
用
運
送
事
業
者
と
の
契
約

内
容
の
見
直
し
を
行
う
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
︒

・
荷
主
企
業
と
物
流
効
率
化

に
向
け
た
課
題
等
の
情
報
共

有
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
︑
共
同
輸
配

送
や
運
行
の
最
適
化
な
ど
を

行
う
上
で
必
要
な
荷
主
等
の

協
力
を
得
る
た
め
に
︑
確
保

す
べ
き
リ
ー
ド
タ
イ
ム
や
短

縮
す
べ
き
荷
待
ち
時
間
等
の

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
︒

・
復
荷
の
確
保
に
向
け
て
︑

貨
物
の
情
報
に
詳
し
い
他
の

事
業
者
や
利
用
運
送
業
者
に

情
報
照
会
し
︑
連
携
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
︒

・
元
請
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
と

し
て
︑
下
請
ト
ラ
ッ
ク
事
業

者
や
荷
主
等
の
効
率
化
に
対

す
る
協
力
を
実
施
す
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
︒

︻
⑸
運
転
者
の
負
担
軽
減
へ

の
配
慮
︼

　

積
載
効
率
が
向
上
す
る
こ

と
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
が
積
卸
し
等
を
行
う
際
の

　

判
断
基
準
に
定
め
る
取
り

組
み
の
ほ
か
︑
積
載
効
率
の

向
上
等
に
向
け
た
取
り
組
み

を
講
ず
る
こ
と
に
併
せ
て
︑

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
等

は
次
の
事
項
に
つ
い
て
も
可

能
な
限
り
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
︒

①
貨
物
の
受
け
渡
し
に
あ
た

っ
て
は
、
荷
主
や
貨
物
に
関

す
る
詳
細
な
情
報
を
適
切
に

把
握
す
る
こ
と

　

荷
主
や
貨
物
に
関
す
る
情

報
を
事
前
に
把
握
し
て
お
く

こ
と
で
︑
寄
託
倉
庫
も
含
め

た
集
貨
や
配
達
の
現
場
に
お

い
て
︑
効
率
的
な
貨
物
の
受

け
渡
し
を
行
う
こ
と
に
繋
が

る
︒
特
に
︑
施
設
に
お
け
る

車
高
制
限
や
受
け
渡
し
に
関

す
る
ル
ー
ル
が
あ
る
場
合
︑

事
前
に
把
握
・
共
有
し
て
お

く
こ
と
で
︑
実
際
に
受
け
渡

し
を
行
う
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
負
荷
の
軽
減
に
繋
が

る
︒
こ
の
た
め
︑
荷
主
や
倉

庫
業
者
等
と
連
携
し
て
情
報

収
集
・
把
握
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
︒

②
関
係
事
業
者
が
ト
ラ
ッ
ク

予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
シ
ス
テ
ム

を
利
用
す
る
こ
と

　

荷
主
等
が
︑
荷
待
ち
時
間

の
削
減
に
向
け
て
︑
ト
ラ
ッ

ク
予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
る
場
合
に
は
︑
そ

の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
︑
ト

ラ
ッ
ク
が
特
定
の
時
間
に
集

負
荷
が
増
大
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
た
め
︑
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト

リ
フ
タ
ー
の
導
入
︑
荷
捌
き

施
設
の
整
備
︑
ジ
ョ
ル
ダ
ー

車
の
導
入
な
ど
に
よ
り
︑
積

卸
し
作
業
の
負
荷
低
減
や
︑

積
卸
し
作
業
の
効
率
化
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
︒

︻
⑹
関
係
法
令
の
遵
守
に
よ

る
過
積
載
等
の
安
全
を
阻
害

す
る
行
為
の
防
止
︼

　

積
載
効
率
向
上
等
に
取
り

組
む
に
あ
た
っ
て
は
ト
ラ
ッ
ク

の
過
積
載
や
過
労
運
転
等
輸

送
の
安
全
が
損
な
わ
れ
た

り
︑
物
流
事
業
者
の
事
業
の

正
常
な
運
営
が
阻
害
さ
れ
た

り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
︑

関
係
法
令
を
遵
守
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
︒

中
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

の
対
策
に
協
力
す
る
︒
シ
ス

テ
ム
で
予
約
を
行
っ
た
場
合
︑

荷
主
側
は
そ
の
予
約
を
前
提

に
作
業
日
程
を
計
画
す
る
た

め
︑
や
む
を
得
な
い
事
情
を

除
き
︑
時
間
通
り
に
到
着
す

る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
︒

　

ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
予
約
受

付
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
︑
先

に
ま
と
め
て
予
約
を
押
さ

え
︑
そ
の
後
︑
不
要
と
な
っ

た
枠
を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
よ

う
な
こ
と
は
控
え
る
こ
と
︒

③
荷
主
、
連
鎖
化
事
業
者
が

指
示
し
た
時
刻
・
時
間
帯
に

遅
延
す
る
場
合
は
荷
主
や
寄

託
倉
庫
に
そ
の
状
況
を
報
告

す
る
と
と
も
に
、
理
由
な
く

必
要
以
上
に
早
く
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
が
集
貨
・
配
達
を

行
う
場
所
や
そ
の
周
辺
の
場

所
に
到
着
し
な
い
よ
う
、
効

率
的
な
配
車
・
運
行
に
努
め

る
こ
と

　

荷
主
・
連
鎖
化
事
業
者
が

指
示
し
た
貨
物
の
受
渡
し
時

間
に
遅
延
す
る
場
合
は
︑
集

荷
ま
た
は
配
達
先
の
荷
主
や

寄
託
倉
庫
の
作
業
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
影
響
が
生
じ
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
︑
運
行
状
況

を
報
告
す
る
よ
う
に
努
め
る

こ
と
︒
ま
た
︑
指
定
さ
れ
た

貨
物
の
受
け
渡
し
時
間
が
あ

る
場
合
に
︑
理
由
な
く
必
要

以
上
に
早
く
到
着
し
な
い
よ

う
︑
効
率
的
な
配
車
・
運
行

に
努
め
る
こ
と
︒

　

荷
主
・
物
流
事
業
者
間
の

商
慣
行
を
見
直
し
︑
荷
待
ち

・
荷
役
時
間
の
削
減
や
積
載

率
の
向
上
等
を
図
る
た
め
︑

物
流
改
正
法
で
は
﹁
荷
主
・

物
流
事
業
者
に
対
す
る
規
制

的
措
置
﹂
が
新
た
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
︒

　

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者

等
に
対
す
る
規
制
的
措
置
と

し
て
は
︑
図
１
で
示
し
た
措

置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
︒

　

物
流
改
正
法
第
33
条
第
１

項
に
基
づ
い
て
︑
国
土
交
通

大
臣
が
定
め
た
﹁
貨
物
自
動

車
運
送
役
務
の
持
続
可
能
な

提
供
の
確
保
に
資
す
る
運
転

者
の
運
送
及
び
荷
役
等
の
効

率
化
の
推
進
に
関
す
る
基
本

的
な
方
針
﹂（
基
本
方
針
）

で
は
︑
安
全
性
の
確
保
を
前

提
に
︑
荷
主
企
業
︑
物
流
事

業
者
︑
施
設
管
理
者
を
は
じ

め
と
す
る
物
流
に
関
わ
る
様

々
な
関
係
者
が
協
力
し
て
物

流
効
率
化
の
た
め
に
取
り
組

む
べ
き
措
置
を
実
施
す
る
こ

と
で
︑
図
２
で
示
し
た
事
項

の
達
成
を
目
標
と
す
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
︒

　

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者

等
は
︑
国
が
策
定
し
た
判
断

基
準
（
図
３
）
に
列
記
さ
れ

て
い
る
取
り
組
み
例
を
参
考

に
し
て
︑
図
２
で
示
し
た
目

標
の
達
成
に
向
け
て
︑
取
り

組
み
を
行
う
必
要
が
あ
る
︒

　

な
お
︑
物
流
効
率
化
の
た

め
に
取
り
組
む
べ
き
措
置
の

的
確
な
実
施
を
確
保
す
る
た

め
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
︑

　

こ
こ
で
は
︑
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
者
等
が
積
載
効
率

の
向
上
等
を
図
る
た
め
に
取

り
組
む
べ
き
措
置
に
関
し
て
︑

判
断
基
準
の
項
目
ご
と
に
解

説
し
て
い
く
︒

︻
⑴
運
転
者
の
運
送
及
び
荷

役
等
の
効
率
化
の
実
施
の
原

則
︼

　

個
々
の
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
者
等
は
︑
判
断
基
準
に

列
記
さ
れ
て
い
る
取
り
組
み

例
を
参
考
と
し
て
︑
図
２
で

示
し
た
目
標
の
達
成
に
向
け

て
︑
必
要
な
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
︒

　

そ
の
際
︑
運
送
す
る
貨
物

の
特
性
に
よ
り
効
果
的
な
取

り
組
み
が
異
な
る
こ
と
や
︑

雇
用
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
安
全
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
事
情

に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
︒

　

ま
た
︑
積
載
効
率
の
向
上

等
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み

は
︑
計
画
的
か
つ
効
率
的
に

実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
︒

︻
⑵
運
転
者
一
人
あ
た
り
の
一

回
の
運
送
ご
と
の
貨
物
の
重

量
の
増
加
（
積
載
効
率
の
向

上
等
）︼

　

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者

等
は
︑
積
載
効
率
の
向
上
等

を
図
る
た
め
︑
次
の
記
載
を

国
交
大
臣
に
よ
る
指
導
お
よ

び
助
言
が
行
わ
れ
る
場
合
が

あ
る
︒
ま
た
︑
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
者
の
う
ち
︑
前
年

度
の
保
有
車
両
台
数
が
１
５

０
台
以
上
の
﹁
特
定
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
者
等
﹂
は
︑

取
り
組
み
が
著
し
く
不
十
分

な
と
き
は
︑
国
交
大
臣
に
よ

る
勧
告
・
公
表
・
命
令
・
罰

則
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

る
（
図
４
）︒

　

な
お
︑
荷
待
ち
時
間
・
荷

役
等
時
間
の
算
定
方
法
は
︑

同
解
説
書
を
参
照
の
こ
と
︒

参
考
と
し
て
有
効
な
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
︒

　

な
お
︑
努
力
義
務
は
﹁
運

転
者
一
人
あ
た
り
の
一
回
の

運
送
ご
と
の
貨
物
の
重
量
の

増
加
（
積
載
効
率
の
向
上

等
）﹂
で
あ
る
が
︑
容
積
勝

ち
の
貨
物
を
扱
う
場
合
に
︑

重
量
が
大
幅
に
増
加
し
な
く

と
も
︑
積
載
す
る
貨
物
の
個

数
が
増
加
す
れ
ば
︑
少
な
か

ら
ず
﹁
重
量
の
増
加
﹂
に
繋

が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

①
輸
送
網
の
集
約

　

積
載
効
率
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
は
︑
複
数
荷
主
の
貨

物
の
積
合
せ
等
に
取
り
組

み
︑
輻
輳
す
る
輸
送
網
を
集

約
（
異
な
る
複
数
の
ト
ラ
ッ

ク
で
運
送
し
て
い
た
貨
物
を
︑

１
台
で
集
約
し
て
運
送
す
る

こ
と
）
し
︑
合
理
化
す
る
こ

と
が
有
効
で
あ
る
︒
ま
た
︑

発
注
か
ら
納
品
ま
で
の
十
分

な
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
あ
る
場

合
に
は
︑
異
な
る
納
品
日
の

貨
物
の
積
合
せ
に
取
り
組
む

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
︒

　

そ
の
際
︑
例
え
ば
︑
季
節

に
よ
る
繁
閑
差
が
大
き
い
貨

物
に
つ
い
て
は
︑
異
業
種
と

の
混
載
に
よ
り
貨
物
量
の
平

準
化
が
期
待
で
き
︑
同
業
種

の
事
業
所
が
集
積
す
る
地
域

（
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
）
か
ら

出
荷
す
る
貨
物
に
つ
い
て
は
︑

荷
待
ち
・
荷
役
時
間
の
削
減
、

積
載
率
の
向
上
等
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

「
物
流
効
率
化
の
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
措
置
」
の

実
施
が
運
送
事
業
者
の
努
力
義
務
に

「
物
流
改
正
法
」
令
和
７
年
４
月
１
日
施
行

　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
、「
流
通
業

務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
及
び
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
令
和
６
年
法

律
第
23
号
。
以
下
「
物
流
改
正
法
」
と
い

う
）
が
順
次
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
物
流
改
正
法
で
は
、
荷
主
・
物
流
事
業

者
間
の
商
慣
行
を
見
直
し
、
荷
待
ち
・
荷

役
時
間
の
削
減
や
積
載
率
の
向
上
等
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
荷
主
・
物
流
事
業
者

に
対
す
る
規
制
的
措
置
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
国
土
交
通
省
「
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
者
等
の
貨
物
自
動
車
運
送
役

務
の
持
続
可
能
な
提
供
の
確
保
に
資
す
る

運
転
者
の
運
送
及
び
荷
役
等
の
効
率
化
に

関
す
る
判
断
の
基
準
の
解
説
書
」を
基
に
、

積
載
効
率
の
向
上
等
の
た
め
に
運
送
事
業

者
が
取
り
組
む
べ
き
施
策
な
ど
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。

　
な
お
、
同
解
説
書
は
国

交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

図１　貨物自動車運送事業者等に対する規制的措置
● 物流効率化のために取り組むべき措置について努力義務

を課し、当該措置について国が判断基準を策定。
● 貨物自動車運送事業者等の取組状況について、国が当該

判断基準に基づき指導・助言、調査・公表を実施。
● 一定規模以上の貨物自動車運送事業者等を特定貨物自動

車運送事業者等として指定し、中長期計画の作成や定期
報告を義務付け、努力義務に係る措置の実施状況が不十
分な場合、勧告・命令を実施。

図２　令和 10 年度までに達成すべき物流効率化に関する目標
⑴運転者の荷待ち時間等の短縮
●令和 10 年度までに、全国の貨物自動車による輸送のうち５割の運行で荷待ち時間等

を１時間削減することで、運転者一人当たりの荷待ち時間等を年間 125 時間短縮す
ることを実現するものとする。

●このためには、現状、運転者の１運行の平均拘束時間のうち、荷待ちおよび荷役等
にかかる時間が合計約３時間と推計されていることを踏まえ、この１運行当たりの荷
待ち時間等が全国平均で合計２時間以内となるよう荷待ち時間等を削減する必要があ
る。また、これを踏まえ、荷主等は、１回の受渡しごとの荷待ち時間等について、原
則として目標時間を１時間以内と設定しつつ、業界特性その他の事情によりやむを得
ない場合を除き、２時間を超えないよう荷待ち時間等を短縮するものとする。なお、
１回の受渡しごとの荷待ち時間等が１時間以内である荷主等については、その継続お
よび改善に努めるものとする。

⑵積載効率の向上等
●令和 10 年度までに、近年 40％以下の水準で推移してきた積載効率について、日本

全体のトラック輸送のうち５割の車両で 50％を目指し、全体の車両で 44％への増加
を実現するものとする。また、１運行当たりの輸送効率の向上に当たっては、重量ベ
ースだけでなく、容積ベースでも改善を図るものとする。

⑶関連する施策への貢献
●⑴および⑵の達成に向けた取り組みを通じて、効率的な共同輸配送、共同拠点利用等

を図るフィジカルインターネットの実現を図るとともに、地球温暖化対策の推進に関
する法律（平成 10 年法律第 117 号）第８条第１項に基づく地球温暖化対策計画に
対策および施策として位置付けられている脱炭素物流の推進に貢献するものとする。

図３

図４

国土交通大臣「判断基準」を策定

必要な指導・助言

貨物自動車運送事業者等
特定貨物自動車運送事業者等

中長期計画・定期報告の作成

（前年度の保有台数が150台以上）

取組が著しく不十分な場合に
勧告・公表・命令等

図 5 幹線輸送の効率化のイメージ

※

図６

図７図 8

1
物
流
事
業
者
に
対
す
る
規
制
的
措
置
と
は

国
が
定
め
た
目
標
の
達
成
に
向
け
て

物
流
効
率
化
へ
の
取
り
組
み
推
進
を
求
め
る

2
積
載
効
率
の
向
上
等
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
は

計
画
的
か
つ
効
率
的
に
取
り
組
み
を
推
進

実
効
性
確
保
へ
の
取
り
組
み
も
忘
れ
ず
に

3
そ
の
他
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

「
貨
物
情
報
把
握
」「
予
約
シ
ス
テ
ム
利
用
」
な
ど

可
能
な
限
り
取
り
組
み
を
進
め
る

二次元コード①

二次元コード②
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﹁
流
通
業
務
の
総
合
化
及

び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る

法
律
及
び
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
物
流
改
正
法
）﹂（
令

和
６
年
法
律
第
23
号
）
が
︑

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
順

次
施
行
さ
れ
て
い
る
︒

　

物
流
効
率
化
法
で
は
︑
荷

主
・
物
流
事
業
者
に
対
し
︑

物
流
効
率
化
の
た
め
に
取
り

組
む
べ
き
措
置
に
つ
い
て
努

力
義
務
が
課
さ
れ
た
上
で
︑

当
該
措
置
に
つ
い
て
国
が
判

　

中
小
企
業
庁
と
公
正
取
引

委
員
会
は
３
月
11
日
︑﹁
下

請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法

及
び
下
請
中
小
企
業
振
興
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
﹂

が
閣
議
決
定
し
た
と
発
表
し

た
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
へ
の
対

応
を
図
る
た
め
に
︑
自
動
運

転
技
術
の
開
発
が
進
み
つ
つ

あ
る
︒

　

国
土
交
通
省
道
路
局
︑
国

土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
お

よ
び
中
日
本
高
速
道
路
㈱
で

は
︑﹁
自
動
運
転
イ
ン
フ
ラ

検
討
会
﹂（
座
長
:
羽
藤
英

二
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系

研
究
科
教
授
）
を
構
成
す
る

関
係
省
庁
と
連
携
し
︑﹁
レ

ベ
ル
４
自
動
運
転
（
特
定
条

件
下
に
お
け
る
完
全
自
動
運

転
）
ト
ラ
ッ
ク
﹂
の
実
現
に

断
基
準
を
策
定
︒
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
は
︑
国
が
判

断
基
準
に
基
づ
き
指
導
・
助

言
︑
調
査
・
公
表
を
実
施
す

る
ほ
か
︑
一
定
規
模
以
上
の

物
流
事
業
者
を
特
定
事
業
者

と
し
て
指
定
し
︑
中
長
期
計

画
の
作
成
や
定
期
報
告
等
を

義
務
付
け
︑
中
長
期
計
画
に

基
づ
く
取
り
組
み
の
実
施
状

況
が
不
十
分
な
場
合
に
は
勧

告
・
命
令
が
実
施
さ
れ
る

（
関
連
４
面
）︒

　

ま
た
︑
改
正
貨
物
自
動
車

　

近
年
の
急
激
な
労
務
費
︑

原
材
料
費
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
の
上
昇
を
受
け
︑
発
注

者
・
受
注
者
の
対
等
な
関
係

に
基
づ
き
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
全
体
で
適
切
な
価
格
転

嫁
を
実
現
さ
せ
る
﹁
構
造
的

向
け
た
実
証
実
験
を
進
め
て

い
る
︒
７
年
３
月
か
ら
は
︑

新
東
名
高
速
道
路
（
駿
河
湾

沼
津
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
︹
Ｓ

Ａ
︺
~
浜
松
Ｓ
Ａ
）
に
お
い

運
送
事
業
法
で
は
︑
①
運
送

契
約
締
結
時
等
の
書
面
交
付

義
務
︑
②
委
託
先
の
健
全
な

事
業
運
営
の
確
保
に
資
す
る

取
組
（
健
全
化
措
置
）
を
行

う
努
力
義
務
︑
当
該
取
組
に

関
す
る
運
送
利
用
管
理
規
程

の
作
成
・
運
送
利
用
管
理
者

の
選
任
義
務
︑
③
実
運
送
事

業
者
の
名
称
等
を
記
載
し
た

実
運
送
体
制
管
理
簿
の
作
成

・
保
存
義
務
︱
︱
が
規
定
さ

れ
て
い
る
（
本
紙
３
月
25
日

号
に
詳
細
）︒

な
価
格
転
嫁
﹂
の
実
現
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ

て
い
る
︒

　

今
回
の
一
部
改
正
で
は
︑

下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止

法
（
下
請
法
）
の
対
象
取
引

と
し
て
︑
発
荷
主
か
ら
運
送

事
業
者
へ
の
物
品
の
運
送
の

委
託
を
追
加
︒
ま
た
︑
対
象

取
引
に
お
い
て
︑
代
金
に
関

す
る
協
議
に
応
じ
な
い
こ
と

や
︑
協
議
に
お
い
て
必
要
な

説
明
ま
た
は
情
報
の
提
供
を

し
な
い
こ
と
に
よ
る
︑
一
方

的
な
代
金
額
の
決
定
を
禁
止

す
る
︒

　

ま
た
︑
下
請
中
小
企
業
振

て
︑
平
日
の
夜
間
（
22
時
~

翌
５
時
）
に
自
動
運
転
車
優

先
レ
ー
ン
を
設
定
し
︑
車
両

開
発
と
連
携
し
た
自
動
運
転

ト
ラ
ッ
ク
（
写
真
）
に
よ
る

　

政
府
は
３
月
14
日
︑
第
６

回
﹁
我
が
国
の
物
流
の
革
新

に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
﹂

を
開
催
︒
同
会
議
の
中
で
石

破
茂
内
閣
総
理
大
臣
は
︑
今

春
を
め
ど
に
物
流
分
野
に
お

け
る
﹁
省
力
化
投
資
促
進
プ

ラ
ン
﹂
を
策
定
し
︑
荷
主
・

物
流
事
業
者
の
意
欲
的
な
取

り
組
み
を
後
押
し
す
る
よ
う

指
示
し
た
︒

　

政
府
が
１
月
17
日
に
開
催

し
た
第
１
回
﹁
省
力
化
投
資

促
進
プ
ラ
ン
の
策
定
と
実
行

の
た
め
の
関
係
府
省
連
絡
会

議
﹂
で
は
︑
人
手
不
足
が
深

刻
な
業
種
や
最
低
賃
金
引
上

げ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る

業
種
に
お
い
て
︑
Ａ
Ｉ
︑
ロ

ボ
ッ
ト
の
導
入
や
Ｄ
Ｘ
を
は

じ
め
と
す
る
省
力
化
投
資
を

推
進
す
る
た
め
︑
業
種
ご
と

の
具
体
的
な
課
題
を
踏
ま
え

た
省
力
化
投
資
を
促
進
す
る

　

こ
れ
ま
で
車
検
は
﹁
有
効

期
間
満
了
日
の
１
か
月
前
か

　

６
年
５
月
15
日
に
﹁
流
通

業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化

の
促
進
に
関
す
る
法
律
及
び

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の

　

近
年
︑
運
行
管
理
に
活
用

可
能
な
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
）
の
発
展
は
目
覚
ま
し

く
︑
運
行
管
理
に
お
け
る
安

全
性
の
向
上
︑
労
働
環
境
の

改
善
︑
人
手
不
足
の
解
消
等

に
向
け
た
手
段
と
し
て
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
が
注
目
を
集
め
て

い
る
︒　

　

３
月
３
日
に
は
︑
国
土
交

通
省
が
︑
令
和
６
年
度
第
３

回
﹁
運
行
管
理
高
度
化
ワ
ー

興
法
で
も
︑
運
送
委
託
を
対

象
取
引
に
追
加
す
る
︒

　

さ
ら
に
︑﹁
下
請
﹂
等
の

用
語
の
見
直
し
を
実
施
し
︑

﹁
下
請
事
業
者
﹂
を
﹁
中
小

受
託
事
業
者
﹂︑﹁
親
事
業
者
﹂

を
﹁
委
託
事
業
者
﹂
等
に
改

め
る
︒法
律
名
に
つ
い
て
も
︑

﹁
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防

止
法
﹂
を
﹁
製
造
委
託
等
に

た
め
の
具
体
的
プ
ラ
ン
を
策

定
し
︑
着
実
に
実
行
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
︒
そ

の
上
で
︑
鶴
田
浩
久
国
土
交

通
省
物
流
・
自
動
車
局
長
が

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け

る
業
務
効
率
化
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
し
た
︒

　

同
プ
ラ
ン
に
は
︑
次
の
よ

う
な
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
る

予
定
︒

①
各
業
界
に
お
け
る
人
手
不

ら
満
了
日
ま
で
の
間
﹂
に
受

検
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
︑

車
検
需
要

が
年
度
末

に
集
中
し

て
い
る
こ

と
か
ら
︑

こ
の
時
期

は
自
動
車

ユ
ー
ザ
ー

が
整
備
や

車
検
の
予

約
が
取
り

づ
ら
く
な

る
と
い
う

状
況
が
あ

っ
た
（
図

一
部
を
改
正
す
る
法
律
﹂（
令

和
６
年
法
律
第
23
号
）
が
公

布
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
︑

６
年
10
月
１
日
付
け
で
︑
自

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
﹂
を
開
催

し
︑事
業
者
間
遠
隔
点
呼（
図

３
）
や
業
務
前
自
動
点
呼
の

制
度
化
に
向
け
た
最
終
取
り

ま
と
め
に
係
る
議
論
を
行
っ

た
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

の
運
行
管
理
の
高
度
化
に
よ

る
輸
送
の
安
全
確
保
を
図
る

た
め
︑
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
事

業
者
間
で
の
遠
隔
点
呼
と
業

務
前
自
動
点
呼
（
先
行
実
施

期
間
７
年
12
月
末
ま
で
延

長
）
が
︑
令
和
７
年
度
に
制

度
化
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
︒

係
る
中
小
受
託
事
業
者
に
対

す
る
代
金
の
支
払
の
遅
延
等

の
防
止
に
関
す
る
法
律
﹂に
︑

﹁
下
請
中
小
企
業
振
興
法
﹂

を﹁
受
託
中
小
企
業
振
興
法
﹂

に
改
め
る
︒

　

な
お
︑
同
法
律
案
は
現
在

開
会
中
で
あ
る
第
２
１
７
回

通
常
国
会
で
審
議
さ
れ
︑
可

決
・
成
立
す
る
見
込
み
︒

足
の
状
況
に
つ
い
て
実
態
把

握
を
進
め
る
と
と
も
に
、
省

力
化
投
資
ニ
ー
ズ
や
ベ
ン
チ
マ

ー
ク
す
る
べ
き
優
良
事
例
を

掘
り
起
こ
す

②
省
力
化
投
資
を
進
め
る
た

め
に
、
優
良
事
例
を
幅
広
く

広
げ
て
い
く
た
め
の
支
援
策

の
拡
充
、対
面
・
目
視
義
務
、

人
員
配
置
基
準
等
の
規
制
・

制
度
の
見
直
し
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
標
準
化
や

情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構

築
な
ど
、
多
面
的
な
促
進
策

を
検
討

③
促
進
策
を
全
国
各
地
の
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

隅
々
ま
で
徹
底
的
に
普
及
さ

せ
て
い
く
た
め
の
き
め
細
か
い

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備

　

政
府
で
は
︑
同
プ
ラ
ン
の

策
定
を
進
め
る
と
と
も
に
︑

輸
送
力
不
足
が
年
々
深
刻
化

す
る
２
０
３
０
年
度
ま
で
の

期
間
を
︑
物
流
革
新
の
﹁
集

中
改
革
期
間
﹂と
位
置
付
け
︑

物
流
全
体
の
適
正
化
や
生
産

性
向
上
︑
自
動
運
転
等
の
抜

本
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

目
指
す
こ
と
に
し
て
い
る
︒

　

物
流
分
野
に
お
け
る
担
い

手
不
足
に
対
応
す
る
た
め

に
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お

け
る
外
国
人
材
の
活
用
に
向

け
た
動
き
が
進
み
つ
つ
あ
る
︒

　

６
年
３
月
に
は
︑
自
動
車

運
送
業
分
野
が
特
定
技
能
制

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
支
援
道

に
お
け
る
実
証
実
験
を
実
施

し
て
い
る
︒

　

新
年
度
以
降
は
︑
東
北
自

動
車
道
（
佐
野
Ｓ
Ａ
~
大
谷

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア︹
Ｐ
Ａ
︺）

で
も
同
実
証
実
験
を
開
始
す

る
予
定
と
し
て
い
る
︒

　

国
交
省
な
ど
は
︑
同
実
証

実
験
を
行
う
高
速
道
路
を
走

行
す
る
一
般
車
両
に
対
し
て
︑

優
先
対
象
の
自
動
運
転
ト
ラ

ッ
ク
が
接
近
し
た
場
合
は
︑

走
行
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ

う
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

度
の
対
象
分
野
に
追
加
す
る

こ
と
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
︒

特
定
技
能
１
号
の
在
留
資
格

を
得
る
た
め
に
は
︑
①
日
本

語
試
験
の
合
格
︑
②
特
定
技

能
評
価
試
験
（
分
野
別
）
の

合
格
︑
③
日
本
の
自
動
車
運

転
免
許
の
取
得
︱
︱
を
満
た

す
必
要
が
あ
る
（
図
２
）︒

　

②
の
特
定
技
能
評
価
試
験

は
６
年
12
月
に
開
始
し
て
お

り
︑
今
年
春
頃
に
最
初
の
特

定
技
能
外
国
人
が
誕
生
す
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
︒

４
）︒

　

こ
の
ほ
ど
︑
道
路
運
送
車

両
法
施
行
規
則
が
改
正
さ
れ

（
令
和
７
年
４
月
１
日
施

行
）︑﹁
有
効
期
間
満
了
日
の

２
か
月
前
か
ら
満
了
日
ま
で

の
間
﹂
に
受
検
し
て
も
︑
残

存
す
る
有
効
期
間
が
失
わ
れ

な
い
こ
と
と
な
っ
た（
図
５
）︒

ま
た
︑
自
賠
責
保
険
の
有
効

期
間
も
こ
れ
に
整
合
さ
せ
る

た
め
︑
自
動
車
損
害
賠
償
保

障
法
施
行
規
則
も
改
正
さ
れ

て
い
る
（
同
）︒　

国
交
省
で

は
自
動
車
ユ

ー
ザ
ー
に
対

し
て
︑
車
検

は
年
度
末
が

大
変
混
雑
す

る
こ
と
か

ら
︑
余
裕
を

も
っ
た
予
約

・
受
検
を
呼

び
か
け
て
い

る
︒

動
車
事
故
報
告
規
則
（
昭
和

26
年
運
輸
省
令
第
１
０
４

号
）
お
よ
び
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
輸
送
安
全
規
則
（
平

成
２
年
運
輸
省
令
第
22
号
）

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
︒

　

同
改
正
に
伴
い
︑
健
康
起

因
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に

は
︑
自
動
車
事
故
報
告
書
に

当
該
運
転
者
の
健
康
診
断
の

受
診
状
況
な
ど
に
加
え
て
新

た
に
︑
各
種
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
の
受
診
状
況
を
記
載

す
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

　

な
お
︑
同
改
正
に
伴
う
関

係
通
達
は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

に
掲
載
さ
れ

て
い
る
︒

図2

図4

図5

図3

４
月
か
ら
物
流
改
正
法
が
施
行

運
送
契
約
締
結
時
等
の
書
面
交
付
が
義
務
化

11
物
流
改
正
法
関
係

物
流
改
正
法
関
係

「
運
送
委
託
」
が
対
象
取
引
に
追
加

構
造
的
な
価
格
転
嫁
の
実
現
を
図
る

22
改
正
下
請
法
関
係

改
正
下
請
法
関
係

新
東
名
で
の
実
証
実
験
に
続
き

新
年
度
は
東
北
道
で
も
実
証
実
験
開
始
へ

55
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
支
援
道

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
支
援
道

事
業
者
間
遠
隔
点
呼
・
業
務
前
自
動
点
呼

令
和
７
年
度
に
制
度
化
へ

77
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
運
行
管
理
の
高
度
化

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
運
行
管
理
の
高
度
化

有
効
期
間
満
了
日
の
２
か
月
前
か
ら
受
検
可
能
に

余
裕
を
も
っ
た
予
約
・
受
検
を

88
車
検
の
受
検
可
能
期
間
の
拡
大

車
検
の
受
検
可
能
期
間
の
拡
大

健
康
起
因
事
故
を
報
告
す
る
際
に
は

各
種
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
受
診
状
況
な
ど
の
記
載
が
必
要
に

99
自
動
車
事
故
報
告
規
則
等
の
一
部
改
正

自
動
車
事
故
報
告
規
則
等
の
一
部
改
正

特
定
技
能
評
価
試
験
が
ス
タ
ー
ト

今
年
春
頃
に
特
定
技
能
外
国
人
が
誕
生
へ

66
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
外
国
人
材
の
活
用

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
外
国
人
材
の
活
用

石
破
総
理
が
策
定
を
指
示

省
力
化
投
資
を
促
進
し
て
生
産
性
向
上
を
図
る

44
「
省
力
化
投
資
促
進
プ
ラ
ン
」

「
省
力
化
投
資
促
進
プ
ラ
ン
」

　

現
在
︑
高
速
道
路
料
金
の

深
夜
割
引
は
︑
０
時
か
ら
４

時
ま
で
の
間
に
高
速
道
路
を

Ｅ
Ｔ
Ｃ
で
通
行
す
る
車
両
を

対
象
に
︑３
割
引
と
し
て
い
る
︒

　

一
方
で
︑
深
夜
割
引
適
用

待
ち
車
両
に
よ
る
滞
留
等
の

課
題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑

国
土
交
通
省
社
会
資
本
整
備

審
議
会
道
路
分
科
会
国
土
幹

線
道
路
部
会
中
間
答
申
（
令

和
３
年
８
月
４
日
付
）
に
お

い
て
︑
深
夜
割
引
の
見
直
し

に
関
す
る
答
申
が
行
わ
れ
た

の
を
受
け
︑
東
日
本
高
速
道

路
㈱
︑中
日
本
高
速
道
路
㈱
︑

西
日
本
高
速
道
路
㈱
の
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
で
は
︑
国
交
省

と
と
も
に
深
夜
割
引
の
見
直

し
に
つ
い
て
検
討
を
実
施
︒

７
年
７
月
か
ら
の
新
料
金
導

入
を
目
指
し
て
い
る
︒

　

深
夜
割
引
の
見
直
し
の
ポ

イ
ン
ト
は
︑
図
１
の
通
り
と

な
っ
て
い
る
︒

適
用
時
間
帯
を
22
時
～
翌
５
時
に
拡
大

４
０
０
㌔
㍍
超
の
長
距
離
逓
減
も
拡
充

33
高
速
道
路
の
深
夜
割
引
見
直
し

高
速
道
路
の
深
夜
割
引
見
直
し

図１　深夜割引の見直しのポイント

【割引の目的】
一般道の沿道環境を改善するため、交通容量に余裕のある高速道路の夜
間利用を促進

【見直しのポイント】
①深夜割引の適用時間帯に走行した分のみ３割引
②深夜割引の適用時間帯を現行の０～４時から 22 時～翌５時に拡大
③長距離利用者の負担軽減措置として、400km 超の長距離逓減を拡充
　　　　　　　　　　　　　＋
割引見直し運用開始後の激変緩和措置（5 年程度）

・1,000km 超利用分は、割引対象走行分に加算
・22 時台に退出した場合、割引率は２割

【無謀な運転の抑止策（令和 5 年 11 月 7 日～ 20 日意見募集実施）】
割引対象距離を増大させることを目的とした「速度超過」などの無謀な
運転を抑止し、引き続き安全・安心に高速道路を利用いただくために、
割引対象距離への上限を設定

　
２
０
２
５
年
度
を
迎
え
た
４
月
１
日
か

ら
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
取
り
巻
く
環

境
が
変
わ
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
新
年
度
か
ら
変
わ
る
ト
ラ

ッ
ク
関
係
の
主
な
事
項
に
つ
い
て
ま
と
め

た
。

２０２５年度 トラック運送業界はこう変わる２０２５年度 トラック運送業界はこう変わる
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両面

　
﹁
先
月
も
ド
ラ
イ
バ
ー
を
３

人
採
用
し
ま
し
た
﹂︑
こ
う

話
す
の
は
北
関
東
に
所
在
す

る
Ａ
社
の
経
営
者
で
あ
る
︒

　

現
在
︑
大
半
の
運
送
会
社

が
人
材
不
足
に
苦
し
む
中

で
︑
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
ド
ラ

イ
バ
ー
を
確
保
し
て
い
る
中

小
運
送
会
社
が
あ
る
︒﹁
貴

社
に
応
募
し
て
く
る
ド
ラ
イ

バ
ー
は
︑
な
ぜ
貴
社
を
選
ん

で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
﹂
と

質
問
し
た
こ
と
が
あ
る
︒
Ａ

社
の
経
営
者
は
﹁
そ
れ
は
︑

給
料
と
労
働
時
間
で
す
ね
﹂

と
答
え
た
︒
確
か
に
︑
給
料

は
同
業
他
社
よ
り
高
い
水
準

で
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
Ａ
社
は

今
年
４
月
の
賃
金
改
定
で
︑

月
１
万
円
~
２
万
円
の
賃
上

げ
を
決
め
た
︒﹁
ド
ラ
イ
バ

ー
を
確
保
し
な
い
と
経
営
が

成
り
立
た
な
い
︒
人
材
の
確

保
が
一
番
大
事
で
す
︒
そ
の

た
め
の
必
要
経
費
で
す
﹂
と

Ａ
社
の
経
営
者
は
言
う
︒
Ａ

社
は
地
場
輸
送
が
中
心
で
︑

長
距
離
運
行
は
な
い
︒
残
業

時
間
も
平
均
45
時
間
程
度

で
︑
多
く
は
な
い
︒
賞
与
も

年
２
回
︑
１
回
当
た
り
平
均

20
万
円
程
度
を
支
給
し
て
い

る
︒
退
職
金
制
度
も
あ
る
︒

　

Ａ
社
は
最
近
︑
求
人
用
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
︑
動
画
を
使
っ
て
訴
求

力
を
高
め
た
︒
ド
ラ
イ
バ
ー

の
募
集
方
法
は
︑
求
人
情
報

サ
イ
ト
の
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ク

ル
ー
テ
ィ
ン
グ
機
能
※
の
活

用
が
中
心
で
あ
る
︒
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
求
人
票
は
︑
２
年

前
か
ら
提
出
し
て
い
な
い
︒

Ａ
社
の
経
営
者
は
︑﹁
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
経
由
で
来
る
人
材
は

期
待
外
れ
が
多
い
﹂と
語
る
︒

　

一
方
︑
首
都
圏
の
Ｂ
運
送

会
社
に
は
︑
20
代
か
ら
40
代

ま
で
の
若
年
層
が
よ
く
入
社

し
て
く
る
︒
Ｂ
社
の
経
営
者

は
︑﹁
今
の
と
こ
ろ
︑
人
材
の

不
足
感
は
な
い
で
す
﹂
と
言

う
︒

　

採
用
・
募
集
の
具
体
策
を

述
べ
る
前
に
︑そ
も
そ
も
﹁
近

年
の
若
年
層
は
何
を
期
待
し

て
運
送
会
社
に
応
募
し
て
い

る
の
か
﹂に
つ
い
て
述
べ
た
い
︒

　

筆
者
は
長
年
︑
運
送
業
向

け
に
経
営
指
導
を
実
施
す
る

傍
ら
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
主
催
の
人
材
確
保
セ
ミ
ナ

ー
講
師
を
約
10
年
間
担
当

し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用
・

定
着
を
取
り
巻
く
環
境
変
化

を
見
て
き
た
が
︑
特
に
若
年

層
の
ニ
ー
ズ
が
年
々
変
化
し

て
い
る
こ
と
を
痛
感
す
る
︒

以
前
は
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
で
稼

ぎ
た
い
︑
頑
張
れ
ば
将
来
独

立
で
き
る
﹂
と
夢
見
て
入
社

め
に
は
︑
最
近
の
若
年
層
の

気
質
を
理
解
し
た
上
で
︑
定

着
を
促
す
組
織
や
社
内
制
度

を
早
期
に
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
︒

　

次
に
︑
効
果
的
な
ド
ラ
イ

バ
ー
の
採
用
方
法
に
つ
い
て
︑

事
例
を
取
り
あ
げ
な
が
ら
解

説
す
る
︒
ま
ず
︑
採
用
に
関

わ
る
項
目
ご
と
に
取
り
組
み

の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
み
る
︒

⑴ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
票
を

作
成
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト

　

冒
頭
で
紹
介
し
た
２
社
は

い
ず
れ
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
中
心
に
採
用
活
動
を
行
っ

て
い
る
が
︑
一
方
で
︑
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
求
人
票
の
書
き
方

を
工
夫
し
︑
コ
ン
ス
タ
ン
ト

に
ド
ラ
イ
バ
ー
や
庫
内
作
業

員
を
採
用
し
て
い
る
会
社
も

あ
る
︒

　

北
九
州
に
所
在
す
る
Ｃ
社

は
︑
食
品
を
中
心
に
保
管
・

配
送
を
行
う
中
小
運
送
会
社

で
あ
る
︒
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
経

由
の
採
用
も
一
定
数
あ
る
が
︑

社
員
募
集
の
柱
は
求
人
票
で

あ
る
︒

　

求
人
票
を
作
成
す
る
際
の

ポ
イ
ン
ト
は
図
１
の
と
お
り

で
あ
る
︒

⑵
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

　

全
ト
協
主
催
人
材
確
保
セ

ミ
ナ
ー
で
は
︑
毎
年
ド
ラ
イ

バ
ー
の
年
齢
階
層
別
入
職
経

路
の
デ
ー
タ
を
掲
げ
て
︑
採

用
活
動
の
入
口
で
押
さ
え
て

お
く
べ
き
求
職
者
の
動
向
を

周
知
し
て
い
る
︒

　

以
前
︑
50
~
60
代
は
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
経
由
が
多
く
︑
そ

の
他
の
年
齢
階
層
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
経
由
が
多
か
っ
た
︒

し
か
し
︑
数
年
前
か
ら
は
全

年
代
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経

由
の
割
合
が
最
も
多
く
な

り
︑
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
経
由
の

入
職
数
を
上
回
っ
て
い
る
︒

一
方
︑
20
代
前
半
の
最
若
年

層
で
は
口
コ
ミ
に
よ
る
入
社

の
割
合
が
比
較
的
高
く
︑﹁
仲

　

ち
な
み
に
︑
最
近
の
若
年

層
に
共
通
し
た
傾
向
は
︑
①

仲
間
と
仲
良
く
し
た
い
︑
②

社
会
に
貢
献
し
た
い
︑
③
打

た
れ
弱
い
︱
︱
の
３
つ
で
あ

間
の
紹
介
﹂
を
信
じ
る
特
徴

的
な
傾
向
が
あ
る
︒

　

こ
の
こ
と
か
ら
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
募
集
方
法
の
中
心
は
現

在
︑
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
︑

②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
︑
③
口
コ

ミ
︱
︱
の
順
と
な
っ
て
お
り
︑

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
が

最
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
︒

　

次
に
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

活
用
時
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ

て
み
た
い
︒

ア 

求
人
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

現
在
︑
若
年
層
の
大
半
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
閲
覧
し
て
お
り
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
募
集
に
お
い

て
も
求
人
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
必
須
で
あ
る
︒
も
し
未
作

成
の
場
合
は
︑
全
ト
協
が
㈱

リ
ク
ル
ー
ト
と
連
携
し
て
簡

易
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
無
料

作
成
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
る
の
で
︑
そ
の
活
用
を
お

勧
め
す
る
︒

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す

る
際
は
︑
図
２
で
示
し
た
ポ

　

Ｂ
社
で
は
求
人
用
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
応
募
が
多
く
︑

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
に

注
力
し
て
い
る
︒
ド
ラ
イ
バ

ー
が
集
ま
る
理
由
を
Ｂ
社
の

経
営
者
に
聞
く
と
︑﹁
う
ち

は
労
働
時
間
が
自
由
で
す
か

ら
﹂
と
言
う
︒
Ｂ
社
は
地
場

の
ス
ポ
ッ
ト
配
送
業
務
が
中

心
で
あ
り
︑
労
働
時
間
帯
を

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
選
べ
る
勤

務
体
系
を
採
っ
て
い
る
︒
取

引
荷
主
数
が
多
く
︑
多
数
の

ド
ラ
イ
バ
ー
が
必
要
に
な
る

す
る
者
も
一
定
数
い
た
が
︑

今
は
全
く
様
変
わ
り
し
て
お

り
︑﹁
人
間
関
係
で
苦
労
し

た
く
な
い
か
ら
︑
一
人
で
働

け
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕
事
に

就
き
た
い
﹂︑﹁
給
料
は
生
活

が
で
き
る
程
度
で
満
足
︒
自

分
の
自
由
な
時
間
を
大
事
に

し
た
い
﹂︑﹁
家
族
と
の
時
間

を
優
先
し
た
い
﹂
︱
︱
な
ど

の
声
を
聞
く
こ
と
が
多
く
な

っ
た
︒
運
送
事
業
の
採
用
面

接
に
お
い
て
も
︑
賃
金
よ
り

ま
ず﹁
休
み
は
取
れ
ま
す
か
﹂

と
質
問
し
て
く
る
ケ
ー
ス
が

多
い
︒
た
だ
し
︑
賃
金
は
多

い
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
て
い

て
︑
希
望
す
る
賃
金
額
は
か

な
り
高
い
︒
つ
ま
り
︑
今
の

若
年
層
は
︑
①
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
重
視
︑
②
賃
金

は
好
条
件
を
希
望
︑
③
人
間

関
係
の
苦
労
な
し
︱
︱
の
３

つ
が
揃
う
会
社
を
探
し
て
い

る
と
い
え
る
︒

　

一
方
︑
入
社
後
の
定
着
の

観
点
で
見
る
と
︑
①
相
談
で

き
る
相
手
が
い
な
い
（
孤
立

感
）︑②
配
車
が
不
公
平
（
賃

金
の
不
平
等
感
）︑
③
強
め

の
指
示
や
注
意
を
す
る
上
司

へ
の
反
感
︱
︱
等
で
早
期
に

退
職
す
る
者
が
多
く
な
っ
て

い
る
︒

　

若
年
層
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を

受
け
入
れ
る
会
社
に
な
る
た

り
︑
今
後
若
年
者
を
受
け
入

れ
た
い
会
社
は
こ
の
３
つ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
を
基
に
社
内
体
制

を
整
備
し
︑
募
集
方
法
を
検

討
す
る
と
よ
い
だ
ろ
う
︒

イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
作
る
と

効
果
的
で
あ
る
︒

イ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

　

近
年
若
年
層
へ
の
訴
求
力

を
高
め
る
た
め
︑
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
︑
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
等

の
動
画
サ
イ
ト
や
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
︑
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
︑

Ｘ
等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

を
活
用
す
る
会
社
が
出
始
め

て
い
る
︒
こ
れ
は
運
送
業
界

で
は
︑
ま
だ
一
部
の
企
業
の

取
り
組
み
に
留
ま
っ
て
い
る

が
︑
若
年
層
に
対
す
る
効
果

的
な
企
業
ア
ピ
ー
ル
と
し
て

注
目
さ
れ
る
動
き
で
あ
る
︒

最
近
は
︑
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
を

集
め
る
若
者
が
急
速
に
増
加

し
て
い
る
た
め
︑
今
後
さ
ら

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
向
け
た
動

き
が
加
速
す
る
だ
ろ
う
︒

ウ 

求
人
情
報
サ
イ
ト
の
活
用

　

求
職
者
を
自
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
誘
導
し
︑
閲
覧
し

て
も
ら
う
た
め
に
は
︑
最
初

が
︑﹁
友
呼
び
﹂
の
入
社
が

多
い
た
め
︑
人
材
の
不
足
感

を
感
じ
る
こ
と
が
な
い
︒
事

務
所
内
は
若
年
者
が
多
く
︑

明
る
い
印
象
で
あ
い
さ
つ
も

よ
く
交
わ
さ
れ
て
い
る
︒
Ｂ

社
に
は
人
事
評
価
制
度
が
あ

り
︑
個
人
ご
と
の
仕
事
の
成

果
を
賃
金
に
反
映
し
て
い
る

の
で
︑
従
業
員
に
と
っ
て
は

納
得
感
が
あ
る
︒

　

以
上
︑
Ａ
︑
Ｂ
両
社
と
も

に
﹁
地
場
中
心
で
長
時
間
労

働
が
な
い
﹂︑﹁
賃
金
も
比
較

的
高
水
準
で
あ
る
﹂
︱
︱
な

ど
の
共
通
点
が
あ
る
︒

　

全
国
に
は
筆
者
の
関
与
先

企
業
が
点
在
し
て
お
り
︑
毎

日
様
々
な
業
態
の
運
送
会
社

を
見
て
い
る
が
︑
概
し
て
︑

人
が
集
ま
る
会
社
と
集
ま
ら

な
い
会
社
と
で
は
取
り
組
み

の
進
め
方
に
相
違
が
あ
る
と

感
じ
て
い
る
︒
ド
ラ
イ
バ
ー

確
保
・
定
着
率
向
上
の
具
体

的
な
方
策
に
つ
い
て
︑
次
で

述
べ
て
み
た
い
︒

※
人
材
応
募
を
行
う
事
業
者
が

求
職
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
ス

カ
ウ
ト
候
補
者
を
選
定
し
︑
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
を
用
い

て
求
職
者
に
対
し
直
接
ス
カ
ウ

ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒︒

ド
ラ
イ
バ
ー
採
用
・
定
着
の
実
現
に
向
け
て

ド
ラ
イ
バ
ー
採
用
・
定
着
の
実
現
に
向
け
て

今
こ
そ
本
気
で
社
内
改
革
を
！

今
こ
そ
本
気
で
社
内
改
革
を
！

1
ド
ラ
イ
バ
ー
が
集
ま
る
会
社
と
集
ま
ら
な
い
会
社
の
二
極
分
化
が
進
む

人
材
対
策
を
効
果
的
に
進
め
る
会
社
に
は

人
材
対
策
を
効
果
的
に
進
め
る
会
社
に
は

将
来
を
担
う
優
秀
な
人
材
が
集
ま
っ
て
い
る

将
来
を
担
う
優
秀
な
人
材
が
集
ま
っ
て
い
る

2
近
年
の
若
年
層
が
職
場
に
対
し
て
期
待
す
る
も
の
と
は

若
年
層
の
気
質
を
理
解
し
た
上
で

若
年
層
の
気
質
を
理
解
し
た
上
で

応
募
者
数
・
定
着
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
早
期
に
進
め
る

応
募
者
数
・
定
着
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
早
期
に
進
め
る

3
ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用
に
向
け
た
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て

多
彩
な
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
会
社
の
魅
力
を
発
信

多
彩
な
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
会
社
の
魅
力
を
発
信

「
口
コ
ミ
」
や
「
出
戻
り
」
へ
の
対
策
も
必
要

「
口
コ
ミ
」
や
「
出
戻
り
」
へ
の
対
策
も
必
要

　
物
流
の
最
前
線
に
立
つ
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
不
足
が
一
層
顕
在
化
・
深
刻
化

し
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、「
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
を
含
む
自
動
車
運
送
事

業
が
中
高
年
層
の
男
性
労
働
力
に
強
く
依

存
し
て
お
り
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
」、「
少
子
高
齢
化
・
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
に
伴
い
、
若
年
層
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
こ
と
」、
そ
し
て
「
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
年
間
所
得
額
が
全
産
業
平

均
に
比
べ
て
約
１
〜
２
割
低
い
と
い
う
一

方
で
、
年
間
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
全
産

業
平
均
と
比
べ
て
約
２
割
長
い
な
ど
、
他

産
業
に
比
べ
て
厳
し
い
労
働
条
件
で
あ
る

こ
と
」な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
の
物
流
を
持

続
可
能
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、

良
質
な
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
を
確
保

し
、定
着
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保

・
定
着
率
向
上
に
向
け
て
中
小
運
送
事
業

者
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、
㈱

コ
ヤ
マ
経
営
代
表
取
締
役
の
小
山
雅
敬
氏

に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

図１　求人票を作成する際のポイント
① 検索時に最初に表示される「検索結果一覧」の表示内容を意識して作成する
② 「職種」欄にアピールポイントを併記する（28 文字以内、例：「10トンドライバー

〔手積みなし、日帰り業務〕」など）
③ 「仕事の内容」の書き方を工夫する（全３６０文字のうち、特に検索結果一覧に

表示される最初の 90 文字を重視する。特に、「手積手卸し作業の有無」、「労
働時間」、「平均総支給額」等は、冒頭 90 文字中に記載する）

④ 「賃金」欄の上限金額を重視する（「a ＋ b ＋ c」欄の上限金額が求職者の希
望賃金を上回る必要があり、「d」欄に該当する意義が薄い手当は改廃を検討す
べき）

⑤ 福利厚生は最低５つ以上記載する（特に「免許・資格の取得支援」、「健康・
福祉に関する支援」、「食事・住宅に関する支援」の３つは記載必須）

⑥ デメリットをメリットに変える表現を工夫する（例：深夜運行の場合は「道路が空い
ていて運転しやすい」、「日中が自由である」ことを強調する）等

※ その他、特記事項欄では「働きやすい職場認証取得企業」で風通しのよい職場
である点や、教育リーダーによる丁寧な指導体制等を強調するとよい。

㈱
コ
ヤ
マ
経
営
　
代
表
取
締
役
　
小
山
　
雅
敬
氏

㈱
コ
ヤ
マ
経
営
　
代
表
取
締
役
　
小
山
　
雅
敬
氏

「持続可能な物流を目指すために「持続可能な物流を目指すために
ドライバー確保・定着率向上の方策とは」ドライバー確保・定着率向上の方策とは」

寄  

稿
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の
ア
ク
セ
ス
が
重
要
で
あ
る
︒

そ
の
た
め
に
︑
求
人
情
報
サ

イ
ト
を
利
用
す
る
会
社
が
多

い
︒
求
人
情
報
サ
イ
ト
に
は

総
合
求
人
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

（
リ
ク
ナ
ビ
等
）
と
求
人
検

索
エ
ン
ジ
ン
（
Ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｅ

ｄ
等
）︑
ド
ラ
イ
バ
ー
専
門

の
求
人
サ
イ
ト
（
ド
ラ
Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｒ
等
）
な
ど
各
種
の
サ
イ

ト
が
あ
り
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
と
メ
リ
ッ
ト
を
把
握
し
て

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
定
着
率
向

上
の
た
め
に
は
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
が
や
り
が
い
を
保
ち
つ
つ
︑

健
康
で
安
心
し
て
働
く
こ
と

が
で
き
る
職
場
づ
く
り
が
必

要
で
あ
る
︒そ
の
た
め
に
は
︑

自
社
の
現
状
を
総
点
検
し
︑

新
た
な
会
社
を
作
り
直
す
つ

も
り
で
徹
底
的
な
見
直
し
を

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
︒

運
送
会
社
が
︑
定
着
率
向
上

の
た
め
に
社
内
を
整
備
す
る

際
の
ポ
イ
ン
ト
は
︑
図
３
の

と
お
り
で
あ
る
︒

⑴ 

労
働
時
間
、
休
日
、
休
暇

制
度
の
整
備

　
﹁
長
時
間
労
働
で
毎
日
疲

れ
が
た
ま
る
﹂︑﹁
休
み
が
取

れ
ず
子
ど
も
の
卒
業
式
に
も

参
加
で
き
な
い
﹂
等
の
状
況

が
続
く
場
合
︑
社
員
は
耐
え

ら
れ
ず
に
離
職
す
る
︒
令
和

７
年
４
月
の
物
流
改
正
法
施

行
も
あ
り
︑
今
後
は
荷
主
等

の
認
識
も
変
化
す
る
た
め
︑

荷
主
や
元
請
と
の
交
渉
を
通

じ
て
労
働
時
間
の
改
善
に
取

使
い
分
け
る
こ
と
が
重
要
に

な
る
︒

⑶
﹁
口
コ
ミ
﹂
増
加
対
策

　

前
述
し
た
と
お
り
︑
口
コ

ミ
に
よ
る
入
社
が
最
若
年
層

で
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
︑

口
コ
ミ
入
社
を
増
や
す
対
策

を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
︒

　

本
来
は
自
然
発
生
的
に
会

社
の
評
判
が
伝
わ
り
︑
応
募

り
組
み
︑
社
員
の
健
康
を
守

る
必
要
が
あ
る
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
定
着
率
向

上
を
図
る
の
で
あ
れ
ば
︑
残

業
時
間
は
月
平
均
60
時
間
以

内
（
長
距
離
運
行
は
３
年
以

内
の
達
成
を
目
指
す
）︑
休

日
は
年
間
１
０
５
日
以
上
︑

休
暇
に
関
し
て
は
年
休
の
計

画
取
得
を
進
め
︑
年
休
の
完

全
消
化
を
目
指
す
と
と
も

に
︑
病
気
休
暇
等
の
特
別
休

暇
制
度
を
新
た
に
導
入
す
る

こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
︒

⑵ 

賃
金
体
系
、
人
事
評
価
制

度
・
定
年
延
長
の
整
備

　

賃
金
は
労
働
条
件
の
中
で

最
も
関
心
が
高
い
事
項
で
あ

り
︑
賃
上
げ
に
よ
る
賃
金
水

準
の
是
正
を
図
る
必
要
が
あ

る
︒
特
に
実
運
送
業
の
場
合

は
収
受
し
た
運
賃
・
料
金
の

み
が
賃
金
の
支
払
い
原
資
と

な
る
た
め
︑
荷
主
や
元
請
と

の
運
賃
交
渉
を
加
速
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
︒

　

ち
な
み
に
︑
運
賃
交
渉
成

功
の
決
め
手
は
正
式
な
文
書

に
よ
る
交
渉
で
あ
り
︑
公
正

取
引
委
員
会
﹁
労
務
費
の
適

切
な
転
嫁
の
た
め
の
価
格
交

渉
に
関
す
る
指
針
﹂
に
即
し

て
︑
公
表
デ
ー
タ
を
活
用
し

て
交
渉
す
る
こ
と
が
最
も
望

ま
し
い
︒

が
増
え
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
が
︑
早
く
効
果
を
求
め

る
の
で
あ
れ
ば
︑
働
い
て
い

る
既
存
社
員
か
ら
積
極
的
に

知
り
合
い
に
情
報
を
伝
え
て

も
ら
う
こ
と
が
有
効
で
あ
る
︒

そ
の
た
め
の
方
策
が
︑﹁
社

員
紹
介
制
度
﹂
や
﹁
求
人
協

力
報
奨
金
制
度
﹂
に
な
る
︒

　

例
え
ば
︑
東
海
地
方
の
Ｄ

社
は
社
員
に
対
し
て
︑
口
コ

ミ
に
よ
り
友
人
を
採
用
面
接

に
呼
ん
で
く
れ
た
ら
︑
１
人

に
つ
き
５
千
円
の
報
奨
金
を

与
え
︑
入
社
後
に
は
５
万
円

の
報
奨
金
を
与
え
る
制
度
を

導
入
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
関
西
の
Ｅ
社
は
社

員
に
対
し
て
︑
紹
介
入
社
１

人
に
つ
き
︑
当
該
社
員
が
入

社
し
て
か
ら
退
社
す
る
ま

で
︑
紹
介
者
の
月
例
賃
金
の

歩
合
率
を
３
％
引
き
上
げ
て

支
給
す
る
制
度
を
導
入
し
て

い
る
︒
Ｅ
社
で
は
口
コ
ミ
入

社
が
主
流
に
な
っ
て
お
り
︑

定
着
率
も
向
上
し
て
い
る
︒

⑷
出
戻
り
促
進
対
策

　

せ
っ
か
く
入
社
し
た
ド
ラ

イ
バ
ー
が
短
期
間
で
退
社
す

る
こ
と
が
多
く
︑
苦
慮
す
る

会
社
が
多
い
︒

　

一
方
︑
首
都
圏
に
あ
る
Ｆ

社
は
︑
退
社
後
に
再
入
社
す

る
﹁
出
戻
り
社
員
﹂
が
非
常

に
多
い
︒

　

そ
の
理
由
を
聞
く
と
︑
Ｆ

社
の
経
営
者
は
﹁
退
職
す
る

社
員
は
隣
の
芝
生
が
青
く
見

え
て
辞
め
る
が
︑
転
職
し
た

後
に
﹃
前
の
会
社
の
ほ
う
が

よ
か
っ
た
﹄
と
後
悔
す
る
者

が
多
い
︒
当
社
で
は
﹃
出
戻

り
大
歓
迎
﹄
と
言
っ
て
い
る

の
で
︑戻
り
や
す
い
﹂と
言
う
︒

　

ま
た
︑
北
関
東
に
所
在
す

る
Ｇ
社
は
︑
退
職
者
に
﹁
退

職
時
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂を
と
り
︑

退
職
理
由
を
把
握
し
て
い
る

が
︑
そ
の
際
に
﹁
再
入
社
優

先
パ
ス
ポ
ー
ト
﹂
を
発
行
し

て
︑
出
戻
り
を
奨
励
し
て
い

る
︒
再
入
社
優
先
パ
ス
ポ
ー

ト
に
は
﹁
次
の
職
場
で
も
ご

活
躍
さ
れ
る
よ
う
︑
お
祈
り

し
ま
す
︒
将
来
︑
わ
が
社
に

戻
っ
て
来
ら
れ
る
お
気
持
ち

が
あ
れ
ば
︑
い
つ
で
も
歓
迎

い
た
し
ま
す
︒
そ
の
際
は
︑

試
用
期
間
な
し
で
慣
れ
た
仕

事
に
就
い
て
い
た
だ
け
る
よ

う
︑
配
慮
い
た
し
ま
す
﹂
と

書
か
れ
て
あ
る
︒
求
職
者
の

絶
対
数
が
不
足
し
て
い
る
現

状
で
は
︑
出
戻
り
社
員
を
快

く
受
け
入
れ
る
し
く
み
も
重

要
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
賃
金
制
度
と
密
接

に
関
係
す
る
人
事
評
価
制
度

を
整
備
す
る
こ
と
も
必
要
で

あ
る
︒
運
送
業
の
人
事
評
価

制
度
は
客
観
的
な
評
価
項
目

（
無
事
故
無
違
反
︑
勤
怠
状

況
等
）
に
絞
り
︑
８
項
目
以

内
で
わ
か
り
や
す
い
評
価
制

度
に
す
る
こ
と
が
成
功
の
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
︒
物
流
子
会

社
が
︑
親
会
社
の
制
度
を
模

倣
し
た
り
︑
ま
た
は
そ
の
ま

ま
導
入
す
る
と
失
敗
す
る
︒

　

な
お
︑
運
送
業
の
定
年
年

齢
は
65
歳
が
最
も
適
し
て
い

る
︒
60
歳
定
年
で
は
︑
50
代

の
働
き
盛
り
の
ド
ラ
イ
バ
ー

を
採
用
で
き
な
い
か
ら
で
あ

る
︒
定
年
後
は
同
一
労
働
同

一
賃
金
の
趣
旨
に
沿
っ
て
︑

同
条
件
で
継
続
雇
用
す
る
制

度
が
よ
い
︒

⑶
福
利
厚
生
制
度
の
整
備

　

ド
ラ
イ
バ
ー
が
会
社
に
誇

り
を
も
て
る
よ
う
な
福
利
厚

生
制
度
を
整
え
る
必
要
が
あ

る
︒
万
一
病
気
や
け
が
で
働

け
な
く
な
っ
た
時
の
保
障
︑

住
宅
関
連
の
補
助
︑
遠
距
離

運
行
で
宿
泊
す
る
際
の
食
事

補
助
︑
健
康
管
理
に
関
す
る

補
助
（
法
定
外
健
診
︑
睡
眠

時
無
呼
吸
症
候
群︹
Ｓ
Ａ
Ｓ
︺

検
査
等
）
は
着
実
に
整
備
し

た
い
︒

　

な
お
︑
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
等
の
会
社
行
事
は
仲
間
意

識
の
醸
成
に
役
立
つ
が
︑
経

営
者
に
よ
る
定
期
的
な
面
接

を
実
施
す
る
こ
と
で
︑
さ
ら

に
若
年
者
の
孤
立
感
を
払
拭

す
る
こ
と
が
で
き
︑
定
着
率

向
上
に
向
け
た
相
乗
効
果
を

発
揮
す
る
の
で
︑
ぜ
ひ
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
︒

⑷ 

荷
役
作
業
の
見
直
し
、
作

業
環
境
の
改
善

　

炎
天
下
で
の
作
業
や
重
量

物
の
手
積
み
な
ど
厳
し
い
作

業
環
境
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

離
職
を
招
く
︒
経
営
者
は
︑

現
場
か
ら
要
望
が
出
る
前
に

作
業
環
境
の
改
善
に
着
手
す

べ
き
で
あ
る
︒

⑸ 

賞
与
・
退
職
金
制
度
の
整

備

　

定
着
率
向
上
の
た
め
に

は
︑
賃
金
水
準
の
是
正
と
と

も
に
賞
与
・
退
職
金
制
度
の

整
備
も
必
要
で
あ
る
︒

　

事
故
賠
償
金
制
度
等
は
廃

止
し
︑
賞
与
内
の
無
事
故
報

奨
部
分
に
組
み
入
れ
る
方
が

求
職
者
の
採
用
に
も
効
果
的

で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
︒ま
た
︑

退
職
金
制
度
を
検
討
す
る
際

は
︑
必
ず
基
本
給
か
ら
切
り

離
し
︑
在
職
中
の
人
事
評
価

結
果
を
反
映
で
き
る
ポ
イ
ン

ト
制
の
退
職
金
制
度
を
導
入

す
る
と
︑
在
職
中
の
働
き
甲

斐
の
醸
成
に
役
立
つ
︒

⑹
会
社
施
設
の
整
備

　

会
社
内
の
施
設
も
定
着
率

に
影
響
を
与
え
る
︒
特
に
︑

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
る
会

社
は
︑女
性
専
用
の
ト
イ
レ
︑

休
憩
室
︑
更
衣
室
等
を
整
備

す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
制
服
の
機
能
性
や

デ
ザ
イ
ン
も
見
直
し
︑
快
適

な
職
場
環
境
に
変
え
る
と
効

果
が
出
る
︒

⑺ 

組
織
・
教
育
体
系
・
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
の
整
備

　

気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口

を
作
る
こ
と
︑
お
よ
び
教
育

体
系
と
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を

明
示
す
る
こ
と
も
︑
若
年
者

の
定
着
率
向
上
に
必
要
で
あ

る
︒

4
ド
ラ
イ
バ
ー
の
定
着
率
向
上
に
向
け
た
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て

自
社
の
現
状
を
総
点
検
し
て

自
社
の
現
状
を
総
点
検
し
て

社
員
目
線
に
立
ち
な
が
ら
徹
底
的
見
直
し
を

社
員
目
線
に
立
ち
な
が
ら
徹
底
的
見
直
し
を

　

前
述
し
た
内
容
は
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の
採
用
と
定
着
率
向

上
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き

事
項
で
あ
る
︒
た
だ
し
︑
中

小
運
送
会
社
が
こ
れ
ら
の
内

容
を
一
度
に
実
施
す
る
こ
と

は
難
し
い
︒
今
す
ぐ
取
り
組

む
こ
と
と
中
期
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
分
け
て
︑
優
先
順

位
を
つ
け
て
着
実
に
進
め
る

と
よ
い
だ
ろ
う
︒

　

例
え
ば
︑
採
用
に
関
す
る

事
項
は
す
ぐ
に
取
り
組
み
︑

定
着
に
関
わ
る
賃
金
人
事
制

度
等
の
見
直
し
は
２
~
３
年

程
度
の
期
間
で
構
築
す
る
な

ど
で
あ
る
︒

　

現
在
の
人
口
構
成
や
少
子

高
齢
化
の
進
展
を
み
て
も
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
今
後
さ

ら
に
深
刻
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
︒
中
小
運
送
会
社

は
︑
今
こ
そ
本
気
で
社
内
改

革
を
進
め
る
べ
き
時
で
あ
る
︒

5
今
す
ぐ
取
り
組
む
こ
と
と
中
期
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と

優
先
順
位
を
つ
け
て
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め

優
先
順
位
を
つ
け
て
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め

運
送
会
社
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て
い
く

運
送
会
社
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て
い
く

■
小
山　

雅
敬
氏

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
５
４
年
生
ま
れ
︑

大
阪
府
出
身
︒
大
阪
大
学

経
済
学
部
卒
業
後
︑
都
市

銀
行
へ
入
行
︒
中
小
企
業

事
業
団
︑
都
銀
シ
ン
ク
タ

ン
ク
で
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業
務
に
従
事
︒
１
９

９
１
年
︑
大
手
損
害
保
険

会
社
に
入
社
︒
同
社
の
営

業
推
進
部
長
兼
経
営
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
︑

法
人
開
拓
推
進
と
法
人
向

け
経
営
支
援
業
務
に
従

事
︒
自
ら
全
国
を
回
り
︑

３
０
０
０
社
以
上
の
経
営

相
談
や
社
員
研
修
を
実

施
︒
セ
ミ
ナ
ー
講
演
も
多

数
実
施
︒
２
０
１
５
年
４

月
︑コ
ヤ
マ
経
営
を
開
業
︒

中
小
企
業
診
断
士
な
ど
の

資
格
を
も
ち
︑
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
主
催
﹁
人
材

確
保
セ
ミ
ナ
ー
﹂
講
師
な

ど
を
務
め
る
︒

図３　定着率向上のために社内を整備する際のポイント
⑴労働時間、休日、休暇制度の整備
⑵賃金体系、人事評価制度・定年延長の整備
⑶福利厚生制度の整備
⑷荷役作業の見直し、作業環境の改善
⑸賞与・退職金制度の整備
⑹会社施設の整備
⑺組織・教育体系・キャリアプランの整備

図２　求人用ホームページ作成のポイント
㋐動画と写真を効果的に使う
　動画や写真は文字よりわかりやすく、訴求力があり、応募を増やすことができる。
㋑働いている社員のコメントを載せる
　最も関心をもって閲覧されるため、５人以上のコメントを載せるとよい（コメントの内容：

「なぜ同社に入社したか」、「働いて感じたこと」、「職場の雰囲気」、「やりがいを感じ
ること」等）。

㋒「一日の流れ」を載せる
　一日の仕事の流れを載せると、イメージが沸き、応募しやすくなる。
㋓募集する対象に応じて伝えたい情報を工夫する
　女性・新卒・未経験者等、求職者の立場の違いによって知りたい情報が異なるため、

それぞれに向けたアピールポイントを記載するとよい。
㋔入社後のサポート体制、研修内容、その他福利厚生等を詳細に載せる
　入社の不安感を取り除き、安心して働ける職場であることを伝える。

　厚生労働省では、厚労省
HP の「人材開発」ページ（写
真、二次元コード）において、
人材開発に取り組む事業主
を支援するための「人材開発
支援策」などを紹介していま
す。
　同ページでは、従業員のス
キルアップに繋げるための
事業主への助成金や、従業員
のキャリア形成を促すため
の制度、また会社の将来を担
う若者を採用・育成するため
の制度などについて紹介し
ています。また、事業者への
支援策をまとめたリーフレ
ットを閲覧することができ
ます。
　同ページを活用しながら

「人材開発」への取り組みを
進め、従業員
の定着率向上
に繋げましょ
う。

人材開発に取り組む事業主を支援します

「人材開発」への取り組みを進めて「人材開発」への取り組みを進めて
従業員の定着率向上に繋げましょう！従業員の定着率向上に繋げましょう！

厚労省
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安全対策事業
▪安全装置等導入促進助成事業
〈助成対象装置〉
次に掲げる安全装置
① 後方視野確認支援装置（常時、後方視野が確保できるもの）
② 側方衝突監視警報装置（車両総重量7.5トン以上［トラクタの場合は第5

輪荷重8.5トン以上］の事業用トラックに側方衝突監視警報装置※を装着
した場合に限る）

　※ 左折時に歩行者や自転車との衝突の危険性を電子的に判断し、衝突の
危険性が生じた場合に警告音および警告灯にて運転者に知らせるもの

③ 呼気吹込み式アルコールインターロック（国土交通省の技術指針に適合
している必要あり）

④ IT機器を活用した遠隔地で行う点呼に使用する携帯型アルコール検知器
（Ｇマーク認定事業所が導入するもので、被測定者の意思によらず自動
的に測定結果を端末［営業所設置］に送信できるものに限る）

⑤ 大型車用トルク・レンチ（車両総重量8トン以上の事業用トラックを管理
する事業所において「600N・m」以上の締め付け能力を有する自立型ト
ルク・レンチ、トルクセッター型インパクトレンチを含む）

〈助成額〉
①③④は、対象装置ごとに機器取得価格の２分の１（上限２万円）
②は、車両1台につき、取得価格の２分の１（上限10万円）
⑤は、1事業所1台、取得価格の２分の１（上限３万円）
※ 同一事業において国の補助金が交付される場合、全ト協は助成金を交付

しない

▪ドライバー等安全教育訓練促進助成制度
〈助成対象研修〉
ドライバー等に対する安全教育訓練で、全ト協が指定する研修

〈助成額〉
・ 特別研修（２泊３日）： 受講料の７割を助成（Ｇマーク認定事業所の場合

は全額助成）
・一般研修（１泊２日）：１万円

〈助成対象研修施設〉
▽ 特定研修施設

・中部トラック総合研修センター
・埼玉県トラック総合教育センター

▽ 指定研修施設
・総合交通教育センタードライビングアカデミー北海道
・総合交通教育センタードライビングアカデミー弘前
・総合交通教育センタードライビングアカデミー宮城
・秋田モータースクール
・総合交通教育センタードライビングアカデミー南湖
・自動車安全運転センター安全運転中央研修所
・総合交通教育センタードライビングアカデミー茨城
・総合交通教育センタードライビングアカデミー栃木
・総合交通教育センタードライビングアカデミーぐんま
・総合交通教育センタードライビングアカデミー千葉
・総合交通教育センタードライビングアカデミー小田原
・新潟自動車学校
・総合交通教育センタードライビングアカデミー中越
・総合交通教育センタードライビングアカデミー長野
・総合交通教育センタードライビングアカデミー大原
・クレフィール湖東交通安全研修所
・総合交通教育センタードライビングアカデミーABOSHI
・総合交通教育センタードライビングアカデミーテクノ
・㈱阿波自動車学校
・総合交通教育センタードライビングアカデミーONGA
・総合交通教育センタードライビングアカデミー佐賀
・㈲八代ドライビングスクール
・総合交通教育センタードライビングアカデミーMIYUKI

▪中小企業大学校講座受講促進助成事業
〈助成対象〉
都道府県ト協会員である中小企業者＊の経営者、後継者および管理者

〈助成額〉
受講料の３分の１（その他都道府県ト協より助成される場合もあり）
※ 国、自治体、他団体（都道府県ト協含む）等からの助成金の合計が受講料の

３分の２を超える場合、全ト協は助成金を交付しない。
〈助成対象校〉
（独）中小企業基盤整備機構が運営する中小企業大学校（旭川校、仙台校、
三条校、東京校、瀬戸校、関西校、広島校、九州校、人吉校、金沢キャンパ
ス、四国キャンパス、Web校）

〈助成対象講座〉
① トップのための経営戦略、経営計画等に関する講座
② 実践的な財務管理、利益計画等に関する講座
③ 管理者のための人材育成、労務管理等に関する講座
④ 女性リーダーの能力開発等に関する講座
⑤ 情報化、システム構築に関する講座
⑥その他物流事業に関する講座

▪自家用燃料供給施設整備支援助成事業
〈助成対象〉
都道府県ト協会員事業者・トラック運送事業協同組合・トラック運送事業
協同組合連合会による軽油供給施設の新設・増設または増設を伴う代替

〈助成額〉
・ 軽油タンクの新設（設置１か所分のみ）：100万円
・ 軽油タンクの増設、増設を伴う代替：30万円

▪インターンシップ導入促進支援事業
〈助成対象〉
都道府県ト協会員である中小企業者＊

〈助成対象事業等〉
会員事業者が、全ト協の開設したインターンシップ受入事業者サイトに登
録後、高等学校以上の教育機関からの依頼により学生をインターンシップ
で受け入れた場合に、以下の要件に適合するもの（都道府県ト協ごとの１事
業者当たりの申請は１回に限る）
⑴ 受け入れ期間が３日間以上であること
⑵  トラック運送事業の理解を深めることを目的としたプログラムであり、

次の内容を含むものであること
① 点呼や日常点検等安全運行に向けた取り組みの見学等
② 乗務体験（学校側からの要請または社内規定で乗務体験を含まない場

合を除く）
⑶  プログラムの内容が別に定める要件を満たすものであること（上記二次
元コードより交付要綱参照）

〈助成額〉
受け入れ期間＝３日間：９万円、４日間：11万円、５日間以上：13万円

※ ただし、上記受け入れ期間は同一学生に対する受け入れ期間とし、受け入
れ人数にかかわらず上記の助成額とする

▪自動点呼機器・DX導入促進助成事業
〈助成対象〉
都道府県ト協の会員事業者で中小事業者＊

〈助成対象事業等〉
国交省が認定した業務後自動点呼機器で、事業者が国交省に業務後自動点
呼の実施に係る届出をした場合

〈助成額〉
対象となる業務後自動点呼機器の導入費用（上限10万円、Gマーク事業者
は2台上限20万円）

＊ 中小事業者：中小企業基本法（昭和38年法律第154号）第2条第1項第1号に掲げる資本
金3億円以下または従業員数300人以下の中小企業者

▪ トラック運転者の「睡眠時無呼吸症候群（SAS）」スクリーニ
ング検査助成制度

〈助成対象〉
指定検査・医療機関が実施するSASスクリーニング検査のうち、健康保険
適用外である第1次検査および第2次検査

〈助成額〉
①第1次検査費用の半額（上限500円／人）
② 第2次検査費用の半額（上限2,000円／人）
③ 第1次検査および第２次検査を同時に実施し

ている場合は、合計費用の半額（上限2,500
円／人）

〈指定検査・医療機関〉
（NPO）睡眠健康研究所、（NPO）ヘルスケアネットワーク、（一財）運
輸・交通SAS対策支援センター、各都道府県ト協指定検査・医療機関
※ 同一事業において国の補助金が交付される場合、全ト協は助成金を交付

しない

▪ 血圧計導入促進助成事業
〈助成対象機器〉
管理医療機器かつ特定保守管理医療機器である全自動血圧計（業務用）

〈助成額〉
機器取得費用の２分の１（上限5万円）
※ 中小企業者＊に限る。
※ 同一事業において国の補助金が
　交付される場合、全ト協は助成
　金を交付しない

環境対策事業
▪環境対応車導入促進助成事業
〈助成対象車両と助成金交付額〉
車両総重量2.5トン超の下記の車両のうち、令和７年４月１日（火）から令
和８年３月13日（金）の間に新車新規登録が完了する車両

▪アイドリングストップ支援機器導入促進助成事業
〈助成対象機器〉
トラックドライバーが休憩、荷待ち等におけるエンジン停止時に相当時間連
続して使用可能な車載用冷暖房機器で、次に掲げるもの
①エアヒータ
②車載バッテリー式冷房装置

〈助成額〉
機器取得価格の２分の１以内（上限６万円）
※ 同一事業において国の補助金が交付される場合、全ト協は助成金を交付

しない

経営改善事業
▪若年ドライバー等確保のための運転免許取得支援助成事業
〈助成対象〉
以下の教習または準中型免許取得のために指定自動車教習所等でかかる費
用（事業者が負担した場合に限る）
⑴特例教習の講習
⑵準中型免許の取得のうち

① 準中型免許の新規取得
②５トン限定準中型免許の限定解除

⑶外国免許切替講習の受講
〈助成額〉
助成額、条件、申請方法等の詳細については、所属の都道府県ト協にお問
い合わせください

側方衝突監視警報装置
Aピラー内側に設置
された警報表示器

　全日本トラック協会は、令和７年度も都道府県トラック協会を通
じて各種助成事業を実施する。実施期間や申し込み等詳細に関す
るお問い合わせは、所属する都道府県ト協まで。※都道府県ト協に
よって助成対象や助成額が異なる場合があります。

助成対象車両 助成金交付額（定額）

天然ガス自動車

内燃機関の燃料として可燃性ガスを用
いる自動車で、当該自動車に係る自動
車検査証記録事項の燃料欄に当該自動
車の燃料が LNG もしくは CNG と記載
されているもの

大　型 100 万円

中　型 45.9 万円

小　型 12.2 万円

ハイブリッド自動車

内燃機関を有する自動車で併せて電気
または蓄圧器に蓄えられた圧力を動力
源として用いるものであり、かつ、当
該自動車に係る自動車検査証記録事項
の備考欄に当該自動車がハイブリッド
車と記載されているもの

大　型 60 万円

中　型 33.5 万円

小　型 9.7 万円

電気自動車

中小企業者＊のみ

搭載された電池によって駆動される電
動機を原動機とする自動車で、当該自
動車に係る自動車検査証記録事項の燃
料欄に当該自動車の燃料が電気と記載
されているもの

小　型 30 万円

燃料電池自動車

中小企業者＊のみ

圧縮水素または液体水素を燃料とし、
燃料電池スタックおよび電動機を備え
たもので、当該自動車に係る自動車検
査記録事項の燃料欄に当該自動車の燃
料が燃料電池自動車と記載されている
もの

小　型 30 万円

写真㊤： 
車載バッテリー式冷房装置

写真㊦：
エアヒータ

令和７年度令和７年度  全ト協の主な助成制度のご案内全ト協の主な助成制度のご案内ご活用ください

全ト協助成制度ページ
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令和７年度トラック関係施策に関する要望と税制改正大綱の主な内容
要望事項 令和７年度税制改正大綱（令和６年１２月27日閣議決定版）の内容

●税制改正関連要望事項
１．自動車関係諸税の簡素化・軽減等

⑴自動車関係諸税の簡素化・軽減 ・ 自由民主党、公明党及び国民民主党の幹事長間で「いわゆる『ガソリンの暫定税率』は、廃止する。具体的な実施方法等については、引
き続き関係者間で誠実に協議を進める。」ことが合意された旨、大綱に記載された。（与党税制大綱）

・ 自動車関係諸税の見直しについては、「日本の自動車戦略やインフラ整備の長期展望等を踏まえるとともに、『2050 年カーボンニュート
ラル』目標の実現に積極的に貢献するものでなければならない。（中略）自動車関係諸税を負担する自動車ユーザーの理解にも資するよ
う、受益者負担・原因者負担といった課税の考え方や、これまでの沿革等を踏まえつつ、使途の明確化を図るとともに、受益と負担の対
応関係を分かりやすく説明していく。その際、中長期的には、データの利活用による新たなモビリティサービスの発展等、自動車の枠を超
えたモビリティ産業の発展に伴う経済的・社会的な受益者の広がりや保有から利用への移行等を踏まえるとの考え方を踏まえつつ、公
平・中立・簡素な課税のあり方について、中長期的な視点から、車体課税・燃料課税を含め総合的に検討し、見直しを行う」とされた。　

・ 車体課税については、「取得時における負担軽減等課税のあり方を見直すとともに、自動車の重量及び環境性能に応じた保有時の公
平・中立・簡素な税負担のあり方等について、関係者の意見を聴取しつつ検討し、令和8年度税制改正において結論を得る」とされた。ま
た、利用に応じた負担の適正化に向けた課税の枠組みについて、「使途、執行・関係技術等を踏まえ検討し、課税の枠組みについて、令
和8年度税制改正において結論を得る」とされた。（与党税制大綱）

⑵自動車関係諸税における営自格差の拡充 ・ 自動車税における営自格差の見直しについては、言及されなかった。
⑶自動車重量税の道路特定財源化 ・ 自動車重量税の道路特定財源化については、言及されなかった。

２．中小企業投資促進税制の特例措置の延長 ・ 適用期限が2年延長された。
３．特例措置の延長

⑴自動車税環境性能割のASV（先進安全自動車）特例措置の延長 ・ 歩行者検知機能付き衝突被害軽減制動制御装置を搭載した車両総重量3.5t超のトラック（新車）等の取得に係る自動車税（環境性能
割）の特例措置を2年延長するとされた。

⑵中小企業・協同組合等の法人税率の特例措置の延長 ・ 所得の金額が年10億円を超える事業年度について、所得の金額のうち年800万円以下の金額に適用される税率を17％（現行：15％）に
引き上げる見直しを行った上で、適用期限が2年延長された。

⑶ 中小企業経営強化税制の特例措置の延長 ・ 適用要件を見直した上で、適用期限が2年延長された。
⑷中小企業防災・減災投資促進税制の特例措置の延長
（特定事業継続力強化設備等の特別償却制度）

・適用要件を見直した上で、適用期限が2年延長された。

４． トラック協会が運営する地域防災・災害対策関連施設等について固定資産税
の軽減措置の適用 ・ 固定資産税の軽減措置の適用については、言及されなかった。

令和７年度トラック関係施策に関する要望と令和６年度補正予算の主な内容
要望事項 令和6年度補正予算の主な内容

●道路関係要望事項 令和６年度補正予算
○令和6年度補正予算については、令和6年12月17日に成立した。

①物流の革新や持続的成長に向けた中長期計画を踏まえた取組の推進（387億円）
②自動車運送事業の各種申請手続オンライン化に伴う申請手続の最適化・効率化のための調査（2.19億円)
③持続可能な物流を支える物流効率化実証事業（23億円）＜経産省事業＞
④物流革新に向けた取組の推進のうち持続可能な食品等流通緊急対策事業（30億円）＜農水省事業＞
⑤運輸業、海運業等における人材確保・育成等（12.7億円）　
⑥生産性向上や民間投資の誘発等に資する港湾機能の強化（143億円）
⑦商用車等の電動化促進事業（400億円）＜環境省・経産省連携事業＞
⑧サステナブル倉庫モデル促進事業（48億円の内数）＜環境省連携事業＞
⑨高速道路料金の大口・多頻度割引の拡充措置の延長（78億円）
⑩災害時における物流・人流の確保（2,494億円）　

・迅速な復旧・復興のための高規格道路の未整備区間の整備や4車線化等の推進、道路等の防災・減災対策の推進　等
⑪通学路等の交通安全対策の推進（202億円）　

・高速道路の暫定2車線区間の4車線化等の推進　等
⑫効率的な物流ネットワークの早期整備・活用（621億円）

・ 三大都市圏環状道路等の整備推進、安全・円滑な物流等のための道路ネットワーク構築等の推進、ダブル連結トラックによる省人
化、SA・PA駐車マス不足の解消　等

⑬地域・拠点の連携を促す道路ネットワークの整備（1,974億円）　
・地域・拠点をつなぐ高速道路ネットワークの構築、スマートICの活用　等

⑭重点支援交付金の追加（1兆円）
・推奨事業メニュー（6,000億円）

１．高速道路料金徴収期限の延長を踏まえた利便性向上策の推進

２．高速道路料金等の引下げ

３．物流基盤の整備

４．特殊車両通行許可に係る諸課題の改善

５．その他諸施策の推進

●予算・施策関係要望事項

１．物流革新に向けた政策パッケージへの対応にかかる支援

２．燃料価格高騰への支援

３．環境・交通安全対策に係る支援

４．施策要望

令和７年度トラック関係施策に関する要望と令和７年度予算の主な内容
要望事項 令和７年度予算の主な内容

●道路関係要望事項
令和７年度予算
○令和7年度予算については、下記の通り、令和7年3月31日に成立した。
（○トラック運送事業関係）

①物流の革新や持続的成長に向けた中長期計画を踏まえた取組の推進（163億円）
②人手不足解消に向けた自動運転トラックによる幹線輸送実証事業（0.08億円）
③自動車運送業における外国人材の適正な受入環境の確保（0.47億円）
④自動車運送事業の安全対策事業（3.54億円）
⑤運輸部門の脱炭素化に向けた先進的システム社会実装促進事業（14.15億円）＜環境省・農水省連携事業＞
⑥環境配慮型先進トラック・バス導入加速事業（33.02億円）＜環境省・経産省連携事業＞
⑦ トラック輸送における更なる省エネルギー化に向けた推進事業/新技術活用によるサプライチェーン全体輸送効率化・非化石エネル

ギー転換推進事業（62億円の内数）＜経産省事業＞
⑧物流の革新に向けた取組の推進＜農水省事業＞

・持続可能な食品等流通対策事業（1.2億円）
・食品流通拠点整備の推進（120億円の内数）

（○道路関係）
①災害時における物流・人流の確保（4,103億円）

・迅速な復旧・復興のための高規格道路の未整備区間の整備や4車線化等の推進、道路等の防災・減災対策の推進　等
②通学路等の交通安全対策の推進（2,501億円）

・高速道路の暫定2車線区間の4車線化等の推進　等
③効率的な物流ネットワークの早期整備・活用（3,676億円）

・ 三大都市圏環状道路等の整備推進、安全・円滑な物流等のための道路ネットワーク構築等の推進、ダブル連結トラックによる省人
化、SA・PA駐車マス不足の解消　等

④地域・拠点の連携を促す道路ネットワークの整備（3,732億円）　
・地域・拠点をつなぐ高速道路ネットワークの構築、スマートICの活用　等

（○厚生労働省関係）
①業務改善助成金（15億円）
②人材開発支援助成金（訓練関係）（545億円の内数）
③中小企業・小規模事業者等に対する働き方改革推進支援事業（30億円）
④働き方改革推進支援助成金（92億円）
⑤両立支援等助成金（育児休業等支援コース他）（358億円）
⑥両立支援等助成金（不妊治療及び女性の健康課題対応両立支援コース）（0.84億円）
⑦民間企業における女性活躍促進事業（2.4億円）

１．高速道路料金徴収期限の延長を踏まえた利便性向上策の推進

２．高速道路料金等の引下げ

３．物流基盤の整備

４．特殊車両通行許可に係る諸課題の改善

５．その他諸施策の推進

●予算・施策関係要望事項

１．物流革新に向けた政策パッケージへの対応にかかる支援

２．燃料価格高騰への支援

３．環境・交通安全対策に係る支援

４．施策要望

全ト協 令和７年度 トラック関係施策に関する要望と結果全ト協 令和７年度 トラック関係施策に関する要望と結果
政府は令和6年12月27日、令和7年度税制改正大綱を閣議決定した。また、7年3月31日には、7年度予算が成立した。全ト協からの7年度トラック関係施策に関する要望と結果は下表の通り。



（10）第2257号（第3種郵便物認可）令和7年（2025年）4月5日

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

新
年
度
を
迎
え
た
︒
昨
年
４
月

１
日
か
ら
残
業
時
間
規
制
が
始
ま

り
︑
今
年
３
月
末
で
ち
ょ
う
ど
１

年
が
経
過
し
た
︒﹁
年
間
残
業
９

６
０
時
間
を
切
る
こ
と
が
で
き
た

か
ど
う
か
︑
最
初
の
１
年
目
の
結

果
が
出
た
﹂
こ
と
に
な
る
︒
最
大

残
業
時
間
規
制
を
達
成
し
た
事

業
者
も
い
れ
ば
︑
そ
う
で
な
か
っ

た
事
業
者
も
い
る
︒﹁
ま
だ
ク
リ

ア
で
き
て
い
な
い
事
業
者
に
と
っ

て
は
︑
今
年
度
が
正
念
場
と
い
え

る
﹂︒
特
に
長
距
離
輸
送
の
事
業

者
に
は
︑
あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

九
州
と
関
東
間
の
長
距
離
輸
送

で
︑
年
間
残
業
時
間
が
最
長
で
も

７
０
０
時
間
を
実
現
し
た
中
小
事

業
者
が
い
る
︒
本
社
は
福
岡
県
で
︑

佐
賀
県
や
鹿
児
島
県
の
営
業
所
の

他
︑関
西（
東
大
阪
市
）︑関
東（
埼

玉
︑
神
奈
川
県
）
に
も
営
業
拠
点

が
あ
る
︒
定
期
便
運
行

や
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
長

距
離
輸
送
と
︑
各
拠

点
か
ら
の
地
域
配
送
を

行
っ
て
い
る
︒
グ
ル
ー

プ
の
保
有
車
両
数
は
約

２
５
０
台
で
あ
る
︒

　

昨
年
度
の
ド
ラ
イ
バ

ー
の
残
業
時
間
を
み
る

と
︑﹁
長
距
離
ド
ラ
イ

バ
ー
で
は
残
業
の
多
い
人
で
も

年
間
７
０
０
時
間
︑
地
場
輸
送

で
は
８
０
０
時
間
~
９
０
０
時

間
の
人
も
い
る
﹂︒
長
距
離
よ

り
地
場
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
が

全
体
的
に
残
業
時
間
が
長
い
と

い
う
﹁
逆
転
現
象
﹂
が
起
き
て

い
る
︒
そ
の
理

由
は
︑﹁
昨
年
春

か
ら
地
場
輸
送

の
協
力
会
社
の

ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
を
︑
社
内
の

ド
ラ
イ
バ
ー
で

カ
バ
ー
し
て
い
る

か
ら
﹂
だ
︒
そ

れ
で
も
９
６
０
時

間
は
超
え
て
い

な
い
︒

　

一
方
︑
長
距

離
ド
ラ
イ
バ
ー

は
︑
最
長
で
も

す
で
に
７
２
０
時

間
を
ク
リ
ア
し

て
い
る
︒
一
番
の

理
由
は
フ
ェ
リ
ー
の
有
効
利
用

だ
︒
同
社
は
﹁
16
年
前
か
ら
︑

走
行
距
離
３
０
０
㌔
㍍
以
上
で

は
高
速
道
路
を
利
用
す
る
よ
う

に
し
た
﹂︒
こ
れ
だ
け
で
月
間

拘
束
時
間
を
40
％
短
縮
で
き

た
︒
そ
し
て
︑９
年
前
か
ら
は
︑

九
州
門
司
港
と
大
阪
南
港
の
フ
ェ

リ
ー
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
︒
さ

ら
に
︑
有
明
~
新
門
司
︑
横
須
賀

~
新
門
司
︑
別
府
~
大
阪
南
︑

泉
大
阪
︑
神
戸
な
ど
利
用
す
る
フ

ェ
リ
ー
航
路
を
増
や
し
て
き
た
︒

　

実
は
︑
10
年
前
に
は
中
継
輸
送

の
実
証
実
験
に
も
参
加
し
た
︒﹁
社

内
で
中
継
輸
送
を
導
入
す
る
こ
と

を
考
え
た
﹂か
ら
で
あ
る
︒
だ
が
︑

現
在
は
中
継
輸
送
で
は
な
く
︑
フ

ェ
リ
ー
利
用
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

を
推
進
し
て
い
る
︒
そ
の
理
由
は
︑

同
社
の
場
合
︑
上
り
と
下
り
の
荷

物
に
波
動
が
あ
る
か
ら
だ
と
い

う
︒
中
継
輸
送
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー

が
乗
務
す
る
の
で
︑
上
下
イ
ー
ブ

ン
の
荷
物
量
し
か
で
き
な
い
︒
空

荷
輸
送
は
さ
せ
ら
れ
な
い
か
ら

だ
︒
だ
が
﹁
フ
ェ
リ
ー
な
ら
︑
九

州
向
け
の
荷
物
が
多
い
時
期
は
償

却
の
済
ん
だ
古
い
車
両
（
単
車
）

で
幹
線
を
無
人
航
送
し
︑
車
両
は

そ
の
ま
ま
九
州
に
お
い
て
お
く
︒

逆
に
︑
関
東
向
け
の
荷
物
が
多
い

時
期
は
そ
の
反
対
の
使
い
方
が
で

き
る
﹂
か
ら
で
あ
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
荷
物
の
波
動
な
ど

も
考
慮
し
て
︑
ど
の
よ
う
な
方
法

を
採
り
入
れ
れ
ば
労
働
時
間
を
短

縮
で
き
る
か
︒
各
社
各
様
の
手
法

が
あ
る
︒

第
351
回

トラックの有効稼働とフェリー輸送

　
　
　
　

︻
解
説
︼
従
業
員
の
携
帯
電
話
等
を

使
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
物
品

販
売
︑
い
わ
ゆ
る
ネ
ッ
ト
販
売
の
規

制
に
つ
い
て
は
︑
業
務
中
に
行
わ
れ
る

も
の
と
そ
れ
以
外
の
場
合
の
二
つ
に
分

け
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

　

ま
ず
︑
勤
務
中
の
場
合
は
︑
明
ら

か
に
職
務
専
念
義
務
に
違
反
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
か
ら
︑
当
然
規
制
す

る
こ
と
は
可
能
で
す
︒
通
常
︑
就
業

　
最
近
、
従
業
員
の
う
ち
何
人
か

が
携
帯
電
話
を
使
っ
て
、
自
宅
に

あ
る
不
用
品
等
の
ネ
ッ
ト
販
売
を

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
会
社
と
し

て
は
、
余
計
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ

た
め
規
制
を
し
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
で

し
ょ
う
か
。
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ト ラ ブ ル 防 止 の
た め ネ ッ ト 販 売
を 規 制 し た い が

規
則
に
お
い
て
は
服
務
規
律
を
定
め

て
お
り
︑
例
え
ば
従
業
員
の
責
務
と

し
て
︑﹁
従
業
員
は
︑
上
長
の
指
示

命
令
に
従
い
︑
会
社
の
諸
規
則
を
守

り
︑
自
己
の
職
務
に
専
念
す
る
と
と

も
に
︑
お
互
い
に
協
力
し
て
業
務
能

率
の
向
上
を
図
り
︑
職
場
秩
序
の
維

持
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂と
し
︑

あ
る
い
は
さ
ら
に
︑
そ
の
遵
守
事
項

と
し
て
︑﹁
勤
務
中
は
職
務
に
専
念
し
︑

勤
務
の
場
所
を
み
だ
り
に
離
れ
な
い

こ
と
﹂
な
ど
と
規
定
し
て
い
ま
す
︒

こ
の
よ
う
に
︑
就
業
規
則
に
定
め
て

あ
れ
ば
︑
広
く
規
制
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
︒

　

た
だ
し
︑
携
帯
電
話
の
使
用
そ
の

も
の
に
つ
い
て
は
︑
従
業
員
も
社
会

生
活
を
送
っ
て
い
る
以
上
︑
勤
務
時

間
中
と
い
え
ど
も
外
部
と
連
絡
を
取

る
こ
と
が
い
っ
さ
い
許
さ
れ
な
い
わ
け

で
は
な
く
︑
業
務
上
の
特
段
の
定
め

が
な
い
限
り
︑
職
務
遂
行
の
支
障
と

な
ら
な
い
な
ど
社
会
通
念
上
相
当
と

認
め
ら
れ
る
範
囲
で
許
さ
れ
る
点
に

留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒
ま
た
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
関
し
て
は
︑

勤
務
の
大
半
が
事
業
場
の
外
で
行
わ

れ
る
た
め
︑
直
接
︑
管
理
監
督
の
及

び
に
く
い
部
分
が
多
く
︑
適
切
な
管

理
が
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
︒

　

こ
の
た
め
︑
服
務
規
律
に
︑
こ
の

よ
う
な
点
を
念
頭
に
お
い
て
︑﹁
勤

務
時
間
中
に
︑
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

の
情
報
端
末
を
使
い
︑
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
た
物
品
販
売
︑
金
融

取
引
や
ゲ
ー
ム
︑
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
動
画
閲

覧
等
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
﹂
な
ど

具
体
的
な
規
定
を
定
め
て
お
き
︑
そ

の
う
え
で
︑
日
常
的
に
︑
朝
礼
な
ど

を
通
じ
繰
り
返
し
指
導
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
で
し
ょ
う
︒

　

一
方
︑
勤
務
時
間
外
は
︑
本
来
労

働
者
の
自
由
な
時
間
帯
で
あ
り
︑
一

律
に
規
制
す
る
の
は
難
し
い
で
し
ょ

う
︒
も
と
も
と
ネ
ッ
ト
販
売
は
︑
自

宅
で
気
軽
に
で
き
る
と
い
う
性
質
上
︑

自
己
の
不
用
品
を
そ
の
都
度
販
売
す

る
な
ど
の
行
為
は
広
く
普
及
し
て
い

る
よ
う
で
す
︒
仮
に
︑
就
業
規
則
に

副
業
・
兼
業
禁
止
規
定
を
お
い
て
い

た
と
し
て
も
︑
例
え
ば
︑
自
ら
商
品

を
仕
入
れ
て
販
売
す
る
な
ど
の
反
復

継
続
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ

て
も
︑
勤
務
時
間
外
に
お
い
て
短
時

間
で
あ
れ
ば
︑
副
業
・
兼
業
だ
と
し

て
不
許
可
・
禁
止
に
す
る
こ
と
は
難

し
い
で
し
ょ
う
︒
し
か
も
︑
自
宅
で

の
ネ
ッ
ト
販
売
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

会
社
側
が
把
握
す
る
の
は
︑
ほ
ぼ
不

可
能
で
す
か
ら
な
お
さ
ら
で
す
︒

　

た
だ
し
︑﹁
長
時
間
に
及
び
本
業

に
格
別
の
支
障
を
き
た
す
よ
う
な
態

様
で
の
ネ
ッ
ト
販
売
﹂
に
つ
い
て
は
︑

就
業
規
則
の
副
業
・
兼
業
禁
止
規
定

に
そ
れ
を
具
体
的
な
項
目
と
し
て
盛

り
込
ん
だ
り
︑
副
業
・
兼
業
と
し
て

認
め
る
場
合
で
も
︑﹁
本
業
に
支
障
の

な
い
範
囲
内
で
許
可
す
る
﹂
な
ど
の

規
定
を
設
け
た
り
す
る
こ
と
で
︑
一

定
の
規
制
を
課
す
こ
と
は
可
能
で
す
︒

Ａ�

就
業
規
則
に
定
め
、
朝
礼

な
ど
で
繰
り
返
し
指
導
を

　

㈲
日
輪
運
輸
（
安
仲
利
明

代
表
取
締
役
）
は
︑
畜
産
業

を
基
幹
産
業
と
し
て
い
る
宮

崎
県
三
股
町
に
本
社
を
構

え
︑
豚
の
生
体
輸
送
を
手
が

け
て
い
る
運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

同
社
は
生
体
を
輸
送
す
る

こ
と
か
ら
創
業
当
初
よ
り
事

故
防
止
対
策
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
が
︑
そ
れ
を

一
層
強
化
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
︑
平
成
19
年
に

起
こ
し
て
し
ま
っ
た
重
大
事

故
で
あ
っ
た
︒
事
故
を
受
け

て
︑
安
仲
社
長
は
﹁
こ
の
よ

う
な
事
故
を
二
度
と
繰
り
返

す
わ
け
に
は
い
か
な
い
﹂
と

奮
起
︒
事
故
防
止
対
策
の
徹

底
に
向
け
て
舵
を
切
っ
た
︒

　

同
社
が
ま
ず
取
り
組
ん
だ

の
は
︑
対
面
点
呼
の
強
化
で

あ
っ
た
︒
安
仲
社
長
は
同
事

故
を
機
に
︑
事
故
の
未
然
抑

止
に
直
結
す
る
対
面
点
呼
の

重
要
性
を
再
認
識
し
︑
対
面

で
の
点
呼
を
徹
底
さ
せ
る
こ

と
を
決
断
し
た
︒

　

現
在
︑
同
社
に
は
７
人
の

運
行
管
理
者
が
在
籍
し
て
い

る
︒
同
社
で
は
︑
深
夜
の
時

間
帯
で
あ
っ
て
も
︑
運
行
管

理
者
を
営
業
所
に
常
駐
さ

せ
︑
確
実
に
対
面
点
呼
を
実

施
で
き
る
体
制
を
整
え
た
︒

対
面
点
呼
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
︑
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク

を
実
施
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が

体
温
や
血
圧
な
ど
を
測
定
︒

そ
の
上
で
︑
運
行
管
理
者
が

対
面
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康

状
態
を
確
認
し
︑
運
行
の
可

否
を
判
断
す
る
と
い
う
︑
基

本
に
忠
実
な
点
呼
を
徹
底
し

　

豚
の
生
体
輸
送
に
際
し
て

は
︑
専
用
の
輸
送
車
（
写
真

㊤
）
が
使
用
さ
れ
る
︒
輸
送

車
に
対
し
て
求
め
ら
れ
る
の

は
︑
輸
送
の
際
の
豚
の
ス
ト

レ
ス
を
で
き
る
だ
け
軽
減
す

る
こ
と
と
︑
豚
の
安
全
が
確

保
で
き
る
構
造
を
も
つ
こ
と

で
あ
る
︒

　

豚
の
輸
送
に
使
用
す
る
同

社
の
ト
ラ
ッ
ク
は
︑
荷
台
が

２
段
構
造
に
な
っ
て
い
る
ほ

か
︑
内
部
は
無
理
な
く
豚
が

入
る
広
さ
に
仕
切
ら
れ
て
お

り
︑
１
か
所
へ
の
詰
め
込
み

過
ぎ
を
防
ぐ
こ
と
で
豚
の
ス

ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
よ
う
配

慮
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
輸

送
車
の
２
階
部
分
に
豚
を
積

み
込
む
た
め
の
リ
フ
ト
が
荷

台
後
部
に
備
え
ら
れ
て
い
る
︒

中
型
車
で
は
60
頭
ほ
ど
︑
大

型
車
で
は
１
０
０
頭
ほ
ど
の

て
い
る
︒

　
﹁﹃
当
社
の
ト
ラ
ッ
ク
が
悲

惨
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た

め
に
は
︑
何
よ
り
も
安
全
が

第
一
で
あ
る
﹄と
心
に
決
め
︑

辛
抱
強
く
継
続
し
て
き
ま
し

た
︒
ま
た
︑
運
行
管
理
者
は

点
呼
時
に
︑
そ
の
日
の
天
候

や
道
路
状
況
︑
運
行
状
況
な

ど
を
踏
ま
え
た
上
で
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
に
安
全
運
行
に
関
す

る
指
示
を
与
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
︑
運
行
管
理
者
に

よ
っ
て
指
示
内
容
が
異
な
っ

て
し
ま
う
と
混

乱
を
与
え
か
ね

ま
せ
ん
︒
当
社

で
は
︑
運
行
管

理
責
任
者
に
運

行
当
日
の
状
況

に
あ
わ
せ
た
指

示
簿
を
付
け
さ

せ
︑
こ
の
内
容

を
全
て
の
運
行

管
理
者
が
共
有

し
た
上
で
ド
ラ

イ
バ
ー
に
指
示

を
行
い
︑
指
示

内
容
の
統
一
化

を
図
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
﹂

（
安
仲
社
長
）

輸
送
が
可
能
で
あ
る
︒

　

生
体
輸
送
は
︑
豚
に
と
っ

て
は
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
与

え
る
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
︑

他
の
荷
物
に
比
べ
て
配
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

多
い
︒
例
え
ば
︑
豚
が
輸
送

中
に
転
倒
し
な
い
よ
う
に
︑

輸
送
車
の
床
面
は
滑
り
に
く

い
構
造
と
し
︑
さ
ら
に
豚
の

負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
に

お
が
屑
な
ど
の
敷
料
を
区
画

内
に
敷
い
て
お
く
︒
ま
た
︑

暑
熱
対
策
の
観
点
か
ら
︑
荷

台
は
風
通
し
の
よ
い
構
造
と

し
て
い
る
︒
豚
を
積
載
し
た

ト
ラ
ッ
ク
が
急
発
進
し
た
り

急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
り
す

る
と
︑
豚
は
区
画
の
中
で
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
て
し
ま
い
︑

柵
や
他
の
豚
な
ど
に
ぶ
つ
か

る
こ
と
で
内
出
血
し
た
り
骨

折
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
︒

で
は
︑
運
行
管
理
者
と
ド
ラ

イ
バ
ー
の
代
表
が
出
席
し
︑

事
故
防
止
へ
の
方
策
を
議

論
︒
年
３
回
実
施
し
て
い
る

﹁
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
﹂で
︑

安
全
衛
生
会
議
の
内
容
を
ド

ラ
イ
バ
ー
に
共
有
さ
せ
る
ほ

か
︑
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

で
取
得
し
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

映
像
な
ど
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に

見
て
も
ら
い
︑
事
故
防
止
意

識
の
底
上
げ
に
繋
げ
て
い
る
︒

な
お
︑
ド
ラ
レ
コ
は
全
車
に

搭
載
し
て
い
る
ほ
か
︑
バ
ッ

ク
モ
ニ
タ
ー
も
全
車
に
搭
載

し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
と
は
別
に
年
３
回
実
施
し

て
い
る
﹁
グ
ル
ー
プ
討
議
﹂

で
は
︑
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
課

題
を
出
し
合
い
︑
安
全
性
向

上
に
向
け
て
の
討
議
を
行
っ

て
い
る
︒
そ
の
ほ
か
︑
年
３

回
実
施
し
て
い
る

﹁
交
通
安
全
講
習

会
﹂
で
は
︑
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
専
門

の
外
部
講
師
を
招

い
て
の
講
習
を
実

施
し
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
同
社

で
は
全
車
両
に
デ

ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ

フ
も
搭
載
し
︑
運

転
中
の
速
度
や
走

行
時
間
・
走
行
距

離
な
ど
の
デ
ー
タ

を
記
録
︒
運
行
管

理
者
が
︑
急
発
進

や
急
ブ
レ
ー
キ
︑
ス
ピ
ー
ド

の
出
し
過
ぎ
が
な
い
か
な
ど

を
確
認
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
︒
な
お
︑
同
社
で
は
デ
ジ

タ
コ
の
評
価
点
に
応
じ
て
︑

毎
年
上
位
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
表
彰
を
行
っ
て
い
る
︒

ろ
し
︑
施
設
を
出
る
前
に
は

洗
車
と
消
毒
を
行
う
︒
そ
し

て
︑
車
庫
に
戻
っ
て
か
ら
も

消
毒
を
行
い
︑
万
全
な
体
制

で
翌
日
の
輸
送
に
備
え
て
い

る
︒

　

現
在
︑
同
社
で
は
地
場
輸

送
を
メ
イ
ン
に
し
て
い
る
が
︑

か
つ
て
は
宮
城
県
ま
で
の
長

距
離
輸
送
を
行
っ
て
い
た
こ

と
が
あ
る
︒
長
距
離
輸
送
に

あ
た
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
防

疫
対
策
と
し
て
︑
出
発
す
る

３
日
前
か
ら
家
畜
や
生
体
輸

輸
送
中
の
豚
の
け
が
は
︑
商

品
価
値
の
低
下
に
繋
が
り
︑

生
産
農
場
か
ら
の
ク
レ
ー
ム

に
も
な
り
か
ね
な
い
︒
そ
の

た
め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
急

発
進
や
急
ハ
ン
ド
ル
︑
急
ブ

レ
ー
キ
を
避
け
た
︑﹁
豚
に

や
さ
し
い
運
転
﹂
が
求
め
ら

れ
る
︒

　

同
社
で
は
︑﹁
豚
に
や
さ

し
い
運
転
﹂
を
徹
底
さ
せ
る

た
め
に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

す
る
安
全
教
育
を
充
実
さ
せ

て
い
る
︒
ま
ず
︑
毎
月
実
施

し
て
い
る﹁
安
全
衛
生
会
議
﹂

　

平
成
22
年
に
は
︑
豚
の
口

な
ど
に
水
疱
が
で
き
︑
発
熱

や
流り

ゅ
う
ぜ
ん涎
な
ど
の
症
状
を
示
す

口
蹄
疫
が
宮
崎
県
南
部
で
広

ま
っ
た
ほ
か
︑
30
年
以
降
は

発
熱
や
食
欲
不
振
な
ど
の
症

状
を
示
す
Ｃ
Ｓ
Ｆ
（
豚
熱
）

が
日
本
で
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
伝
染

病
に
感
染
し
た
豚
は
︑
食
肉

と
し
て
市
場
に
流
通
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

か
ら
︑
豚
の
生
体
輸
送
を
行

う
運
送
事
業
者
に
と
っ
て
防

疫
対
策
は
非
常
に
大
切
な
も

の
と
な
る
︒

　

輸
送
段
階
に
お
け
る
伝
染

病
の
発
生
・
拡
大
を
食
い
止

め
る
た
め
に
︑
同
社
で
は
徹

底
し
た
消
毒
を
行
っ
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
車
庫
出
庫
時

の
車
両
消
毒
に
始
ま
り
︑
豚

の
生
産
農
家
に
車
両
を
入
れ

る
前
に
消
毒
し
︑
豚
を
積
載

し
て
︑
食
肉
処
理
施
設
に
入

る
前
に
消
毒
を
行
う
︒
さ
ら

に
食
肉
処
理
施
設
で
豚
を
下

送
車
両
に
触
れ
た
り
す
る
こ

と
が
禁
じ
ら
れ
る
︒

　
﹁
当
社
で
は
獣
医
師
の
指

導
の
下
に
作
成
し
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
活
用
し
︑
徹
底
し
た

防
疫
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

﹃
畜
産
王
国
み
や
ざ
き
﹄
と

も
呼
ば
れ
る
宮
崎
県
で
は
︑

畜
産
農
家
を
は
じ
め
関
係
者

が
一
体
と
な
っ
て
︑
防
疫
に

高
い
意
識
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
お
り
︑
当
社
と
し
て
も

消
費
者
の
皆
様
に
安
全
で
安

心
で
き
る
宮
崎
県
産
の
豚
肉

を
提
供
す
る
た
め
に
︑
伝
染

病
予
防
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
﹂（
同
）

し
て
お
り
︑
多
く
の
先
輩
ド

ラ
イ
バ
ー
か
ら
指
導
を
受
け

る
こ
と
で
︑
知
識
や
経
験
を

一
層
深
め
て
も
ら
う
と
と
も

に
︑
さ
ら
に
指
導
を
行
う
ド

ラ
イ
バ
ー
も
新
人
ド
ラ
イ
バ

ー
に
教
え
る
こ
と
で
︑
普
段

の
業
務
を
見
直
す
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る

　

食
肉
処
理
施
設
に
輸
送
す

る
豚
の
体
重
は
１
０
０
㌔
㌘

ほ
ど
に
な
る
が
︑
豚
は
自
ら

移
動
で
き
る
た
め
︑
手
荷
役

作
業
等
の
負
担
は
少
な
い
︒

そ
の
た
め
︑
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
で
も
豚
の
生
体
輸
送
に
あ

た
る
こ
と
が
で
き
︑
同
社
に

も
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
が
在
籍

し
て
い
る
と
い
う
︒

　

ま
た
︑
同
社
で
は
運
送
業

界
未
経
験
で
入
社
し
て
く
る

ド
ラ
イ
バ
ー
も
少
な
く
な
い

と
い
う
︒
業
界
未
経
験
者
へ

の
指
導
に
際
し
て
は
︑
座
学

の
他
に
︑
先
輩
ド
ラ
イ
バ
ー

と
の
ツ
ー
マ
ン
運
行
で
経
験

を
積
ん
で
も
ら
う
よ
う
に
し

て
い
る
︒
同
社
で
は
ツ
ー
マ

ン
運
行
の
際
に
︑
で
き
る
だ

け
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
横

乗
り
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に

と
い
う
︒

　

同
社
で
は
︑
こ
れ
ま
で
に

紹
介
し
た
様
々
な
安
全
対
策

が
評
価
さ
れ
︑
令
和
６
年
10

月
に
﹁
安
全
性
優
良
事
業
所

（
Ｇ
マ
ー
ク
）﹂
九
州
運
輸

局
長
表
彰
を
受
賞
し
た
︒
最

後
に
︑
安
仲
社
長
に
同
社
に

お
け
る
今
後
の
事
故
防
止
対

策
に
つ
い
て
伺
っ
た
︒

　
﹁
重
大
事
故
以
降
︑
力
を

入
れ
て
き
た
様
々
な
事
故
防

止
対
策
が
功
を
奏
し
︑
当
社

で
は
交
通
事
故
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
︒
今
後
は
︑

こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
で
き

た
様
々
な
内
容
を
も
っ
と
良

い
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
で
︑

安
全
性
を
よ
り
高
め
︑
地
域

の
産
業
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
︒﹃
我
が

国
の
経
済
活
動
を
支
え
る
物

流
を
︑
決
し
て
途
絶
え
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
﹄
と
の
強
い

思
い
で
︑
今
後
も
事
故
防
止

活
動
に
全
力
を
注
ぎ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈲
日
輪
運
輸

　

安
仲
利
明
代
表
取
締
役

「従業員を守るためには安全が第一」　重大事故を契機に事故防止対策を強化「従業員を守るためには安全が第一」　重大事故を契機に事故防止対策を強化
対面点呼の徹底と安全教育の充実に注力　ドライバーの意識変革を促す対面点呼の徹底と安全教育の充実に注力　ドライバーの意識変革を促す

年
３
回
実
施
し
て
い
る
﹁
交
通
安
全
講
習
会
﹂
で

は
、専
門
の
外
部
講
師
に
よ
る
安
全
講
習
を
行
っ
て

い
る

豚
の
輸
送
に
あ
た
っ
て
は
、伝
染
病
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
車
両
の
消
毒
を

何
度
も
行
う
よ
う
に
し
て
い
る

同
社
は
令
和
６
年
10
月
に
、安
全
性
優

良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
）
九
州
運
輸
局

長
表
彰
を
受
賞
し
た

　『
広
報
と
ら
っ
く
』
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
各
企
業
で
の
優
良
な
交
通
事
故
防
止
対
策
の

様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、対
面
点
呼
の
徹
底
に
取
り
組
む
一
方
で
、

安
全
教
育
を
充
実
さ
せ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防

止
へ
の
意
識
変
革
を
進
め
て
い
る
、
宮
崎
県
三
股

町
の
有
限
会
社
日
輪
運
輸
を
紹
介
し
ま
す
。

企業プロフィール
■ 社　　　名 ㈲日輪運輸
■ 本社所在地 宮崎県北諸県郡三股町大字
	 蓼池字下原4396
■ 代　表　者 代表取締役　安仲　利明
■ 創　　　業　平成元年10月
■ 資　本　金 1,800万円
■ 社　員　数 24人（うちドライバー20人）
■ 車　両　数 26台

輸
送
中
何
度
も
消
毒
を
実
施
し
て
伝
染
病
を
防
ぐ

消
費
者
に
安
全
な
宮
崎
県
産
の
豚
肉
を
届
け
る

﹁
物
流
を
決
し
て
途
絶
え
さ
せ
な
い
﹂
た
め
に

引
き
続
き
事
故
防
止
活
動
に
全
力
を
注
ぐ

豚
に
や
さ
し
い
輸
送
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
に

安
全
教
育
を
通
じ
て
事
故
防
止
へ
の
意
識
を
高
め
る

深
夜
で
も
対
面
点
呼
を
可
能
と
す
る
た
め
に

７
人
の
運
行
管
理
者
で
点
呼
体
制
を
強
化

深
夜
時
間
帯
で
も
対
面
点
呼
を
行
え
る
よ
う
に
、
複
数

の
運
行
管
理
者
に
よ
る
管
理
体
制
を
充
実
さ
せ
た

豚の生体輸送に使用する、同社の専用輸送車。荷台が2段構造になっており、写
真の大型車では100頭近くの豚を一度に輸送することができる

安仲　利明
代表取締役 　

有
限
会
社
日
輪
運
輸
（
宮
崎
県
三
股
町
）

第
39
回
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危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①自転車がこちらをチラッと向いていることから、右側の路
地に入ろうとして、自車の前に出てくることが予測できま
す。安易に走行していると自転車と衝突する危険があり
ます。自転車（特定小型原動機付自転車を含む）が、こち
らをチラッと向いた時には、道路の真ん中に出てくるこ
とを予測して減速や一時停止しましょう。また、このよう
な自転車等のリアクションを見落とさないために、運転
中は運転に集中しましょう。

②自車の左側の電柱には、子どもの飛出しに注意を呼びか
ける看板が設置されていることから、子どもの飛出しに
よる事故の危険が高いことがわかります。右側の路地か
らの飛出しはもちろん、対向車の通過直後に道路に飛び
出してくることを予測しておきましょう。子どもの飛出し
に注意喚起が行われている場所では、子どもの姿が見
えていなくても子どもの飛出しを予測して、いつも以上
に気持ちを引き締め慎重に運転してください。

③前方の住宅の駐車場に駐車車両が見えます。この車が
道路に出てくる時はバックする必要があります。バック
は、後方の安全確認がやりにくいことから、自車の接近
に気づかないおそれがあります。漫然と運転していると、
バックしてきた車と衝突する危険があります。また、自車
に気づいていても「トラックは止まってくれるはず」と考

①右側の路地に入ろうとして自車の前に出てきた
自転車と衝突する危険があります（図１）。

②対向車の通過直後に道路に飛び出してきた子ど
もと衝突する危険があります（図2）。

③バックで駐車場から出てきた車と衝突する危険
があります（図3）。

　あなたは、住宅が並ぶ片側１車線道路
を走行しています。自車の前には自転車
が走行しており、チラッと後ろを振り返り
ました。この場面にはどのような危険があ
りますか。また、危険を避けるためにはど
のような運転をすればよいでしょうか。考
えてみましょう。

図１

図２

図３

え、バックしてくることがあります。住宅街の駐車
場のそばを通行する時は、駐車場から出てくる車
に注意を払うとともに、駐車場から出てきた時は
一時停止して道を譲りましょう。

ほんのヒトコマほんのヒトコマ［第142回］

開発した人が発表せずに一人で使っているらしいアプリ……!?

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜自動車に働く自然の力編〜
	 【解 答】2面に問題

❶		○（教則第4章第5節	安全運転
に必要な知識など2-1）走行中の車
は、クラッチを切っても走り続けよ
うとする性質があるため、すぐには
止まらない。車を止めるためには、
ブレーキをかけて車輪の回転を止
め、タイヤと路面の間の摩擦抵抗を
利用する。
❷	×（教則第4章第5節	安全運転に
必要な知識など2-2）カーブを回ろ
うとするときには、自動車の重心に
遠心力が働き、自動車はカーブの
外側に滑り出そうとします。そのた
め、荷物の積み方が悪く重心の位
置が高くなったり、片寄ったりしてい
ると倒れやすくなる。

❸	×（教則第4章第5節	安全運転に
必要な知識など2-2）遠心力の大き
さは、カーブの半径が小さいほど大
きくなる。
❹	○（教則第4章第5節	安全運転に
必要な知識など2-3）交通事故の大
きさは衝撃力の大きさに関係する。
その衝撃力は速度と重量に応じて
大きくなるので、高速運転するとき
には特に注意する。
❺	×（教則第4章第5節	安全運転に
必要な知識など2-4）制動距離、遠
心力、衝撃力などは、いずれも速度
の２乗に比例して大きくなる。つま
り、速度が２倍になれば、衝突した
時の衝撃力は４倍になる。

　

宮
崎
県
内
で
は
Ｇ
マ
ー
ク

制
度
開
始
以
降
︑
大
手
運
送

事
業
者
の
ほ
か
︑
も
と
も
と

安
全
管
理
に
対
す
る
意
識
が

高
か
っ
た
地
元
の
運
送
事
業

　

最
後
に
︑
宮
崎
県
ト
協
に

お
け
る
Ｇ
マ
ー
ク
取
得
促
進

に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み

を
伺
っ
た
︒

　
﹁﹃
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
﹄
を
き
っ
か
け
に
︑
一
般

消
費
者
の
間
に
も
ト
ラ
ッ
ク

　

宮
崎
県
ト
協
に
お
け
る
Ｇ

マ
ー
ク
取
得
促
進
策
と
し
て

は
︑
ま
ず
会
員
事
業
者
が
出

席
す
る
定
時
総
会
や
専
門
部

輸
送
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
︒

﹃
全
国
で
最
も
高
い
安
全
性

を
誇
る
﹄
宮
崎
県
の
運
送
事

業
者
と
し
て
︑
自
信
と
誇
り

を
も
ち
な
が
ら
輸
送
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
で
︑

業
界
全
体
を
魅
力
あ
る
も
の

適
正
化
事
業
課
係
長
）

者
な
ど
を
中
心
に
Ｇ
マ
ー
ク

を
取
得
し
て
い
た
︒
平
成
20

年
代
半
ば
に
か
け
て
︑
県
内

の
会
員
事
業
者
の
Ｇ
マ
ー
ク

取
得
率
は
20
％
台
で
推
移
し

て
お
り
︑
さ
ら
に
当
時
は
荷

主
企
業
の
Ｇ
マ
ー
ク
に
対
す

る
認
知
度
が
そ
れ
ほ
ど
高
く

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
︑

Ｇ
マ
ー
ク
認
定
を
受
け
る
必

要
性
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た

事
業
者
も
少
な
か
ら
ず
み
ら

れ
︑
20
年
代
半
ば
の
認
定
取

得
率
の
伸
び
は
緩
や
か
な
も

の
だ
っ
た
︒

　

27
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た

宮
崎
県
ト
協
の
定
時
総
会
に

お
い
て
︑
宮
崎
県
ト
協
会
長

に
牧
田
会
長
が
就
任
し
た
︒

牧
田
会
長
は
︑﹁
安
全
に
勝

る
利
益
な
し
︑
利
益
な
く
し

を
強
く
呼
び
か
け
た
︒
ま
た
︑

巡
回
指
導
の
際
に
は
︑
未
取

得
の
事
業
者
に
対
し
適
正
化

事
業
指
導
員
が
説
明
を
行

い
︑
新
規
取
得
に
繋
げ
て
い

る
ほ
か
︑
更
新
対
象
事
業
者

に
対
し
て
は
確
実
な
更
新
手

続
き
実
施
に
繋
げ
る
た
め
に

積
極
的
に
助
言
・
指
導
を
行

っ
て
い
る
︒
事
業
者
へ
の
説
明

に
際
し
て
は
︑
Ｇ
マ
ー
ク
認

定
事
業
所
が
対
象
と
な
る
国

土
交
通
省
な
ど
に
よ
る
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て
も
丁
寧

に
説
明
し
︑
取
得
の
メ
リ
ッ

ト
を
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う

に
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
宮
崎
県
ト
協
独

自
に
取
得
事
業
者
へ
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
拡
充
を
図
る
な

ど
︑
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
の
普
及

・
啓
発
を
強
化
し
た
︒

　

一
方
で
︑
宮
崎
県
ト
協
で

は
荷
主
企
業
や
一
般
消
費
者

等
に
対
す
る
Ｇ
マ
ー
ク
認
知

会
︑
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ

て
︑
牧
田
会
長
や
理
事
た
ち

が
Ｇ
マ
ー
ク
取
得
の
意
義
を

説
明
す
る
と
と
も
に
︑
取
得

て
安
全
な
し
︑
安
全
と
人
材

は
宝
﹂
と
︑
事
故
防
止
対
策

の
重
要
性
を
強
く
訴
え
る
と

と
も
に
︑﹁
Ｇ
マ
ー
ク
取
得

促
進
を
通
じ
て
︑
県
内
全
体

で
運
送
事
業
者
の
安
全
性
を

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
﹂
と
︑
翌
28
年
度
か

ら
︑
協
会
を
挙
げ
て
Ｇ
マ
ー

ク
取
得
促
進
へ
の
取
り
組
み

を
強
化
し
た
︒

　

宮
崎
県
ト
協
で
は
︑﹁
一
人

の
１
０
０
歩
よ
り
︑
１
０
０
人

の
一
歩
﹂
の
精
神
で
︑
事
務

局
役
職
員
全
員
参
加
型
で
Ｇ

マ
ー
ク
取
得
促
進
へ
の
取
り

組
み
を
進
め
た
︒

度
向
上
策
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
︒
ま
ず
︑
新
聞
や

テ
レ
ビ
︑
ラ
ジ
オ
な
ど
で
Ｇ

マ
ー
ク
に
関
す
る
広
報
啓
発

活
動
を
展
開
し
た
︒
宮
崎
県

ト
協
が
令
和
７
年
２
月
15
日

に
地
元
紙
に
掲
載
し
た
新
聞

広
告
（
写
真
㊧
）
で
は
︑
県

内
の
Ｇ
マ
ー
ク
取
得
事
業
所

を
全
て
紹
介
し
︑﹁
安
全
運

行
に
対
す
る
厳
し
い
評
価
基

準
を
ク
リ
ア
し
た
事
業
所
﹂

と
Ｇ
マ
ー
ク
の
も
つ
意
味
を

強
調
し
た
︒

　

ま
た
︑
会
員
事
業
者
の
協

力
を
得
て
Ｇ
マ
ー
ク
ラ
ッ
ピ

ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
を
走
行
さ
せ

て
い
る
（
現
在
は
県
内
で
６

台
が
走
行
）︒
さ
ら
に
︑
宮

崎
運
輸
支
局
と
合
同
で
︑
宮

崎
県
や
宮
崎
県
建
設
業
協
会

な
ど
に
対
し
︑
Ｇ
マ
ー
ク
取

得
事
業
所
の
安
全
優
位
性
に

対
す
る
理
解
促
進
と
︑
県
発

注
工
事
な
ど
で
Ｇ
マ
ー
ク
ト

ラ
ッ
ク
を
優
先
的
に
利
用
し

て
も
ら
う
よ
う
︑
指
導
要
請

活
動
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

宮
崎
県
ト
協
に
お
け
る
様

々
な
取
り
組
み
が
功
を
奏

し
︑
平
成
28
年
度
に
は
29
・

４
％
だ
っ
た
認
定
取
得
率
は

令
和
３
年
度
以
降
50
％
を
超

え
る
よ
う
に
な
っ
た
（
図
）︒

そ
れ
と
と
も
に
︑
宮
崎
県
で

は
令
和
２
年
度
に
初
め
て
Ｇ

マ
ー
ク
認
定
取
得
率
第
１
位

を
達
成
し
て
以
降
︑
６
年
度

ま
で
５
年
連
続
で
認
定
取
得

率
全
国
第
１
位
の
座
を
キ
ー

プ
し
続
け
て
い
る
︒

　
﹁
荷
主
企
業
が
輸
送
を
委

託
す
る
に
あ
た
り
︑
事
業
者

に
Ｇ
マ
ー
ク
取
得
を
求
め
る

動
き
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
な
ど
︑
Ｇ
マ
ー
ク
の
認
知

度
が
着
実
に
高
ま
っ
て
い
ま

す
︒
ま
た
︑
一
般
消
費
者
に

も
Ｇ
マ
ー
ク
が
浸
透
し
つ
つ

あ
り
︑
求
職
者
が
事
業
者
の

求
人
に
応
募
す
る
際
に
︑
Ｇ

マ
ー
ク
取
得
事
業
者
で
あ
る

こ
と
が
応
募
の
決
め
手
に
な

る
な
ど
︑
就
職
先
を
選
定
す

る
際
に
も
Ｇ
マ
ー
ク
が
評
価

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
﹂（
有
島
守
宮
崎
県
ト
協

と
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

宮
崎
県
ト
協
と
し
て
は
︑
今

後
も
﹃
安
全
に
勝
る
利
益
な

し
﹄
を
モ
ッ
ト
ー
に
︑
Ｇ
マ

ー
ク
事
業
所
の
一
層
の
拡
大

と
︑
荷
主
や
一
般
消
費
者
に

対
す
る
認
知
度
向
上
へ
の
取

り
組
み
を
継
続
し
︑
業
界
の

さ
ら
な
る
発
展
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂

（
三
島
宗
一
郎
宮
崎
県
ト
協

適
正
化
事
業
課
課
長
代
理
）

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
平
成
15
年

か
ら
、
運
送
事
業
者
の
安
全
性
を
正
当
に

評
価
し
、
認
定
・
公
表
す
る
、
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー

ク
制
度
）
を
行
っ
て
い
る
。

　
宮
崎
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
牧
田
信
良
会

長
）
で
は
平
成
28
年
度
以
降
、
県
内
の
会

員
事
業
者
を
対
象
に
Ｇ
マ
ー
ク
取
得
促
進

へ
の
取
り
組
み
を
強
化
。
令
和
２
年
度
に

初
め
て
認
定
取
得
率
全
国
１
位
を
記
録
し

て
以
降
、
５
年
連
続
で
認
定
取
得
率
全
国

１
位
を
達
成
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
宮
崎
県
ト
協
に
お
け
る
Ｇ

マ
ー
ク
認
定
取
得
率
向
上
へ
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
。

　平成 30 年に議員立法により貨物自動車運送
事業法が改正され、ドライバーの労働条件の改
善等を図るため、法令を遵守して持続的に事業
を経営する際の参考となる運賃を示す「標準的
運賃」の告示制度が創設されました。国土交通
省では本制度に基づき、令和 2 年 4 月に「標
準的運賃」の告示を行い、6 年 3 月に改正を行
ったところです。
　国交省では現在、「標準的運賃」の浸透・活
用状況等の実態を把握するため、貨物自動車運
送事業者を対象としたアンケートを実施してい
ます。ご協力をお願い致します。

※ 本調査は統計的に処理します。この調査結果
の具体的なデータを運輸支局や労働基準監督
署による監査等に使用することはありませ
ん。「標準的運賃」に関する実態をありのま
まご回答ください。

※ 前回調査から、あまり期間が空いておりませ
んが、今回は 6 年度の 1 年度を通じての回
答としてください。

◆アンケートの回答方法
　アンケートは二次元コードに
パソコン等でアクセスすること
で、回答することができます。

◆アンケート回答期限
　令和 7 年 4 月 18 日㈮まで

【調査主体】
・国土交通省　物流・自動車局貨物流通事業課

東京都千代田区霞が関 2-1-3
【お問い合わせ先（調査会社）】
・㈱佐伯コミュニケーションズ

クリエイティブ事業部　担当：今市
東京都渋谷区千駄ヶ谷 5-29-7
ドルミ御苑 1002
Mail：truck@saiki.co.jp 

（TEL ：03-5368-4301）
※ リモート勤務を行っている場合があります。

そのため、問い合わせの際は、一度メール
（truck@saiki.co.jp）にてご連絡ください。

　道路法車両制限令に基づき、一定の
大きさや重さを超える車両の通行に
は、あらかじめ道路管理者の通行許可
または通行確認が必要となります。
　令和 4 年 4 月より、あらかじめ登録
された車両について、道路情報が電子
化された道路を対象にオンラインで即
時に通行が可能となる「特殊車両通行
確認制度」の運用が開始されました。
　特殊車両通行確認制度の指定登録確
認機関としてシステム運用を行う（一
財）道路新産業開発機構では、このた
び、確認制度のさらなる利便性向上と
利用拡大を目的として、「特殊車両通
行確認制度モニター」を募集していま
す。

◆応募資格：確認制度未利用者
◆応募期間：令和7年7月31日まで

◆募集モニター数：20 者程度
◆モニター協力金： 登録車両 1 台につ

き 7,000 円（協力
金の対象は 1 者に
つき最大 10 台）

※ 募集要領等の詳細は、道路新産業開
発機構のホームページ（二次元コー
ド）をご覧ください。

【お問い合わせ先】
一般財団法人　道路新産業開発機構　
特車登録センター
電話：0120-161-948（フリーダイヤ
ル：年末年始、土日祝を除く、平日 9：
00 ～ 17：30）
E-Mail：hido-tks-info@tks.hido.or.jp

「標準的運賃の浸透・活用状況等に関する調査」にご協力ください「標準的運賃の浸透・活用状況等に関する調査」にご協力ください
アンケートの回答期限を4月18日まで延長アンケートの回答期限を4月18日まで延長

特殊車両通行確認制度モニターを募集しています特殊車両通行確認制度モニターを募集しています
応募期間は 7 月 31 日まで応募期間は 7 月 31 日まで

国交省 道路新産業開発機構
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宮崎日日新聞　令和7年2月15日掲載　　全７段 【２校】

担当：鈴木
TEL（0985）77-5555㈹　FAX（0985）25-5115宮日総合広告株式

会社SKSK

宮崎日日新聞グループ

Japan Trucking Association

安全性優良事業所 （令和7年２月１日現在：県内388事業所）
【宮崎市】 118事業所

有限会社共和運輸　宮崎営業所
丸栄ニューウェーブ株式会社　宮崎営業所
有限会社坂本運送店　本店営業所
株式会社アカギコーポレーション　本社営業所
株式会社宮崎ジャパンエキスプレス　本社営業所
ヤマト運輸株式会社　花ヶ島営業所
ヤマト運輸株式会社　佐土原営業所
株式会社ホームエネルギー南九州　宮崎営業所
久留米運送株式会社　宮崎佐土原営業所
有限会社佐土原運送　本社営業所
有限会社シント商事　佐土原営業所
有限会社大久保運輸　本社営業所
サンロジ株式会社　宮崎チルドセンター
株式会社オーシャンエキスプレス　本社営業所
株式会社ナンニチ流通　宮崎営業所
株式会社赤帽九州ロジスティックス　本社営業所
日本図書輸送株式会社　　宮崎営業所
日通宮崎運輸株式会社　宮崎事業所
有限会社エムライン宮崎　本社営業所
株式会社昭和貨物　宮崎営業所
株式会社光洋産業　本社営業所
今村靖男　カネヤス商事本店営業所
株式会社シンクラン　宮崎北営業所
宮崎配送株式会社　本社営業所
有限会社大野運輸　本社営業所
株式会社ユアサエキスプレス　本社営業所
ヤマト運輸株式会社　宮崎小戸営業所
八興運輸株式会社　宮崎営業所
龍南運送株式会社　宮崎営業所
株式会社イグザクト　宮崎営業所
有限会社太田運送　本社営業所
一番運輸株式会社　宮崎営業所
有限会社司運輸　本社営業所
北辰運輸株式会社　本社営業所
株式会社ニヤクコーポレーション　九州支店宮崎事業所
国際空輸株式会社　宮崎営業所
有限会社コア物流　本社営業所
株式会社田村運輸　本社営業所
株式会社古川興業　本社営業所
株式会社本田運送　本社営業所
株式会社盛産業　本社営業所
有限会社宮崎ピアノ運送　本社営業所
三九運輸株式会社　宮崎営業所
吉浦運送株式会社　宮崎営業所
ヤマト運輸株式会社　清武営業所
エース総合運輸株式会社　宮崎営業所
有限会社荒木運輸　本社営業所
株式会社戸高物流　本社営業所

九州西濃運輸株式会社　宮崎支店
株式会社博運社　宮崎営業所
太宰府運輸株式会社　宮崎営業所
南九州食品サービス株式会社　本社営業所
テジマ株式会社　宮崎営業所
株式会社エルス　宮崎営業所
有限会社九州陸運　本社営業所
有限会社コア物流　高岡営業所
株式会社サカイ引越センター　宮崎支社
株式会社岡工業　本社営業所
有限会社信和運送　本社営業所
株式会社松永商事　宮崎営業所
株式会社湯浅運送　本社営業所
ヤマト運輸株式会社　宮崎主管支店
東洋陸送株式会社　宮崎港営業所
中村産業輸送株式会社　宮崎営業所
有限会社清水ピアノ配送センター　本社営業所
株式会社三興運輸　本社営業所
矢野運輸株式会社　広原営業所
株式会社Ｍ・Ｅサービス　宮崎営業所
有限会社テクニカル・キナイ　本社営業所
佐川急便株式会社　宮崎営業所
株式会社エモーションサービス　宮崎営業所
株式会社南九州共配　本社営業所
株式会社イトキュー　宮崎営業所
九州産交運輸株式会社　宮崎センター
株式会社ケイ・エム・エクスプレス宮崎　宮崎営業所
九州安芸重機運輸株式会社　宮崎支店
株式会社らくのう運輸　宮崎第二営業所
株式会社新生運輸　宮崎営業所
宮崎綜合警備株式会社　本社営業所
株式会社マルビシ興運　宮崎営業所
セイノースーパーエクスプレス株式会社　宮崎営業所
株式会社ナカエ商事　宮崎支店
日本郵便輸送株式会社　宮崎
株式会社らくのう運輸　宮崎営業所
高千穂倉庫運輸株式会社　宮崎営業所
新日本ロジ株式会社　本社営業所
ヤマト運輸株式会社　大塚営業所
株式会社エスライン九州　宮崎営業所
宮崎陸運有限会社　本社営業所
新光運輸株式会社　本社営業所
株式会社キング運輸　宮崎営業所
日本通運株式会社　宮崎航空支店
久留米運送株式会社　宮崎支店
第一海運株式会社　宮崎営業所
有限会社渡辺自動車整備工場　本社営業所
株式会社新和産業　本社営業所
有限会社黒木運送　本社営業所

有限会社サンキュウ運輸　本社営業所
株式会社マキタ運輸　宮崎営業所
有限会社土佐商事　本社営業所
株式会社平成産業　宮崎営業所
株 式 会 社 金 丸 　 本 社 営 業 所
株式会社大福物流　宮崎営業所
株式会社ヤクシン運輸　宮崎営業所
高千穂倉庫運輸株式会社　江平営業所
株式会社鹿児島急送　宮崎物流センター
宮崎運輸株式会社　本社営業所
日本郵便株式会社　宮崎中央郵便局
宮崎センコー運輸整備株式会社　宮崎営業所
日通宮崎運輸株式会社　高岡事業所
南九州福山通運株式会社　宮崎支店
高千穂倉庫運輸株式会社　赤江営業所
ＮＸキャッシュ・ロジスティクス株式会社　宮崎センター
有限会社原田運輸　本社営業所
ＪＰロジスティクス株式会社　宮崎支店
ヤマト運輸株式会社　本郷営業所
センコー株式会社　宮崎物流センター
日本通運株式会社　宮崎ターミナル営業所

【えびの市】 10営業所
有限会社扶桑物流　えびの営業所
南九州センコー株式会社　えびの営業所
株式会社マルキ運輸　本社営業所
株式会社ムロオ　えびの営業所
倉本運送株式会社　本社営業所
有限会社ラプター　本社営業所
有限会社扶桑ライン　えびの営業所
南九州福山通運株式会社　えびの
株式会社キング運輸　えびの営業所
ヤマト運輸株式会社　えびの営業所

【串間市】 3営業所
ヤマト運輸株式会社　串間営業所
マルコー産業株式会社　本社営業所
松本運送有限会社　本社営業所

【小林市】 11営業所
有限会社小林運送　本社営業所
株式会社霧島商事　堤営業所
宮崎運輸株式会社　小林営業所
日本通運株式会社　小林営業所
有限会社大石運輸　宮崎営業所
株式会社はらだ商事　本社営業所
有限会社共和運輸　本社営業所
佐川急便株式会社　小林営業所
九州北清株式会社　本社営業所
株式会社霧島商事　本社営業所
ヤマト運輸株式会社　小林営業所

【西都市】 8営業所
株式会社成洋運送　本社営業所
有限会社国富運送　本社営業所

宮崎配送株式会社　西都営業所
株式会社丸祐運送　宮崎営業所
河野運輸有限会社　本社営業所
阪神トランスポート株式会社　宮崎営業所
有限会社郡山運送　本社営業所
ヤマト運輸株式会社　西都営業所

【日南市】 16営業所
宮崎運輸株式会社　日南営業所
佐川急便株式会社　日南営業所
王子物流株式会社　日南事業所
株式会社信興運輸　本社営業所
株式会社髙倉興業　宮崎営業所
矢野産業輸送株式会社　日南営業所
飫肥通産株式会社　本社営業所
ヤマト運輸株式会社　日南営業所
株式会社キング運輸　日南営業所
株式会社山口運送　日南営業所
倉本運送株式会社　日南営業所
株式会社谷口重機建設　本社営業所
スリーナイン物流合同会社　本社営業所
ミヤカワ運輸株式会社　本社営業所
日通宮崎運輸株式会社　日南事業所
日本通運株式会社　王子製紙構内営業所

【延岡市】 34営業所
宮崎運輸株式会社　延岡営業所
株式会社博運社　延岡営業所
株式会社三興運輸　延岡営業所
株 式 会 社 大 武 　 本 社 営 業 所
日本郵便株式会社　延岡郵便局
株 式 会 社 ダ イユ ウ 　 本 社
有限会社吉岡運送　本社営業所
ヤマト運輸株式会社　延岡営業所
ヤマト運輸株式会社　宮崎別府営業所
有限会社新和産業　本社営業所
有限会社エウラ重機　本社営業所
有限会社トマト産業運輸　本社営業所
ヤマト運輸株式会社　大武営業所
株式会社ヤナキ　本社営業所
株式会社ダイキューエキスプレス延岡　本社営業所
宮崎綜合警備株式会社　延岡支社
丸 一 株 式 会 社 　 本 社 営 業 所
株式会社シンクラン　延岡営業所
一番運輸株式会社　延岡営業所
九州西濃運輸株式会社　延岡営業所
南九州福山通運株式会社　延岡
有限会社太陽工業運輸　本社営業所
株式会社キング運輸　延岡営業所
佐川急便株式会社　延岡営業所
株式会社丸雄林業　本社営業所
有限会社県北プラスチック運送　本社営業所
まるか運送有限会社　本社営業所

株式会社ＴｏｋｕｇａｗａＥＸＰＲＥＳＳ　本社営業所
清本運輸株式会社　南九州営業所
木村産業株式会社　本社営業所
株式会社ミナミウラ　本社営業所
センコー株式会社　延岡駅出張所
センコー株式会社　延岡車輌営業所
センコープランテック株式会社　大武機工営業所

【日向市】 35営業所
株式会社ヤマシタ　本社営業所
本田運送株式会社　本社営業所
諸塚運送有限会社　日向営業所
宮崎ダイキュー運輸株式会社　日向営業所
株式会社コーソク　本社営業所
株式会社トミシマ　日向本社営業所
龍南運送株式会社　日向営業所
センコー株式会社　ダンプ輸送出張所
株式会社サンキュウ・トランスポート・九州　日向営業所
八興運輸株式会社　本社営業所
株式会社イグザクト　本社営業所
有限会社前田産業　本社営業所
株式会社トランスポートＴａｋｕｙｏ　本社営業所
有限会社遠藤産業　本社営業所
鶴崎林商運輸株式会社　宮崎営業所
矢野運輸株式会社　日向営業所
上日向自動車株式会社　本社営業所
中村産業輸送株式会社　日向営業所
有限会社川上産業　本社営業所
ＪＰロジスティクス株式会社　日向支店
株式会社マルビシ興運　本社営業所
臼杵運送株式会社　宮崎営業所
佐川急便株式会社　日向営業所
株式会社ニヤクコーポレーション　九州支店日向事業所
宮崎陸運有限会社　日向営業所
新光運輸株式会社　日向営業所
株式会社キング運輸　日向営業所
九州トランスポート株式会社　本社営業所
株式会社長野トランスポート　宮崎営業所
有限会社サンアイ　本社営業所
日本郵便株式会社　日向郵便局
日向運輸株式会社　本社営業所
日通宮崎運輸株式会社　日向事業所
日本通運株式会社　延岡支店営業課
ヤマト運輸株式会社　日向営業所

【都城市】 92営業所
都城ダイキュー運輸株式会社　本社営業所
ヤマト運輸株式会社　都城営業所
山科運送株式会社　本社営業所
司南九州株式会社　都城営業所
株式会社システムライン　都城営業所
株式会社ニッコン九州　都城営業所
株式会社エスワイプロモーション　都城営業所

株式会社中央運送　本社営業所
株式会社ユアサエキスプレス　都城営業所
日正運輸株式会社　都城営業所
株式会社エコロ　本社営業所
株式会社九州ファーム物流　都城営業所
上坂産業株式会社　本社営業所
共同運送株式会社　本社営業所
全輪興業株式会社　本社営業所
都北産業株式会社　本社営業所
有限会社丸松運輸　本社営業所
泉海商運株式会社　宮崎営業所
有限会社ケーライン　本社営業所
草水運送株式会社　本社営業所
有限会社ケイ・エム・エクスプレス　本社営業所
株式会社上村開発　本社営業所
宮崎幸和運輸有限会社　本社営業所
万ヶ塚運送株式会社　本社営業所
株式会社フェニックス急行　本社営業所
有限会社ウエルネス急行　本社営業所
株式会社ＳＩＮＳＥＩ　本社営業所
株式会社ＦＫ物流　本社営業所
有限会社エムエスライナー　本社営業所
株式会社Ｅライン　本社営業所
九州西濃運輸株式会社　都城支店
ニチモウロジスティクス株式会社　都城営業所
株式会社サンキ　都城営業所
株式会社松尾運送　本社営業所
有限会社市橋運輸　本社営業所
株式会社サンネット　本社営業所
株式会社ランテック　宮崎支店
南国運送株式会社　本社営業所
ＧＴエナジー有限会社　本社営業所
サトミエキスプレス有限会社　本社営業所
有限会社南九州金属運輸　本社営業所
株式会社山下砂利　本社営業所
株式会社霧島商事　高崎営業所
有限会社昇栄運送　本社営業所
丸 昭 建 設 株 式 会 社 　 本 社
株式会社高千穂運輸　宮崎営業所
西 村 　 清 一 　 西 村 運 送 本 店
株式会社ヤクシン運輸　都城営業所
トランシス宝島株式会社　本社営業所
株式会社山翔運輸　本社営業所
加藤産業株式会社　本社営業所
有限会社共和運輸　都城営業所
株式会社シンクラン　都城営業所
株式会社石原工業　本社営業所
株式会社比良松　南九州営業所
有限会社三和運輸　本社営業所
株式会社ヒカリエンタープライズ　本社
有限会社浜畑運送　本社営業所

ヤマト運輸株式会社　志比田営業所
高崎運送有限会社　本社営業所
株式会社新生運輸　本社営業所
大淀開発株式会社　本社営業所
日通宮崎運輸株式会社　都城事業所
新日本ロジ株式会社　都城営業所
佐川急便株式会社　都城営業所
都城運輸株式会社　本社営業所
宮崎牧迫運輸株式会社　本社営業所
日本梱包運輸倉庫株式会社　都城営業所
大八運送有限会社　宮崎営業所
真栄産業株式会社　本社営業所
株式会社元明クレーン　本社営業所
株式会社ヤマシタ　都城営業所
株式会社俵商事　本社営業所
インフラテックサービス株式会社　宮崎営業所
三星海運株式会社　宮崎営業所
徳丸運送株式会社　本社営業所
むつみ産業株式会社　本社営業所
有限会社森山運送　本社営業所
宮崎県南部酪農業協同組合　本店営業所
有限会社丸心商店　本社営業所
長洲運送株式会社　宮崎営業所
株式会社マキタエキスプレス　本社営業所
株式会社南九州共配　都城営業所
高千穂倉庫運輸株式会社　都城営業所
日本郵便株式会社　都城郵便局
九州安芸重機運輸株式会社　都城営業所
南九州福山通運株式会社　都城
株式会社博運社　都城営業所
有限会社三協運輸　本社営業所
株式会社マキタ運輸　本社営業所
ヤマト運輸株式会社　高城営業所
日本通運株式会社　都城支店営業課

【北諸県郡】 18営業所
株式会社三股運送　本社営業所
日通宮崎運輸株式会社　ＪＡ都城配送センター
株 式 会 社 昇 栄 　 宮 崎
有限会社国建産業　本社営業所
有限会社中石運送　本社営業所
株式会社桐原商事　本社営業所
有限会社香妻運送　本社営業所
宮崎運輸株式会社　都城支店
エース総合運輸株式会社　都城営業所
株式会社キング運輸　都城営業所
株式会社長田運送　本社営業所
有限会社カードックサービス　本社営業所
ヤマヨ運輸株式会社　宮崎営業所
丸和運送株式会社　都城支店
株式会社昭和貨物　都城営業所
丸善運輸株式会社　宮崎営業所

有限会社日輪運輸　本社営業所
ヤマト運輸株式会社　三股営業所

【児湯郡】 21営業所
有限会社共和運輸　高鍋営業所
有限会社エスアイシー産業　本社
南九州有機産業株式会社　本社営業所
有限会社南海サービス　本社営業所
宮崎システム南輸送株式会社　本社営業所
有限会社山下商事　本社営業所
ヤマト運輸株式会社　川南営業所
株式会社松尾運送　川南営業所
株式会社江本運輸　本社営業所
有限会社土公運送　本社営業所
有限会社ドリームロード　本店営業所
有限会社藤井重機　本社営業所
宮崎トヨタ合同輸送株式会社　本社営業所
有限会社黒木運輸　本社営業所
丸 和 運 送 株 式 会 社 　 本 社
株式会社キング運輸　宮崎北営業所
佐川急便株式会社　高鍋営業所
株式会社グローバルライン　宮崎営業所
丸和運送株式会社　川南支店
日向運輸株式会社　高鍋営業所
ヤマト運輸株式会社　高鍋営業所

【西臼杵郡】 6営業所
有限会社栄高産業　本社営業所
有限会社佐藤木材輸送　本社営業所
株式会社キング運輸　高千穂営業所
株式会社三興運輸　高千穂営業所
株式会社平成産業　本社営業所
ヤマト運輸株式会社　高千穂営業所

【西諸県郡】 4営業所
株式会社ＪＡ物流みやざき　霧島営業所
株式会社西輝物流　宮崎営業所
高原運送建設有限会社　本社
日通宮崎運輸株式会社　高原事業所

【東臼杵郡】 3営業所
有限会社孝伸運送　本社営業所
株式会社大窪商店　延岡営業所
宮崎センコー運輸整備株式会社　延岡営業所

【東諸県郡】 9営業所
日豊輸送株式会社　本社営業所
有限会社藤元運送　本社営業所
株式会社三友ロジスティクス　宮崎営業所
有限会社綾運送　本社営業所
株式会社昭英物流　本社営業所
井上運輸株式会社　本社営業所
ヤマト運輸株式会社　国富営業所
有 限 会 社 プ ラッツ 　 本 社
有限会社弓場元運送　本社営業所

Gマーク 検索検索

（一社）宮崎県トラック協会は「Gマーク」取得率5年連続日本一を達成しました。
（令和6年12月16日現在）

「Gマーク」とは国土交通省が推進する認定制度で、
安全運行に対する厳しい評価基準をクリアした運送事業所のシンボルマークです。

※「Gマーク」の『G』は「Good」（良い）、「Glory」（繁栄）の頭文字「G」を取ったものです。

長期安全認定事業所
『ゴールドGマーク』

Gマークを２０年以上継続認定
されている事業所のみ使用可

図　宮崎県におけるGマーク認定取得率の推移
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▼
人
間
の
人
生
を
四
季
に
諭
し
た

古
代
中
国
の
﹁
五
行
思
想
﹂
は
︑

中
々
奥
深
い
内
容
で
す
︒
冬
﹁
玄

冬
﹂
は
︑
人
と
し
て
ま
だ
芽
吹
く

前
の
未
知
の
可
能
性
を
秘
め
た
幼

少
期
︒
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﹂
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︑
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︑
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﹁
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春
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︑
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ら
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▼
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﹁
春
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の
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に
︑
気
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昇
し
夏
日
と
な
っ
た
３
月
下
旬
の

日
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友人の言葉をきっかけにドライバーの道へ友人の言葉をきっかけにドライバーの道へ
仕事に活きるフィジカル面の強さ仕事に活きるフィジカル面の強さ

interview!

8:00
　出社。乗務前の車両点検（写真①）、血圧測定（写
真②）、アルコールチェック（写真③）等の点呼、冷蔵・
冷凍品の積み込みを行ったあと、朝礼に参加。「朝礼では、
ラジオ体操や各ドライバーの体調報告、車両点検時に異
常がなかったかの報告や、こうち生協の組合員の方にご
案内する今週のおすすめ商品の確認などを行っています」
（高橋さん）。

08:45
　中央営業所を出発し、配達に向かう（写真④）。この日
は午前中に 52 件の配達を行った。「今日は全部で８２件
の配達を行います。配達先はすべて高知市中心部の個
人宅ですが、曜日ごとに異なります。最も件数・物量とも
に多いのは、９０件のお宅を回る金曜日です」（同）。

11:40
　昼食休憩をとる。「昼食は自作のお弁当を持参し、コン
ビニエンスストアやスーパーマーケットで飲み物などを買って
食べることが多いです。2トン車はコンビニやスーパーでも
一般の駐車スペースに停車することができるので、駐車場
に困ることがなくて助かっています。お弁当に必ず入れる
おかずは、大好物の卵焼きです」（同）。

12:40
　残り30 件分の配達を開始（写真⑤）。「運ぶルートや
順番は、配送指示書に記載されているので、それに沿っ
て配達先を回ります。在宅の場合は玄関で直接手渡し、
置き配指示のある場合は玄関先に置いて対応します」
（同）。

１４:30
　全 82 件の配達を終
え、帰社（写真⑥）。
配達に使用した折りた
たみコンテナ（以下「コ
ンテナ」）、冷蔵・冷
凍品を入れていた保
冷バッグや発泡スチロ
ール、保冷材などを降
ろす（写真⑦）。「発
泡スチロールの破片が落ちやすいので、荷降ろし後は入
念な掃き掃除（写真⑧）が欠かせません」（同）。

15:00
　翌日配達分の積み
込みを開始（写真⑨）。
翌日分注文の商品や
伝票は注文者ごとにコ
ンテナにまとめられた
状態で準備されてお
り、配達先ごとの細か
い商品リストが記載さ
れた書類と照合して検
品する（写真⑩）。マ
ンションや共同購入元
など、同じ配達先ごと
に注文商品を入れた
袋をまとめ、コンテナに
入れる。

16:00
　事務所に移動し、事務作業や業務後点呼（写真⑪）
を行う。まず自身のデスクで、当日のルートで回収した担当
先の次回（翌週分）の注文書を確認（写真⑫）。注文
書はマークシート式であるため、注文数量欄などをチェック
し、マークした数字が見にくいものがあれば直す。続いて、
翌日分の配送指示書が入っている書類トレーボックスから
自分の担当ルートの書類をピックアップ（写真⑬）して、最
終確認。

　「先ほど積み込んだ
翌日分の荷物に、荷
造り時には間に合わな
かった商品がある場合
などは、翌朝必ずそ
の商品を積み込むよう
に指示書に記載され
ています。また、配達
の際にお客様に個別
で渡す書類などもこの
時に確認し、そうした
翌日必要な配送指示書
・書類などはファイルに
まとめてデスクの上に
置いておき、翌朝出
発する際に持参します」
（同）。

１７:00
　退社。

高橋さんのある１日の仕事の流れ

社内外で高評価得る若手ドライバーは「３児のママ」！
創意工夫の光る仕事ぶりで日々パワフルに活躍中

・  高校卒業後、スーパーマーケットに勤務。結婚・出産を経て、25
歳でアミューズメント施設のホールスタッフに。２年前、友人の話が
きっかけで「生協の配達ドライバー職」に興味を持ち、トラックドラ
イバーに転身。

・  こうち生活協同組合（以下、「こうち生協」）の中央支所内にある
㈲アール・ティ・エス中央営業所に所属する、同社初の女性トラック
ドライバー。

・  夫と共働きで、３児（10 歳の女の子、8 歳の男の子、6 歳の男の子）
を育てるお母さん。

担当業務：２トン車による食料品のルート配送
勤続年数：２年４か月
取得資格： 普通自動車免許

◆�ドライバーになったきっかけについて教えてください。

　私には、この「こうち生協中央支所」で、当社とは
別の会社の配送ドライバーとしてパート勤務をしている
友人がいます。その友人から、「配送ドライバーは、自
分でペース配分を調整でき、1人で黙々と進められる仕
事だ」という話を聞き、「今まで働いてきた接客業とは
違う、自分のペースで進められる仕事に私も就いてみた
い」と思ったことが、この仕事を選んだきっかけです。
また、車の運転が好きで、外に出る仕事をしてみたいと
いう思いも、この仕事を志す一因になりました。　
　さらに、当社がドライバーを正社員として募集してい
たことも、応募理由のひとつです。スーパーやアミュー
ズメント施設で働いていた際はパート勤務だったため、
友人の言葉がきっかけで興味を持った「生協の配送ドラ
イバー」という仕事が、「正社員として働ける仕事」だ
ったこと、そして、「普通免許しか持っていない自分でも
できる仕事」だったことは、大きな応募動機になりました。

◆�仕事と子育ての両立はどのようになさっていますか。

　私たち一家は、夫の両親と二世帯住宅で暮らしてい
ます。夫の両親はもうリタイアしており、子どもの体調
が悪い時は、夫の両親が面倒を見るなど、サポートをし
てくれるので、安心してフルタイムで働くことができてい
ます。
　また、私が入社後 1年ほど担当していた学校生協の
配達は、小学校への配達も行うルートで、長女と長男が
通う小学校も配達先だったので、子どもとばったり会う
こともありました。仕事をしながら子どもに会えるという
のは、新鮮な経験でしたね（笑）。

◆�安全面で気を付けていることを教えてください。

　乗務前点検の際に一度、タイヤに釘が刺さっているの
を見つけたことがありました。すぐに朝礼で報告して、
近所にあるタイヤケアが可能なガソリンスタンドに持って
行き、20 分ほどでパンク修理をしてもらうことができた
ため、すぐ配送に出ることができました。「しっかりとタ
イヤ点検をしていてよかった」と心から思った出来事で、
それ以降も点検時のタイヤチェックは念入りに行ってい
ます。

　また、私の担当するルートは住宅街が多いので、特に
子どもや高齢者などの歩行者と自転車に注意し、徐行
と目視確認を徹底しながら運転しています。

◆�仕事をしていて、やりがいを感じる瞬間はどんな時で
すか。

　私はもともと身体を動かすことが大好きです。趣味は
マラソンやスノーボードで、半年前からはキックボクシン
グジムに通っています。ご高齢のお客様に、「買い物に
行くのが大変だから、重たい荷物を運んでくれて助かる
わ」と声をかけられることが多く、そんなときは、「商
品をしっかりとお届けできてよかったな」と、うれしい気
持ちになります。ペットボトルの入った段ボールなど、重
量のある荷物の積み降ろしに関しては、入社当初こそ
重たく感じましたが、スポーツトレーニングの一環のよう
な感じで、荷物の積み降ろしが日々いい運動になってい
ます。
　フィジカル面や接客業の経歴を活かすことができ、自
分のタイミングで仕事を進められて、工夫ひとつで仕事
を効率化できるところが、この仕事の最大の魅力だと思
います。まだ当社の女性ドライバーは私１人しかいない
ので、今後女性ドライバーの同僚が増えてくれたら嬉し
いです。

高橋さんは日々、どのようなお仕事に携わっているので
しょうか。お仕事に1日密着させていただきました。

有限会社アール・ティ・エス
［代表取締役　西谷 智也］

営業所所在地 高知県高知市久礼野 227
会社資本金 700 万円
設立日 昭和 62 年 2 月9日
従業員数 38 人（ドライバー３４人、うち女性 1 人）
車両数 34 台

荷主に協力仰ぎ「女性ドライバー用更衣室」を新設荷主に協力仰ぎ「女性ドライバー用更衣室」を新設
「準中型・日帰り・土日休み」で若年層からの応募絶えず「準中型・日帰り・土日休み」で若年層からの応募絶えず

西谷社長に
訊く！

　設立以来、若い世代が中心となって活躍する当社には、現在２１～ 52 歳のドラ
イバーが在籍しています。約９割がトラック運送業界未経験者で、ハローワークや
当社ホームページを通じての応募が多いです。若年層が応募しやすい理由は、当
社の「準中型免許で運転できる車両が中心、ＡＴ普通免許可（免許取得補助あり）、
日帰り運行、土・日曜が休日」という労働条件によるものが大きいと考えます。
　高橋さんは当社初の女性ドライバーです。採用にあたっては、営業所があるこうち生協の
協力を得て女性ドライバー用の更衣
室を新設しました。担当運行につい
ても、まずは荷物が少なめのルートか
ら仕事に慣れてもらおうと、高知県学
校生活協同組合（以下、「学校生

協」）の、高知市内の学校を回るルートを1 年ほど担当してもらい、
完全に仕事に慣れた後、現在のコースに担当替えをしました。営
業所の運行管理者や先輩ドライバーたちも、その素晴らしい仕事
ぶりに太鼓判を押す高橋さんには今後、当社初の女性運行管理
者や、新たに女性ドライバーを雇用した際の指導担当者になって
もらいたいと考えています。

高
た か は し

橋　夏
な つ み

美さん

高橋さんはこんな人！
　初めて女
性ドライバー
が入社する
ということ
で、力の必
要な積み降
ろし作業が
できるのかと
心配してい
ましたが、い

ざ高橋さんの仕事ぶりを見ると、非常に頼もしく、入社から１
か月もしないうちに「男性ドライバーよりもずっと仕事ができる」
と感嘆させられました。今もスキルを磨き続ける、当社になく
てはならない存在です。

（中央営業所　整備管理者・運行管理補助者の北村啓さん／写真右）

西谷　智也
代表取締役

　連載第４３回目となる今回
取り上げるのは、「２トン車ド
ライバー（ルート配送）」の
お仕事です。㈲アール・ティ
・エス（高知県）の高橋夏
美さんが登場します。

第43回 「2トン車ドライバー（ルート配送）」高橋夏美さん（㈲アール・ティ・エス／高知県）


